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四月二十三日（木）

　二十二日午後五時ごろ、湊みなと山やま市し国道沿ぞいの歩道で火か災さいが発はつ生せいした。県けん警けいの調べによると付近には火の元となる物もなく、発はつ火か当時歩道に人の姿はなかった。湊山署は近きん隣りん住民に話を聞くと共に、前後の時間に走行していた車両の運転手にも確認を急ぐ。対向車線を走行中だった目もく撃げき者しやは「何の前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜん火の手が上がった」と語った。




四月二十五日（土）

　連続不ふ審しん火び　県警が対たい策さく本部を設せつ置ち

　四月に湊山市で発生した原因不明の発火事件は、二十三日の事件で十三回目となる。いずれの発火も不審人物は特定されておらず、目撃者から提てい供きようされた映像によると自然発火のように見える。県警は事じ態たいを重く見て、二十四日に有ゆう識しき者しやによる対策本部を設置。現場検証と発火現げん象しようの解かい明めいを急ぐ。
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「要かなめ！」

　呼び止められ、下校途と中ちゆうの細ほそ川かわ要は自転車のブレーキをかけて振り返った。

　後方で自転車を降りた友人が手て招まねきしている。

「要、来て来て！　かわいい猫ねこがいるよ！」

「はぁ？」

　要のテンションの低い返事をものともせず、同じ女子高に通う友人、綾あや香かははしゃぎながらマンションの片かた隅すみを指差した。女の子らしい、緩ゆるく巻いた長い髪を揺ゆらし、さも嬉うれしそうに笑顔を見せる。

「ほら、あそこ！　超かわいい茶トラの猫！」

「…………猫？」

　サドルに座ったまま片足をついた要は、思わず低い声で復ふく唱しようしてしまった。

　ここは下校途中にある閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいだ。

　駅から少し離れるだけで小こ奇ぎ麗れいなマンションや公園が多くなり、商業施し設せつの喧けん騒そうや大通りの車の音も聞こえなくなる。

　要が止める間もなく、綾香はそんな静かなマンションの一いつ角かくに突とつ進しんしていってしまった。

　品のいいローファーに黒のストッキング。昨さつ今こん珍めずらしいワンピース型の制せい服ふくはべロアのように滑なめらかな黒。スクエア襟えりのワンピースからのぞくブラウスに真しん紅くのリボンタイ、胸元には聖せい女じよカタリナのエンブレムである、剣に見立てた十じゆう字じ架かが刻きざまれている。

　市内のミッション系女子高に通う要と綾香は中学時代からの友人で、仲良く同じ高校に進学した。

　ギリギリの成績で入試を突とつ破ぱした要と違って、綾香は余よ裕ゆうの合格。二年生になった現在も成績上位をキープしている。

「かーわいい！　ふわふわ！」

　──そんな優ゆう等とう生せいな親友が「猫」だと言って、マンションの陰かげに隠かくれて三角座りをした見知らぬ男の頭を撫なでている。

「ちょっと、綾香!!」

　ぎょっとして、要は自転車を放り出す勢いきおいで駆かけ寄った。

　これは危ない。綾香も危ないが男も危ない、そんな男に更さらにヤバいことを綾香がしているから倍ばい率りつドンだ。

　ジャケットからしま柄のカーディガンをのぞかせた男は、顔を上げようともせず、怒おこりも嫌いやがりもせずに綾香に撫でられている。酔よっ払ぱらいか罰ばつゲームか、頭に茶トラの猫耳カチューシャを付けた二は十た歳ち前後の若い男だった。

　初対面の女子高生に頭を撫でくりまわされているのに、完全に無む反はん応のうだ。
















（ヤバい、これはヤバい！）

　即そつ決けつし、要は茶ちや髪ぱつの男の頭を撫で続ける綾香の手を取った。

「やめなって、帰るよ。すみません、ごめんなさい、この子ちょっと変なんで」

「変ってなに!?」

　綾香から抗こう議ぎの声が上がったが無む視しし、要は念ねんのためうつむき続ける男に断ことわりを入れた。

　聞いているのかいないのか、男からの返事はない。一応謝あやまったのだから、このまま立ち去ってしまうに限かぎる。

「ほら綾香、帰るよ」

「えー、もっと撫でたい。逃にげない猫って珍しいよ？」

「いや、猫じゃないから。絶対猫に見えないから」

「要、目だいじょうぶ？」

「失礼な！　あんたの方が大丈夫か!?」

　夕方六時でまだ明るいとはいえ、近きん隣りんでは度たび重かさなる謎なぞの火か災さいが問題になっている。この男を疑うたがうわけではないが、怪あやしい人物からは遠ざかりたい。

　通せんぼするように綾香の前に立ちふさがり、要は眦まなじりを吊つり上げた。

「綾香にどう見えてんのか知らないけど、この人、人間だから！　普通の茶髪の男の人だから！」

「──!!」

　瞬しゆん間かん、綾香に何をされても反応しなかった男が驚おどろいたように顔を上げた。

　くるくると、あちこちに跳はねた癖くせのある茶色い髪が揺ゆれる。透すき通るほどに肌の色が白く、明るい茶色の瞳ひとみで見上げられ、要は束つかの間ま言葉をなくしてしまった。

（日本人……じゃない？）

　膝ひざを抱かかえて座っていた男は、外国人モデルのような華はなやかな顔立ちだった。

　高い鼻び梁りよう、すっと通った鼻はな筋すじ。白い肌はそこらの女性よりきめ細かで美しい。

　タレントや俳はい優ゆうのような人間らしさを感じさせる格かつ好こうよさではなく、どこか整ととのいすぎた絵のような、奇き妙みような完かん璧ぺきさを持った美だった。

（………………猫耳カチューシャがなければ）

　これは間違いなくイケメンだが、間違いなく変人でもある。

　さっさと離れるべきだが、ふいに男の腕が伸びて要の手を取った。

「ぎゃっ！」

　要の悲ひ鳴めいも無視し、膝立ちになった猫耳男は目を見開く。

「あなた……私の姿が見えてるんですね？」

「しゃべった!?」

　思いがけず流りゆう暢ちような日本語だ。柔やわらかいアルトの声に合った、穏おだやかな話し方だった。

　猫耳男は要の腕を摑つかんだまま、「よっこいせ」と立ち上がる。

「しゃべりますよ。人間だと言ったのはあなたでしょう？」

「い、言ったけど！　ちょっと手、離してよ！」

「わー、要なつかれてるねぇ」

「綾香!?」

　この期ごに及およんで何をと本気で友人の頭を心配したが、猫耳男はくすりと笑った。

「言っても無む駄だですよ。ご友人には私の姿が猫に見えている」

「んなバカな！」

「馬ば鹿かじゃありません。おかしいのは要さん、あなたですから」

「名前……！」

　ヤバい男に名を知られてしまったが、今いま更さら綾香を黙だまらせても遅い。

　青くなった要に男は真しん剣けんな顔で詰つめ寄ってくる。

「私の姿が人間に見えるんですね？」

「み、見える……！」

「超イケメン、背も高くて皆が見み惚とれちゃうような素す敵てきで若いお兄さんに？」

「めっちゃ見える！　猫耳つけた二十歳ぐらいのすっごい変な男に!!」

　やけくそで叫さけんだ。

　自前の猫耳ではない。前から見ても横から見てもカチューシャタイプのおもちゃの猫耳だ。

　猫耳男は「ふーむ」と上から下まで無ぶ遠えん慮りよに要を眺ながめる。

「美人ですね、あなた。黒髪ストレートで色白の大和やまと撫なでし子こ、かといってキツイ印いん象しようもなく可か愛わいらしい。制服姿もグッドです」

　性せい格かくはともかくと勝手なことを言い、ぱっと微笑ほほえんだ。

「ＯＫです、あなたにします」

「は!?」

　なんとか腕を引き抜ぬこうともがく要に、外国人のような薄うすい茶色の瞳をした男はにっこり笑った。

「ちょっと世界を救ってみませんか？」
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　駅から自転車で十分。

　こじんまりとした二階建だての細川家に着くと、猫耳男は驚いたように目を丸くした。

「ここが要さんの家ですか？　普通の家じゃないですか」

「…………普通じゃない家ってどんなのよ」

「そんなどんよりした声出さないでくださいよ、細川要さん」

「表札を読むな！　ローマ字じゃなくて漢字にしとけばよかった！」

「失礼な、私は細川でもＨＯＳＯＫＡＷＡでも[image: 〓]川でも読めますよ」

「中国語!?」

「フフフフフフフ」

　含ふくみ笑いが心しん底そこウザかったが、もう口を開く気力もない。要は暗あん澹たんたる気持ちで自転車を自宅の小さな庭に止めた。

（けっきょく家までついてこられてしまった……）

　必死に自転車をこいで、綾香さえ置いて逃げたのに猫耳男は悠ゆう々ゆうと走ってついてきた。これはいかんと思い交こう番ばんに駆け込んだら、おまわりさんに「懐なついてるね。本当に君の家の猫じゃないの？」などと言われた。挙あげ句くに逃げる途中で猫耳男の姿が消え、「撒まいた！」と油ゆ断だんして家に帰ると、背はい後ごからひょっこり現れたのだ。悲鳴を上げると近所のおばさんが出てきてくれたが、男を怒ど鳴なりつける要に「猫ちゃんに怒っても分からないわよ！」と笑われてしまった。

（本当にあたし以外には猫に見えてんの？）

　そんな馬鹿なことがあるのだろうか。

　睨にらみ上げれば、猫耳男は意いに介かいした様子もなく笑顔だ。

「要さん、ご両親は何をされているんですか？」

「……普通のサラリーマンと母親は雑ざつ貨か屋やのパートだけど？」

「…………」

（……なぜ沈ちん黙もくする）

　特に教えても問題はないだろうと思ったから答えてやったのに、男は納なつ得とくいかないというような顔をしている。

「その制服、聖せいカタリナ女じよ学がく院いんのものですよね？」

「なんで近隣の女子高の制服に詳くわしいの」

　気持ち悪いという意味で言ったのに、猫耳男はふふんと得とく意い気げに笑った。

「私はこの市内全ぜん域いきでアイドル猫としてお嬢じようさん方に可愛がられてきたのです。だいたいの学校や内部の先生の交こう友ゆう関係までも知っていますよ」

　小学校にはもう恐こわくて入れませんけどね……と遠い目をする。子供たちの小（？）動物に対する愛が過か激げきすぎたのだろう。

「ところで、聖カタリナということはキリスト教きよう徒となのですね？　神の愛に目覚めたのですか」

「いや、制服可愛くて近かったから。キリスト教なんて全然知らなかったよ」

　週一回の礼れい拝はいはわりと寝てる。聖せい書しよの授業は組み込まれているが、そこまで宗しゆう教きよう宗教しているわけじゃない。いたって普通の女子高だ。

　周りもキリスト教徒ではない女子ばかりだが、尋たずねた猫耳男はあ然として要を見つめていた。

「なに？　どうしたの？」

「……いえ、清すが々すがしいほど日本だなと思っただけです……。ところで要さんはおいくつですか？」

「あたしの個人情報はもういい！」

「制服に初うい々ういしい感じがないから高校二年生ぐらいですかね？」

「うが──────ッ!!」

　湧わき上がる殺さつ意いに身をまかせようかと思ったとき、背後から声が掛かかった。

「要、今帰ったの？　今日は遅かったわね」

　振り返れば、買い物袋を提さげた母が立っていた。

「ママ……！」

　とっさに固まってしまった要にかまわず、猫耳男は慌あわてることもなくにっこり微笑む。

「おかえりなさい。要さんのママさん」

「ちょ、ちょっと……！」

　素すで会話を始めた男にぎょっとしたが、要の母はなんの躊躇ためらいもなく口を開いた。

「猫ちゃんもお散歩から帰ってきたの？　早くお家に入りなさい」

「ママ!?」

「お腹なか空すいたでしょう？　今日は猫ねこ缶かん買ったかしら」

　買い物袋を調べ始めた母に呆ぼう然ぜんとしていると、猫耳男は人差し指を唇くちびるに当て、内ない緒しよ話ばなしのようにささやいた。

「大丈夫ですよ、細川家の飼かい猫ということにしましたから」

「飼い猫!?　冗じよう談だんじゃない、早くどっか行って！」

「こら、要」

　母は叱しかるような顔つきになった。

「なんてかわいそうなこと言うの、あんたが拾ってきたんでしょう？　ちゃんと面めん倒どう見なさい」

「あたしが拾った!?　いつよ!?」

「去年の梅つ雨ゆに増水した隅すみ田だ川がわを段だんボールに入れられて流されてるのをあんたが泳いで助けたんじゃない。忘れたの？」

「死ぬわ!!　誰がそんなアクティブなことするかっ！　しかもこの男が段ボールに乗って!?」

　本当だとしたらそれはもはや段ボールではない。段ボールという名のボートだ。

「ふふふ、中年女性は感動的な話がお好きでしょう？　火か曜ようサスペンス劇げき場じよう風ふうと迷いましたが」

「！　あんたのせい!?」

　この猫耳男が母に暗あん示じをかけたとでもいうのか。

　まさかそんなことがあるはずないと思いたいが、母は完全に男を細川家の飼い猫と認にん識しきしてしまっているらしい。

「いつもおりこうさんねぇ！」

　母にのどをくすぐられ、猫耳男はやる気のない顔で口を開いた。

「にゃーん、ごろごろ」

「口で言うな！　猫だと言い張るならちゃんとのど鳴ならせ！」

「ぐぅるるうっ、う……うっ、ゲホッ」

「無理して鳴らすな!!」

「なんですか、せっかくリクエストに応こたえたというのに」

「ただいまー！」

　要と猫男の応おう酬しゆうに突とつ然ぜん元気のいい声が割わって入り、見ればテニスラケットを肩かたから提げたショートカットの少女が立っていた。

　要の三つ年下の妹、茜あかねだ。セーラー服姿の茜は玄げん関かん先さきで立ち話をしている母と姉に目を瞬またたく。

「お姉ねえ、なにしてんの？　猫に怒って変ー」

「変なのはあたしじゃない！」

　アンタらの方だ！　と訴うつたえたかったが、猫耳男と目が合った茜はぱっと微笑んだ。

「タマちゃんただいまー」

「タマ!?　ついに名前までついた!?」

「おかえりなさい、たぶん要さんの妹さん」

「えへへー、いまタマちゃんがおかえりって言ってくれたの聞こえたよ」

「言ってる！　ホントに言ってるんだってば！」

（茜まで！）

　夢でも幻まぼろしでもない、要にはこんなにもはっきりと人間の姿が見え、声が聞こえているのに。

「お腹空いたー。ママ、きょうのご飯なにー？」

　さっさと玄関へ入って行こうとする茜の襟首を捕つかまえ、要は鬼き気き迫せまる表情で詰め寄った。

「ちょっと、茜！　本当にコレが猫に見えてんの!?」

「えー、お姉が拾ってきたんでしょ？　血けつ痕こんに残ったＤＮＡから真しん実じつを暴あばく女監かん察さつ医いが」

「設せつ定てい変わってる、しっかりしろ！　どこどうやったら捨て猫と結びつくんだ!?」

　たまらずツッコむと猫耳男はグッと親指を立てる。

「いえ、せっかく考えたのでやはり火曜サスペンス劇場風も使いたいな、と」

「どっちかにしろ！」

「要、家の前で怒鳴るのはやめなさい。ＤＮＡの螺ら旋せんの中を段ボールで渡ってる中を助け」

「混ぜるな!!」

　要の手しゆ刀とうをひらりとかわし、猫耳男は不ふ敵てきに笑った。

「さあさあ、私を中に入れてくれないなら延えん々えんとこの場でこの会話を続けますよ！　ママさんと妹さんはご近所からどんな目で見られるでしょうね！」

「脅おどす気!?」

「ほらほらボリュームも上げちゃいますよ！」

　女監察医が～隅田川の段ボールが～と声こわ高だかに訴え始めた母と茜に、要は悲鳴のように叫んだ。

「全員家に入れ!!　今すぐに!!」

「はいはいー！　お邪じや魔ましますよー！」

「あーお腹空いたー！」

「ご飯の用意するわね！」

　示しめし合わせていたのではないかと思うほどスムーズに入っていった三人に、やり場のない怒りがこみ上げたが発はつ散さんのしようもない。

「お姉、ご飯までゲームしようよー」

　洗せん面めん所じよからのんきに言われ、要は猫耳男のジャケットをわしづかみにして叫び返した。

「ごめん、ちょっとやることある！」

　ええー、という茜の不ふ満まんそうな声を背中で聞き、男と一いつ緒しよに二階の自室まで駆け上がる。

「妹さんと仲良いですね」

「うるさい、余よ計けいなこと探るな！」

「探るというか単たん純じゆんな感想ですが」

　ドアを後ろ手に閉め、どうにか心を静めた要は猫耳男と向かい合った。

「とにかく、話！　あんた何がしたいの!?」

　立りつ派ぱな付きまといと脅きよう迫はくだ。しかし猫耳男は興味深そうに六ろく畳じようフローリングの部屋を見渡す。

「意外と片づいてますね。あなたの性格からして雑ざつかと思いましたが」

「出てけ！」

「冗談です、素直に綺き麗れいな部屋だと言いましょう。若いお嬢さんで突然の来らい客きやくに対たい応おうできる部屋の持ち主ぬしは少ないですよ？」

「…………」

　それなりに綺麗好きの自覚はあるので、ほんの少しだけ機き嫌げんが直った。

　話を聞く姿し勢せいを見せた要に、正せい座ざをした猫耳男はぺこりと頭を下げる。

「改めまして。わたくしタマと申します」

「いや、それさっき茜がつけた名前じゃない」

「よいのですよ、私は人の数だけ名を持つ身ですから。安あん易いですが猫ならやっぱりタマでしょう。うちのタマ知りませんか、ってね」

「ごめん、元ネタが分からない」

「チッ」

「舌した打うち!?　もういいから本当に出てけ！」

　二階の窓から放り出したいが、タマはさっと話題を変えてくる。

「私が何をしたいのかは最初に言いましたよ？　要さんに世界を救っていただきたいのです」

「だからその意味が分かんな……！」

「私は人の意い識しきや行動を操あやつれます」

　真まっ直すぐに指を突きつけられ、要は言葉を吞のみ込んだ。

　にわかには信じがたい。

　だが母と茜の言げん動どうを見る限り、簡単に否ひ定ていすることもできなかった。

「……だったら何が目的？　あたしのことも操るつもり？」

「いいえ。そんなことをしても意味がない。あなたには自じ我がを持っていてもらわないといけませんから」

　真剣な声で言い、タマはすっと表情を引き締しめた。

「あなたに、少しよう女じよ戦せん隊たいドリーム５の一員として悪の魔ま王おうと戦っていただきたいのです」

「却きやつ下か」

「引き受けていただけますか、ありがとうございます！　では変身ステッキを！」

「話を聞けっ！」

　激げき情じようのままにドンと足を踏ふみ鳴らせば、タマはこれ見よがしに面倒そうな顔をする。

「まったくもう、何が嫌いやなんですか？」

「何もかもだよ!!」

　まずネーミングがいやだ。

「なにドリーム５って!?　悪の魔王とかそんなもの本当にいるわけないし、なんであたしが戦わないとダメなのよ！」

「選ばれたからです」

「誰によ!?」

「私ですよ」

「私、って……！」

　まるでそれが絶対のことのように、タマは誇ほこる様子も驕おごる様子もなく言い放つ。

「私があなたを見込んで選んだのです。大丈夫、あなたに危険が及ばないよう私がサポートします」

「じゃああんた一人で戦えばいいじゃない！」

「私にそんな力はありません。魔王を倒たおせるのはあなた達であって、私はあくまでサポートです」

「あんた何者!?」

「人間ですよ」

　タマは穏やかな、真ま顔がおのようにも笑顔のようにも見える表情で口を開いた。

「あなた方と同じ」

　見つめ合っても、タマの表情は動かない。

　瞬まばたきすらしないタマの綺麗な顔を眺め、要は眉まゆを寄せた。

（………………最高に噓うそくさい）

　宇宙人だと言われた方がまだマシだったかもしれない。

　だが催さい眠みん術じゆつや暗示の類たぐいを使う人もいるし、タマの見た目は完全に人間だ。

　とりあえず否定をやめ、要は半はん眼がんで腕を組んだ。

「それで？　あたしは少女戦隊に入って悪の魔王と戦うの？」

「はい」

「無理だから」

「やる前から無理とか平成生まれは根こん性じようがないですね」

「はあぁ!?　どう見てもあんたも平成生まれなんだけど!?」

「私は紀き元げん前ぜんですよ」

「うそっ!?」

「うそうそーははは…………えー、では概がい要ようをお話しいたします」

　怒いかりを感じ取ったのか、タマはコホンと咳せき払ばらいして真顔になる。

「あなたは魔王と戦う力を持つ選ばれた戦士、ドリーム５の一人なんです」

「もうそっからして胡う散さん臭くさいけど、〝５〟って言うからには他の人もいんの？」

「はい、看かん護ご師し、ＯＬ、女子大生、保ほ育いく士しで構こう成せいされております」

「少女を選べ！」

「かつては皆、少女でありました」

　遠い目をしたタマに「それは詐さ欺ぎだ」と言ってやりたかったが堪こらえた。

「まあ、そのお姉さん達が昔からやってたら仕方ないだろうけどさ」

「結けつ成せいは二カ月前でございます」

「少女を選べ!!」

　ハリセンがあれば間違いなく振りかぶっていただろう。

「その中でドリームピンクが欠けつ番ばんなのですよ。あなたにその役をお願いしたいのです。ピンクは美少女と相そう場ばが決まっておりますから」

　参加するつもりは全くないが、美少女と言われれば悪い気はしない。

「……べ、別にそんな美少女じゃないけどさ」

「そうですね、よいしょしました」

「だったらそのまま上げとけ！　下げるな！」

「いいじゃないですか、あなたも子供の頃は魔ま法ほう少女に憧あこがれたでしょう？　その夢が叶かなっちゃうんですからこれは大ラッキーですよ！」

「大人になって叶ったら嬉しい夢と叶っちゃいけない夢があるの！」

　魔法少女は間違いなく叶えてはいけない夢である。もう賞しよう味み期き限げんが過すぎている。せいぜい中学生までだ。

　しかしタマは取り合わず、どこからか一本の杖つえを取り出す。チアリーディングのバトンのような結けつ構こう長い棒ぼうで、どこから出したのか本当に全く見えなかった。

「まあまあ、一回戦うだけでいいですから。はいじゃあこれが変身ステッキです。肌はだ身み離はなさず持ち歩いてくださいね」

「なんの嫌がらせだ！　一回だけだって嫌に決まってる!!」

「ほんとに一回ですから。ステッキはアルトリコーダーだと思わせておけばいいじゃないですか、高校生の定てい番ばんですよ」

「そんなもん学校に置きっぱなし！　こんな長くないし！」

　無理やり渡された真っピンクの杖の先には、予想どおり透き通るライトピンクの多た面めん体たいの飾りがついている。キラキラと光を反はん射しやし、まるで本物の宝石のように輝かがやくそれは──。

「スワロフスキー製ですよ」

「ウソつけっ!!!」

　どや顔でのたまうタマの額ひたいに手刀をかまし、要は眉を吊り上げた。

「だいたいあたしはやるなんて一っ言も……！」

　抗議しかけたとき、タマの表情が変わった。ハッと真剣な顔をし、耳を澄すませる。

「コールだ！　いきますよ、要さん！　魔王が現れました！」

「コールなんてぜんぜん聞こえないんだけど!?」

「つべこべ言わずに行きますよ！　ママさーん！　ちょっとコンビニ行ってきますよー！」

「暗示使えるんだったら使えっ！　つか嫌だ!!　行きたくない──!!」

　だが力では勝てない。引きずられるままドタドタと階段を駆け下りると、台所から母の驚いたような声が聞こえた。

「要、もうすぐご飯よ？」

「帰ってから食べます！」

「なんであんたが答えるのよっ！」

　間かん髪はつ容いれずに返したタマを怒ど鳴なりつけ、要は手を引かれるまま玄関を飛び出した。
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　六月が近いとはいえ、夜はまだまだ涼すずしい風が吹いている。

　途中繰くり返した逃とう亡ぼうにも失敗し、タマに連れん行こうされた要はおそるおそる金かな網あみのフェンスを越こえた。茂しげる木こ立だちを抜ければ、人ひと気けのない石いし畳だたみの遊ゆう歩ほ道どうに出る。

（ほんとにこんな所で戦うの!?）

　ここは要の家から十五分ほどの場所にある大きな公園だ。夜間はゲートが閉じられるので人の姿はないが、すぐ近くは住宅街になっている。派は手でな物音がすれば誰かが来てしまうだろう。

　そもそも「戦う」とは何を具体的にどうするのかも分からず来てしまった。

　木の陰に身を隠しながら公園の奥へ進むうちに、タマが小声で叫んだ。

「出ました！　あれが魔王ですよ！」

　タマが指差したのは地面ではなく、上の方だ。

　かなり離れた高いフェンスの上に、一人の男が立っている。

　年は二十歳ぐらいだろうか。遠目だが要よりは年上に見える。

　公園のライトに照らされたその姿は細ほそ身みで長ちよう身しんだ。前髪に隠れて顔はよく見えないが、一いち文もん字じに引き結ばれた唇には威い圧あつ感かんがあった。

　足元は草鞋わらじ、手には色鮮あざやかな一本の縄なわを持ち、真っ白な衣ころもをのぞかせた襞ひだのある漆しつ黒こくの裾すそがはためく。着物のような右前の袷あわせに袖そでも長く、その上に左肩から斜ななめに掛かった山やま吹ぶき色いろの衣は俗ぞくにいう袈け裟さという服で────。

「って、お坊ぼうさん──────っ!!?」

　認識した瞬間、魔王がこちらに鋭するどい視線を向けた。軽やかにフェンスから飛び降り、真っ直ぐに向かってくる。

「いるのがバレてしまったじゃありませんか！　要さん、早く変身してください！」

「ちょっと待って、他の戦隊メンバーはどこ!?」

　要が入にゆう隊たいしたのはドリーム「５」だったはずだ。初参加ピンクのために先せん輩ぱいのお姉さま方が助けてくれなければいけない。

　魔王が手にした縄を振った。青、黄、赤、白、黒の五色が縒より合わされてできた縄は、片方の先せん端たんに小さな金属の輪、もう片方の先端に鏃やじりのような物がついている。その金属の輪が生き物のように、一直線に要めがけて伸びてきたのだ。

　まだまだ、三十メートルほど距きよ離りがあるはずなのに、輪は真っ直ぐ要に向かって襲おそい掛かってくる。

「ぎゃああああっ!!」

　ありえない現げん象しように、要は悲鳴を上げながらもなんとか回かい避ひした。

「おおっ、帰き宅たく部ぶのくせになかなかの反はん射しや神しん経けいです！」

「うるさいっ！　それよりこんなのとどうやって戦うのよ!!　他のメンバーはいつ来るの!?」

　一人ではどうにもできない。逃げ回りながら経験ある先輩方の到とう着ちやくに望みをかけた要に、タマはカッと目を見開いた。

「レッドは急きゆう患かん、ブルーは出しゆつ張ちよう、イエローはレポート提てい出しゆつ期き限げんが迫り、グリーンはお母さんのお迎えが来ない子がいて動けないそうです！」

「実じつ質しつあたし対魔王じゃないか!!　しかもそんな理由で断っていいならあたしだってやるわ!!」

　先輩から大切なことを教えてもらった気分であった。

「どうしたら終わるの、これ!?」

　逃げ回るだけでは埒らちが明かない。すでに息が上がりそうで、要は一いつ旦たん距離を置いて魔王から大きく離れる。

「要さん、今のうちに変身を！　魔王から羂けん索さくを奪うばってください！」

「検索!?」

「羂索です！　あの手に持ってる縄です！」

　木の上に避ひ難なんしていたタマは、腕を伸ばして要にステッキを手渡した。

「はい、ステッキ振って！　変身ワードはピンクドリームエクスチェンジです！」

「う、うわー……」

「うわーじゃない！　ピンクドリームエクスチェーンジ！」

　しぶしぶステッキを受け取った要は力なくそれを振った。

「ぴ、ぴんくどり～む……」

「声が小っさあ────────いっっ!!　腹の底から叫んで!!」

　タマの喝かつに要は舌打ちして息を吸すい込んだ。

　右手で夜空の月に向かいステッキを掲かかげる──！

「ピンクドリ────ム!!」

　追ってきた魔王がハッと身み構がまえる。

（もうどうにでもなれ！）

「エクスチェ──────ンジッッ!!」

　この一回ですべてが終わる！

　やけくそで、ご町内に響ひびき渡れとばかりに叫んだ。

　真ま昼ひるのような白い光こう線せんの中で、魔王の口が「しまった！」と動くのが見えた。




　要の全身から輝く光が照しよう射しやされた。

　奇妙な浮ふ遊ゆう感かんに包つつまれ、爪つま先さきが大地から離れる。

　全身を包む白い光は次し第だいに色を変え、オーロラのような波に変わっていった。薄いフレッシュピンクから桜さくら色いろ、薄うす桃もも、珊さん瑚ご、撫なでし子こ、オペラピンク、カメリア、ローズピンク──！

　あらゆる波は長ちようの違うピンクの光の中で黒い制服が溶とけるように消え、要の身体からだに合わせ再さい構こう築ちくされていく。

　すらりとした細い肢し体たいを見せつけるような、ぴったりとした淡いピンクのトップス。細い白のベルトには金のバックル。純白のニーハイと、フリルをふんだんにあしらったフレアーのミニスカートは絶対領りよう域いきを忠ちゆう実じつに守り、白い素す肌はだがのぞいている。

　全てが輝く光の中で一瞬の内に終わり、そこに立っていたのは長い黒髪をなびかせ、ピンクのコスチュームに身を包んだ少女戦士ドリームピンクだった。




「ぎゃあああああああっ!!」

　響いたのは魔王の声でもタマの声でもなかった。

　変身後の自分の身体を両腕で抱きしめ、我われに返った要は一いち目もく散さんに木こ立だちの中に駆け込んだ。

「なにこの服!?　ちょっと一いつ瞬しゆん裸はだかになった感じがしたんだけど!?」

「裸じゃありません下着です！　着替えるんですから脱ぬぐに決まってんでしょうが！」

「────────────ッッ!!!」

　返事は叫びとなり言葉にならなかった。

　呪文を唱えた要の服は、パレードのマーチングバンドを思わせるような詰つめ襟えりの衣装に変わっていた。

　マーチングバンドと言っても、長袖のかっちりとした制服では断じてない。

　全てにおいて露ろ出しゆつが高く、全体がピンクで彩いろどられているのだ。ひらひらとした軽やかなスカートはテニススコート並みに短く、袖などほぼ無いに等しい。重なったフリルのフレンチスリーブがかろうじて肩を隠す程度で、極めつけが絶対に履はくことはないだろう太ももまでのニーハイと、ピンクの装そう飾しよくが施ほどこされたブーティ。

　恐きよう怖ふに駆られ、指先で探った頭に固いものが触ふれた。頭とう頂ちようにかっちりはめられた飾りはカチューシャか。

（絶っっ対ピンクだこれ!!）

　鏡を見なくても分かる。

　出るに出られず木の陰に隠れていたのに、タマは満面の笑みで要を引きずり出す。

「さあさあ要さん！　隠れてないで早く出てきてください！」

「ぎゃ──っ！　引っ張るな！」

　ぐいぐい腕を引かれ、要は渾こん身しんの力で抵てい抗こうした。

「冗談じゃない！　なにこの服、なんで外で着替えさせられんの!?」

「着替えなんて大げさですね！　見えたって０・００１秒のことですよっ、スーパースローじゃないと見えないですから！」

「も、もう帰る！」

「何言ってんですか、本番はここからですよ！　さあさあ魔王がお待ちかねですよ!?　大丈夫、とっても良く似に合あってますよ!!」

「いやだ────っ！」

　しかし力及ばず。タマに無理やり引きずり出され、要は棒立ちになっている魔王と対たい峙じした。

「どうですか、魔王よ！　私の新しい戦士、ドリームピンクは！」

　初めてまともに対面した要と魔王は、まじまじと互いを見つめ合った。

（こ、これが魔王──！）

　いつの間にやら近くまで来ていたらしい。要の変身を律りち儀ぎに見守っていた魔王と真正面から向かい合い、要はごくりと息を吞んだ。

　前に立つとやはり背が高い。少しだけ癖のある黒い髪と、黒目がちの目。一文字に結んでいた唇は微かすかに開かれ、驚いたように丸くなった目も相あいまって、魔王のくせに優しそうな印象をもたらしていた。

　だが闇やみに溶けこみそうな黒い衣に包まれた身体は、細身に見えたが意外にがっしりしている。肩かた幅はばも広く、要が力でどうこうできそうにない。逃げたところで追いつかれるのは必ひつ至しだ。

　蛇へびに睨まれたカエルのように固まった要だったが、先に声を上げたのは魔王の方だった。

「っな……!?」

　その顔が、見る間に真まっ赤かになる。夜よ目めにも分かるほどで、黒い目が狼ろう狽ばいしたように泳ぎ回る。

　赤い顔を隠すかのように手の甲こうで口くち許もとを覆い、タマの姿を見つけるやいなや泣きそうな声で言った。

「……ひ、卑ひ怯きような……！」

「何が!?」

　消え入りそうな声に要は思わずツッコんだが、タマは勝ち誇ったように高笑いする。

「ハハハハ、思ったとおり！　あなた好みの大和撫子を用意した甲か斐いがありましたよ！」

「なにぃっ!?」

　聞き捨てならぬことを聞いたがそれどころではない。「くっ！」と呻うめいた魔王が一気に腕を振るい、羂索を空に放り投げたのだ。手にした鮮やかな五色の縄が一瞬にして網あみのように広がり、要の頭ず上じように落ちて来る。

（なに!?）

　見間違いではない、魔王が持っていたのは一本のロープだったはずなのに、漁りよう師しの投げる投と網あみのごとく空一面に広がったのだ。

「！」

　どう避よければいいのか考えることもできずに凍こおりついた要を、タマが横よこ抱だきでかっ攫さらう。

「はい、ボーっとしないで！　捕まりますよ！」

　タマは要を抱いたままぐんぐんと空へ上じよう昇しようしていく。

「ちょ、ちょっと──！」

「上から行きますよ！　飛んでください、要さん！」

「飛ぶ!?」

「自分は飛べると信じて飛んでください！　飛べます！」

「なにその危険なドリーマー!?」

「はい離しますよ────っ！」

　タマの掛け声と共に、全身がぽーいと放り投げられた。

（え？）

　一瞬の空白のあと、要は絶ぜつ叫きようした。

「ぎやあああああああああああっっ!!」

　高い樹の天てつ辺ぺんも足元に置くような中ちゆう空くうで、何の支えもなく放り投げられたのだ。

　飛べると信じれば飛べる────。

（ってそんなこと無理に決まってる──っ!!）

　このまま死ぬのか！　と覚かく悟ごしたとたん、誰かが要の身体を抱きとめた。

「危ない！」

　急にすがりつく物が現れ、必死でしがみついた要に、魔王の顔がアップで迫る。

「大丈夫か!?」

「は、はい!!」

　なんと驚いたことに、助けてくれたのは敵である魔王だった。

　勢いきおいがつきすぎたせいで、要は全身をぴったりと魔王に預あずけている。抱き上げられたことで距離が近づき、真っ直ぐにこちらを覗のぞき込まれあやうくキスしそうになってしまった。

　唇に軽く息がかかり、我に返った要と魔王は同時に硬こう直ちよくする。

　とっさにすがりついた身体はがっしりしていて、黒い衣の上からでも骨ばった感かん触しよくがした。片腕だけで軽かる々がると支えられ、袷からのぞく鎖さ骨こつや、しっかりと出た喉のど仏ぼとけ、キリリと結ばれた唇、黒目がちの優しそうな瞳まで目に納おさめ、要は呼吸を止めた。

　父親ではない。年の近い男の人と、こんなに近くで触れ合ったのは初めてだ。

　自分とは全く違う、異性として──。
















　……と、そう思ったのはどうやら自分だけではないらしい。




「ご、ごめんんんんんっっ!!」

　魔王の顔が火を噴ふきそうなほど真っ赤になり、突然勢いよくバンザイをして要から両手を離したのだ。

「ぎゃ──────っ!!」

　支えを失い、重じゆう力りよくに従したがって落らつ下かする要を今度はタマが受け止めてくれた。要を抱きとめ満面の笑みで親指を立てる。

「いい感じですよ、要さん！　魔王ガン見ですよ!!」

「誰だって見るわ、こんなもん!!」

　魔王よりも隣となりのこいつを攻こう撃げきしたい。とめどなく湧き上がる殺意にどなり返すと、タマは要を抱えたまま空中でひらりとターンした。

「来ますよ、要さん！」

　冷れい静せいさを取り戻したのか、先に地面に降りた魔王が羂索を投げつけてきたのだ。

　左腕に縄が絡からみつき、要は思わず悲鳴を上げた。

「きゃっ！」

「わああっ、ごめんっ!!」

　とたんに縄が解とけ、焦あせる魔王の元へ返っていく。

　ミニスカートの要がいるせいで上を向くことができない魔王に、悪あく人にん面づらしたタマは得意気に指を突きつけた。

「自みずから拘こう束そくを解いてどうするのですか、魔王よ！　ドリームピンクを攻こう略りやくせねばあなたの未来はないのですよ！」

「ううっ！」

「フハハハハ、いつも以上に動どう揺ようしているようですね！　私の選んだ戦士の魅み力りよくに参りましたか！」

「ス、スカートが短すぎる!!」

「安心しなさい魔王よ！　中は見せパンです！」

「パンツはパンツだ!!」

「真しん理りですね！」

（こいつらあああああ────っ!!）

　魔王とタマの会話に、要の頭からブチンッという音がした。怒りで迷いが振り切れ、要は地上へ近づいていたタマの腕から飛び降りた。

「もういい！　勝てば終わる!!」

「要さん、思いっ切りやってくれていいですよ！　蹴けろうが殴なぐろうが魔王は骨こつ折せつも出血も脳のう挫ざ傷しようも内ない臓ぞう破は裂れつもありませんから!!」

「妙みようにリアル!!」

　だが「やっていい」と言われて悩なやむ性格ではない。

（一いち撃げきで決める！）

　要の本気を感じ取ったのか、タマは真剣な顔で隣に降り立つ。

「魔王の動きを止めますよ！　要さん、ステッキを頭上に！」

「わかった！」

　指示どおり要は勢いよくステッキを掲げた。

「はいっ、いいカンジのポーズ決めて魔王を魅み了りようしてください!!　ピンクドリームテンプテーショーン──!!」

「誰がそんな技わざ使うか──────っっ!!」

　思わず。本当に無意識で。

　要はステッキを横になぎ払はらい、隣にいたタマの脇わき腹ばらを抉えぐり吹き飛ばしていた。

　面白いほど飛んでいったタマの行方ゆくえを愕がく然ぜんと見ていた魔王に向け、要は怒りのままに力を凝こらす。

「次は魔王────っ！」

　右手に力が漲みなぎり、黄き金ん色いろに輝いた。心底から湧き上がる何かが掌てのひらを突き抜け、手にしたステッキが光をまき散らしながら形を変えていく。

「はあああああああああっっ！」

　渾身の気合と共に、要は手にしたそれをバットのように構え地を蹴けった。

　目を見開いた魔王がぐんぐん近づく。迫りくる要から目を離さない魔王に向け、力の限り鈍どん器きを振り回した。

「だらっしゃ──っ！」

「ぐふっ！」

　逆ぎやく転てんサヨナラホームラン並みに渾身の力を込めてブツを叩たたきつければ、魔王は断だん末まつ魔まの声を上げて芝しば生ふをゴロゴロと転ころがっていった。

　立っている者は要以外誰もいない。死し屍し累るい々るいとなった芝生で、要は爽さわやかにガッツポーズを決めた。

「や、殺やった！」

「殺ってはいませんが、お見事で、す……！」

　息も絶たえ絶だえに、タマが脇腹を押さえつつ起き上がる。生きていたのかという言葉を吞み込み、要は開かい口こう一番叫んだ。

「あたしは謝らない！」

「ぐっ……！　いいでしょう、その宣せん言げんお受けします！」

　タマは深しん呼こ吸きゆうをし、「やれやれ」と擦さすっていた脇腹から手を離した。

「しかしやっても大丈夫と言ったのは私ですが、ここまで思い切り人を殴れるドリーム５は初めてですよ。素す晴ばらしい。あなたのこの技をピンクドリームクラッシャーと名付けましょう」

　なんという安易さだ。しかしあながち間違ってもいない。

「それはいいけど……いやよくないけど、これ何？」

　少し落ち着いた要が手元を見下ろせば、ピンクのステッキはいつの間にか金色の鈍器に変わっていた。持ち手が棒状なのは変わらないが、両先端に刃やいばが突きだし、その刃をさらに四本の刃が球きゆう状じように囲んでいる。

「ふむ。ヴァジュラですね」

「ばじゅら？」

　見る間にヴァジュラは形を変え、元通りピンクのステッキに戻ってしまう。

「ヴァジュラとは金こん剛ごう杵しよという法ほう具ぐのことです。あなたが出した物は刃が五本あるので五ご鈷こ杵しよですね。日本人のほとんどが仏ぶつ教きよう徒とだと聞いていましたから不思議はありませんが、ここまではっきり実じつ体たいを持たせるとは……」

　タマはほんの一瞬眉をひそめ、そして思い出したように目を上げた。

「それより魔王から羂索を奪わなくていいんですか？」

「あっ！」

　魔王は芝生の上に伸びたままだが、その手に持っていた縄が攻撃の衝しよう撃げきで吹き飛んでしまっている。

「ど、どこいった!?」

　きょろきょろと辺りを見回した要は、離れたところに放り投げられている羂索を発見した。

（あそこだ！）

「取った──────っ！」

　これで終わる！

　走り寄った要がそう確かく信しんした瞬間だった。

　要さんっ、というタマの声が聞こえ、要は横合いから何者かに体当たりされて芝生を転がった。

「きゃあっ！」

「大丈夫ですか、要さん!?　らしくない可愛い悲鳴が聞こえましたが!?」

「うっさいわ!!」

　毒どくづきながら飛び起きた要の目に、月を背後に置いた一人の少女が映った。

　月明かりに光る、ふわふわとしたショコラブラウンの長い髪。

　茶色いブレザーにチェックのスカート。どこかの学校の制服だ。年は要と同じか少し下に見えた。

　月明かりとライト、その両方に照らされた少女を見て要は立ち上がることも忘れた。

（なにこの可愛い子!?）

　まるで雑誌の中から抜け出てきたような美少女だ。白い肌にパッチリとした大きな瞳、アヒルのような唇を不機嫌そうに尖とがらせた少女は、素す早ばやく要のステッキを拾い上げる。

　背中まである長い髪をなびかせ、アイドルのような美少女は奪い取ったステッキを掲げ高らかに叫んだ。

「ピンクドリームエクスチェ────ンジっ!!」

　カッ！　と先ほど要が包まれたものと全く同じ、だが、輝きにおいては数段上の光が溢あふれだす。

（な……なに!?）

　少女の全身から制服が消え、ピンク色の光の塊かたまりへと変わっていく。同時に要の服が元の黒い制服に戻った。

　一瞬の裸ら体たいのようなシルエットを映して光が晴れた時、少女の服はふんわりとした花びらのようなミニワンピースに膝丈のピンクのブーツ、手首までのグローブ、そして髪には揺れるピンクのリボンという格好に変わっていた。全体を構成する色は同じピンクでも、要の変身後とは微妙に違う系けい統とうだ。

「ピンク・ドリ──────ムッ!!」

　少女は掛け声と共にステッキを勢いよく空へ放り投げる。

　同時にターン。振り向きざまに体を斜め四十五度にひねり、回転しながら落ちてきたステッキをパシッと軽やかに受け取めたのだ。ばっちりウィンクと微笑みまで決められ、要は愕然とした。

（決めポーズ……だ……と!?）

　無意識に格の違いを感じた要に、タマが叫んだ。

「しまった！　要さん、目を閉じなさい!!　見てはいけない!!」

　と言われても。

　少女の小さな唇から、歌うような愛らしい声がこだまする。

「テンプテ────ショ────ン!!」

（これは見ずにはいられんっ！）

　要さんっというタマの声はちゃんと聞こえるのだが、要は瞬きすら忘れて少女を見つめ続けてしまった。
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「反省会をしましょう」

　正座だ。

　猫耳をつけた茶髪の成人男子と向かい合い、仕方なく要も正座した。

　真夜中十二時。遅くなった食事も風ふ呂ろも済ませ部屋に戻った要に、タマは叱るような顔をする。

「だから目を閉じてくださいと言ったでしょう？」

「いや、あれは誰だって見るよ」

　見ないと言う強つわ者ものがいたらそいつの顔こそ見てみたい。

「あの術は、男性ばかりか女性までも掛かってしまうような強い魅了の術なんです。初めてくらったのでは仕方ありませんが」

　タマははぁとこれ見よがしにため息をつく。

「ステッキを敵に奪われるなんて前ぜん代だい未み聞もんですよ」

「……それはごめん」

「まったく、ドリームピンクの自覚あるんですか？」

「ないよ!!」

　切せつ実じつにハリセンの必要性を感じる。

　結局魔王から羂索は奪えなかった。それどころか要はあのアイドルのような少女にステッキを奪われ、魅了の術を掛けられたのだ。

　時間が止まったかのようにぼんやりしていて、気がついたときには少女も魔王も消えていた。

「で、あれは誰なの？」

　タマは少女を知っているようだった。思ったとおり、苦にが々にがしげな顔をする。

「あなたの前ぜん任にん者しやですよ。ドリームピンクとして私が選んだんですが、裏切って魔王に寝ね返がえったんです」

「魔王優しそうだったもんね」

「あなたも裏切るのですか!?」

　そういうわけではないが、世界を滅ぼすような悪人には見えなかった。

　第一印象には威圧感があったが、その後の戦せん闘とうでの動揺ぶりは凄すさまじかった。落下から救ってくれたうえ、攻撃に「ごめん！」とまで言われてしまったのだから、悪い魔王ではないのだろう。

「とにかく、私はあの羂索を取り戻したいのです。前任のドリームピンクはその力が十分あったのですが……」

　タマは疲つかれたように、こめかみに手を当てる。

「テンプテーションは彼女の十お八は番こだったんですよ。それをあなたにやれと言う方が無理がありましたね」

「そりゃどうもすみませんね、色いろ気けより打撃で」

　ピンクドリームを見せるよりもクラッシュする方が性しように合っているということだろう。

　嫌いや味みは華か麗れいにスルーして、タマはもっともらしく要に目を向けた。

「ですがこれで理解できたでしょう？　人それぞれ得意とする力が違うんです。ステッキはそれを形にして表します」

「ふーん…………。どういう構こう造ぞうしてんの？」

　とてつもなく不思議な、科学で説明のつかないことが起こっていることは確かだ。

　疑問にタマはさもあらんとうなずく。

「この世界にはアイテールという『遍あまねく宇宙に行き渡る神しん聖せいで可か塑そ的てきな物ぶつ質しつ』というものがありまして錬れん金きん術じゆつで言うところの第五物質すなわち第五のエレメント、クインテセンスという四よん元げん素その上位に位置する霊れい的てきな力が物質の中に降り意い志しの力によって顕けん在ざいに」

「わからん！　もういい！」

「あきらめが早いですねー」

　ごちゃごちゃと説明を聞いたところで、自分に理解できるとは思えない。

「要するに不思議ってことだ。もうそれでいい」

「要し過ぎですがまあいいでしょう。とりあえず、私は新しい力を手に入れてきます」

　よっこいせと腰を上げたタマに、要は眉をひそめた。

「……どうやって？」

「ちょっと待っててください。私が行ってきますから」

「どこに？」

「だから新しい力のある場所ですよ。すぐに帰ってきますから待っててくださいね」

「……あのさ……。一回戦ったんだから、あたしはもう終わりだよね？」

　嫌な予感がして上目づかいで見上げたが、案あんの定じようタマは「は？」と言わんばかりに顔をしかめた。

「なに寝言言ってるんですか、まだまだ戦ってもらいますよ」

「話が違う！　一回でいいって言ったじゃない!!」

　寝言を言うなとはこちらのセリフだ。

　食って掛かればタマの瞳がすっと細くなる。

「あなた、家族が人ひと質じちに取られていると分かってるんですか？　その気になれば私は何だってできるんですよ？」

「あんたは悪役か！」

「悪でも正せい義ぎでもどちらでも結構ですよ。私は目的のためには手しゆ段だんを選びません」

「あたしは言われたとおり一回戦った！」

「私の一回は〝魔王に勝つこと〟ですよ」

「あたしの一回は戦うだけ！」

「私がこうといったらこうなんです。私はあなたに決めました」

　なんという横おう暴ぼうな猫男だ。タマはこれ見よがしにあごを上げ、上から要を見下ろす。

「だいたい、ステッキを敵に奪われたくせに知らんぷりですかぁ？　ちょっと無む責せき任にんじゃないですかぁーあ？」

「ぐぬぬぬぬぬ……っ！」

　それを言われては返す言葉がない。

「じゃあ、せめて着替えだけなくして！」

　前ドリームピンクの変身を見た限り、裸体的な何かがあった。いくら光が眩まぶしくて見えにくいからといっても抵抗がある。

　しかしタマは首を横に振る。

「着替えシーンは絶対必ひつ須すなんです」

「なんでよ!?」

　怒りにまかせて胸ぐらを摑むと、タマはうんざりした顔で言った。

「女性が苦手なんですよ。魔王は」
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「要かなめ、座ざ布ぶ団とんを二枚出しておいてちょうだい。紫むらさきの房ふさが付いた綺き麗れいなのね」

「はーい」

　返事をし、要は近所の料りよう亭ていから配はい達たつしてもらったお膳ぜんを台所に運びこんだ。

　台所を出ると、リビングからは叔お父じや叔お母ば達の和なごやかな笑い声が聞こえる。今日は一昨年に亡なくなった祖そ母ぼの三さん回かい忌きだ。

（今日はタマの相手はできないな。帰ってこないといいけど……）

　タマがこの家を出て行って、すでに三日が経たっている。

　新しい力とやらがどこにあるのか要は何も知らないが、「すぐ帰ってくる」と言ったわりには遅い。

　まあ、帰ってこなくても要は何も困らないのだが。……むしろ帰ってこなくていい。

（でも、あのときは何も聞こえなかったけど、もしタマのいないときに魔ま王おうからのコールが聞こえたら……）

「…………」

　三秒考え、要はうんとうなずいた。

（そんときは行ってみればいっか。そもそもコールがどんな音かもさっぱり分かんないし）

　生あい憎にくと、考えてもどうにもならないことに時間を使う性せい格かくではない。

　無む視ししてもいいが余よ計けいに面めん倒どうなことになっては困るし、何か妙みような音が自分を導みちびくようなら行く、そのあとは行ってから考える、で思し考こうを終了させ、要は二階に上がった。

「お姉ねえー！　お坊ぼうさん用の座布団ってどれー？」

　先にクローゼットを探っていた茜あかねが部屋から呼んでいる。

「紫のちょっと分ぶ厚あついやつ。そこになかったら物もの置おき見て」

　という間もなく「あったー」という声が聞こえた。茜が大きな座布団を両手に抱かかえ、部屋を出てくる。

「こういうことって家でやるんだねー。三回忌ってまたお寺でやるのかと思ってた」

「する家もあると思うけど、うちは親しん戚せきも少ないし他の人も呼ばないから。これからはこの家でやるんじゃない？」

「へぇー。長男の家は大変だね！」

　他ひ人と事ごとのように言う茜を連れて階かい下かに下りる。

　奥の和わ室しつではすでに法ほう要ようの用意が整ととのえられ、仏ぶつ壇だんの周囲には色とりどりのお供そなえが綺麗に並べられていた。線せん香こうから細い煙けむりが立ち上り、いつもと違う雰ふん囲い気きに自分の家ではないような気になる。

　座布団をどう置くべきか迷ったので、一枚はお仏壇の正面、もう一枚は斜ななめ後ろに設せつ置ちしておいた。

「お坊さん、二人来るんだねー」

　菊きつ花かや小さな器うつわに盛もられたご飯が並ぶ仏壇を眺ながめ、茜は無む邪じや気きに尋たずねてくる。

「お坊さんって何教の人？　仏ぶつ教きよう？」

「他に何があんのよ……」

　もう中学二年生になるのに心配な妹だ。

　姉の嘆なげきをよそに、茜は素直に感心する。

「へー、仏教なんだ。うちの家って何教？」

「だから仏教だって言ってんでしょーがっ、あんたどんだけバカなのよ！」

「だってお姉キリスト教の学校行ってんじゃん」

「……………………家から近かったから」

　概がいして宗しゆう教きように無む頓とん着ちやくな家系である。

　かくいう要も葬そう式しきなどには出ても、はっきりと宗しゆう派はなどは知らなかった。

（そういえば、どさくさに紛まぎれてタマに聞くの忘れてたけど……）

　魔ま王おうって、と考えたときインターホンの音が聞こえた。

「あ、お坊さん来た！」

　茜が元気よく座ざ敷しきを出ていく。

　玄げん関かんまで出迎えた父と穏おだやかな老人の声が聞こえ、要も茜を追って部屋を出た。

　廊ろう下かから玄関を覗のぞき込み、茜は驚おどろいたような声を上げる。

「あれ、一いつ緒しよに来た人に髪の毛がある。すっごいカッコいい若いお坊さんだよ」

「へぇー…………っってっ────────っっ!!?」

　茜の声につられ、何なに気げなく玄関を見た要はその場で硬こう直ちよくした。

　叫さけび声を出さなかった自分を褒ほめてやりたい。

　父と挨あい拶さつをしているおじいさんは祖母の葬そう儀ぎを執とり行ってくれた住じゆう職しよくだが、その背はい後ごに灰色の袈け裟さを着た若い僧そう侶りよがいる。

　背の高い青年で、茜の言うとおり髪の毛がある。少しだけ癖くせのある黒い髪と黒目がちな瞳ひとみ。要の父に向かって微笑ほほえむその顔は間違いない。

（魔王だ!!）

　あの戦いの夜と袈裟の色は違うが、要の、もといタマの敵である悪の魔王だった。

「どうしたの、要？」

　台所から出てきた母に声を掛かけられ、要は飛び上がった。

「な、なんでもない！」

「ほら、お経きよう始まるから和室に行きなさい」

　逃にげるわけにもいかず、和室に入れられた要は父にぴったり寄り添そうように正せい座ざした。一番後ろに座りたかったが、叔父達に前へ行くように言われてしまったのだ。おかげさまで最前列のかぶりつきだ。

（近いっ！　めちゃくちゃ近い!!）

　魔王は要が配置した座布団の上に腰を下ろす。狭せまい部屋なので手を伸ばせば触ふれられそうな距きよ離りだ。

　今、振り向かれたら──、と思うと気が気ではない。

　一人緊きん張ちように耐たえる要の耳に、澄すんだリンの音ねが二度響ひびいた。

　住職と魔王の合がつ掌しように一同が倣ならい、要も慌あわてて数じゆ珠ずを持って手を合わせる。

　静かな合掌のあと、住職の声を追うように低くしっかりとした魔王の声が重なった。

「我が昔しやく所しよ造ぞう諸しよ悪あく業ごう　皆かい由ゆ無む始し貪とん瞋じん痴ち…………」

　目を合わせないよううつむいていた要だが、意外な低音に顔を上げた。

　朗ろう々ろうとした住職の声に比べ、魔王の声は低く声量があり、聞いていると安心してしまうような気持ちのいい声だ。

　なんだか穏やかな心地ここちになり、要は真まっ直すぐに伸ばされた僧そう服ふくの広い背中を見つめた。

（……お経読むときはこんな声なんだ）

　正直なところ、戦いのときは叫び声しか印いん象しようにない。

　魔王が職しよく務むを放ほう棄きして怪あやしい行動を起こす様子もなく、要はほっとして法要に臨のぞんだ。




　焼しよう香こうも済み、祖母の三回忌は何事もなく終わった。

　少し住職のお話があり、みな足を崩くずしてリラックスしながら亡き祖母の思い出話などをしている。

　祖母と付き合いの長かった住職は湯ゆ吞のみをありがたそうに手に取り、にこにこと目じりにしわをためた。

「もう二年になるんですね。おばあ様は本当に明るくて気持ちのいい方でしたね」

「ご住職には昔からお世話になって。送っていただいて母もあの世で喜んでいると思います」

　父と住職の和やかな会話にみな笑顔だが、要だけは一人沈ちん黙もくを守り目線を逸そらしていた。

　住職の隣となりにいる青年から、ものすごい無む言ごんの圧あつ力りよくを感じる。

（これは……！）

　かたくなに視線を合わせないよう頑がん張ばってみたが、冷や汗が滲にじむのを止められない。

　魔王の声に和み、すっかり油ゆ断だんしてしまっていた。お経が終わり、魔王がこちらを向いた瞬しゆん間かん、ばっちりと目が合ってしまったのだ。

　即そつ行こうで逸らしたがもう遅い。魔王の黒い瞳と視線がぶつかったとき、分かってしまった。

（────気づかれてる!!）

　間違いない。魔王は要がドリームピンクだと認にん識しきしている。

　知ったうえで、今日の法要に来たに違いない。

（なんで!?　魔ま法ほう少女ってどんだけそのまんまでもバレないのがデフォなんじゃ!?）

　要もテレビに向かって「気づけよ！　そのまんまじゃないか！」とツッコミを入れたものだ。

（ヤバい！　この間殴なぐり倒たおしてるのに……！）

　そもそも家を知られたのはなぜなのか。魔王もタマのような妙な力が使えるのか。

　タマの不ふ在ざいを知ったうえで来たのなら、ピンチ以外の何ものでもない。復ふく讐しゆう、恨うらみ、報ほう復ふくなどの単語が頭を巡めぐり、要はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　だが魔王は特に言葉を発することもなく、帰り支じ度たくを始めた住職に従したがい自分も持ってきた法ほう具ぐなどを片づけ始める。

「それでは、私どもは失礼させていただきます」

「今日はありがとうございました。お見送りします」

　立ち上がった住職を追って、父と母が見送りに部屋を出ていく。

　ほっとしてその所しよ作さを見守っていた要だが、ふいに魔王が出がけにこちらへ視線を向けた。

（え？）

　びくっと反はん応のうしてしまったが、要に声を掛けようとはしない。

　ただ、黒い瞳が真っ直ぐに要に向けられている。

（…………）

　呼ばれた────？

　なんとなくそんな気がして、迷った末すえ、要は和室を出た。

　とたんに、どきりとして足を止めた。

　部屋のすぐ外で魔王が待っていたのだ。

　要が出てくることを予想していたかのように、魔王は要に向かって手を伸ばす。硬直した要の手の中に、何かを潜もぐり込ませた。

　要が受け取ったのを確認すると、魔王は手早く草ぞう履りを履はき住職の隣に並ぶ。

「それでは、お邪じや魔ましました」

　ぺこりと礼をして、細川家を出て行ってしまった。

　呆ぼう然ぜんと見送った要が手を開けば、そこには折りたたまれた白い便びん箋せんがある。便箋には達たつ筆ぴつな文字で一行。




　本日午後四時　湊みなと下しも山やま駅えき西口で待つ──。
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　行くべきか、行かざるべきか────。

　一人でさんざん悩なやんだ末、結局要は三時五十分に家から一番近い私し鉄てつの駅の西口に立っていた。

　ステッキがない今、要に戦う力はない。

　そんな状況で魔王と会うのは危ない気もしたが、要は魔王とドリーム５は何が目的で戦っているのかを知りたかったのだ。

（それに、落ちたときに庇かばってくれたような人だし）

　危険な目に遭あうとは思えない……というのはいささか楽らつ観かん的てきか。

　要は胸元のリボンを直し、深しん呼こ吸きゆうした。

　着ていく服に困ったが、初対面の時と同じ聖せいカタリナ女じよ学がく院いんの制せい服ふくを選んだ。なぜなら要の私し服ふくはカジュアルなものが多いからだ。

（たぶんこの服のほうが強い）

　脳のう裏りに浮かぶのは〝魔王は女性が苦手〟というタマの言葉だった。要自身、前回の戦せん闘とうの経験からして、女の子らしい服装のほうが魔王は攻こう撃げきしにくいだろうと考えている。

　すでに名前と家が知られているのだ。今いま更さら学校がバレたところで問題あるまい。

　そう思い覚かく悟ごを決め直したとき、背後から声が掛かった。

「細川さん」

「はいぃっ！」

（来たっ！）

　聞き覚えのある声に呼ばれ、身体からだごと振り返った要はそのままの姿し勢せいで固まった。

　現れた魔王はＴシャツにジーパンだった。

「…………」

　いろいろな衝しよう撃げきが重なり絶ぜつ句くした要だったが、魔王も言葉をなくしたように動きを止めた。

　要の装よそおいを見て、頰ほおを染めたかと思うとおもむろに視線を外したのだ。

（制服か！）

　要の心しん理り作戦が功こうを奏そうしたらしい。

「じゃ、じゃあ、い、行こうか」

　ぎくしゃくと右手右足を出す様さまを見守り、要は身の安全を確かく信しんした。

　魔王は駅構内に入り、行き先も言わずに券けん売ばい機きにお金を入れる。

（電車に乗るのか）

　駅で待ち合わせたからには、そういうことなのだろう。

　おとなしく行き先の指定を待っていると、突とつ然ぜん「はい」と切きつ符ぷを手渡された。

「あ、お金を……」

　驚いて財さい布ふを出そうとすると、魔王の目が丸くなる。次ついで、黒目がちな目でにっこりと微笑まれた。

「いや、呼んだのは俺の方だからいいよ。東ひがし湊みなと市しとの境さかいまで行くからちょっと遠いんだ」

「優しい!?」

「え？」

「いえ、なんでもないです」

　なんという紳しん士しだ。同級生ではありえない行動に、要は遠えん慮りよがちに切符を受け取った。

　だが魔王は要が怒おこっていると勘かん違ちがいしたのか、やけに焦あせりながら身を屈かがめる。

「ごめん、行き先言うのが遅くて！　七時ぐらいにはこの駅に戻れると思うから、一緒に来てもらってもいいかな？　き、緊張して言うの忘れてた……！」

　赤くなった顔を隠かくすように拳こぶしを当てて慌てる青年を、要は何とも言えない表情で見上げてしまった。

（この間とすっごい印象が違う……。なんでこの人、魔王なんだろ？）

　自分が巻き込まれたことについて知るため誘さそいに乗ったのだが、余計に謎なぞが深まってしまった。




　何をしゃべればいいのか分からず、かといって無言のままも困るので、ぽつりぽつりと今日の法事のことなど世間話を交まじえながら電車とバスで四十分ほど。

　魔王の言うとおり、辿たどりついたのは隣の市との境だった。

　緑の多い郊こう外がいのバス停で降り、魔王は「少し歩くんだ」とこんもりとした森のような場所を指差し歩き出す。

　緩ゆるやかな坂道で先に立って歩く背中を追い、要はしげしげと魔王を観かん察さつした。

　格かつ好こうはどこにでもいる普通の男の人。Ｔシャツは汚よごれもなく、よれよれでもない。足元のスニーカーまで適てき度どに綺麗で清せい潔けつ感かんがあった。ジーパンの尻しりポケットから見える財布はブランド物ではなく、かといって安っぽくもない。

　自分が呼び出したからと交こう通つう費ひを払はらってくれ、今も要が遅れないよう歩ほ調ちようを合わせてくれている。

（普っ通──っのめちゃくちゃ優しいお兄さんなんだけど!?）

　世間話をしてみた結果、やはりそういう回答に落ち着いてしまった。

　魔王やお坊さんとしての格好をしていないせいか、「どこにでもいる」という感想しか出てこない。

（なんか人間に擬ぎ態たいしているとかじゃないよね）

　見た感じは要より二つ三つ年上。顔は若いが物もの腰ごしに落ち着きがある。……あくまで要の女性的な部分が絡からまなければ、だが。

（タマは女の人が苦手って言ってたけど……）

　話をしていても、ことさらに女性を嫌けん悪おしたり冷たくするような様子はない。おそらく慣なれていないという意味なのだろう。

「着いたよ。ここなんだ」

　長い坂道を十分ほど歩き、魔王が足を止めたのは背後に山を置いた大きな建物だった。

　白い壁がぐるりと巡らされた広い敷しき地ちには、古い木もく造ぞうの山門がある。中を覗き込めば石いし畳だたみの参さん道どうが続き、灯とう籠ろうのある庭や瓦かわら屋や根ねの立りつ派ぱな本ほん堂どうが見えた。

（お寺だ……）

　山門の前には石の門もん柱ちゆうがあり、そこには『大だい抄しよう寺じ』と刻きざまれている。

　建物は大きいし歴史もありそうだが、初はつ詣もうでに大おお勢ぜいの人が詰つめかけるような印象ではない。近所の人達だけがお参りに来るような、地元の大きなお寺という感じがした。

　山門を潜くぐった魔王は参道から外れ、本堂に向かわず脇わきに逸れていく。

　後を追い、要はごくりと息を吞のんだ。

（ここはいったい……）

　本堂の隣には、普通の民家のような一いつ軒けんの家がある。よく見れば本堂と渡り廊下で繫つながっているようだ。

　魔王は躊ちゆう躇ちよすることなく、カラカラと民家の引き戸を開けた。

「ただいまー」

（──ただいまっ!?）

　魔王に家がある。

　日本家か屋おく……というよりもそのまんまお寺で、しかも声を掛けるということは家族がいる。

　数々の衝撃に愕がく然ぜんとする要の前に、家の奥から一人の和服の女性が現れた。四十代後半の、ほっそりとした綺麗な人だった。

「おかえりなさい……あら！」

　笑顔で現れた女性は後ろの要に気がつき、目を見開く。

「あら、あら、あら、あらあららららら!!」

　とりあえずぺこりと頭を下げた要に、女性の表情が歓かん喜きに包つつまれた。

「まあああっ、いらっしゃい！　どうぞどうぞ、上がってくださいな！　どうぞどうぞ!!すぐにお茶とお菓子を持っていくわね！」

　ものすごいテンションだ。同じくテンションの上じよう昇しようを感じたらしく、魔王が慌てて間に入った。

「母さん！　俺がやるから部屋には」

「母さんっ!!?」

（魔王の!?）

　すっとんきょうな声を上げた要を見て、魔王母はバシバシと魔王の肩かたを叩たたきまわす。

「ほぉらもおおぅ！　突然連れてきたりするから彼女ちゃんがビックリしてるじゃないの！」

「違うっ、彼女じゃない!!」

　魔王は必死に弁べん解かいするが、真まっ赤かになった顔では逆ぎやく効こう果かだ。

　魔王母はにやけるのを堪こらえきれないようで、はしゃぎながら要を招まねき入れた。

「どうぞどうぞ、お入りになって！　もちろん光こう明めいさんのお部屋でいいわよね？」

（コウメイさん？）

　魔王の名だろうか。

　魔王は「ごゆっくり～」と台所へ去った母を追うか、要を案内するか悩んでいたようだが、要の案内を優先させた。

　そこはかとなく線香の香りが漂ただよう廊下を早足で歩き、奥の一室に要を入れる。

「適当に座って待ってて！」

「あ、はい」

　座布団を手渡すなり急いで出ていった魔王を見送り、要は小さな木のテーブルの前に腰を下ろした。

　扉は襖ふすまで床は畳たたみという、今時珍めずらしいほどの立派な和室だ。

　魔王の私室なのか、八はち畳じようほどの広い部屋はきちんと整せい理り整せい頓とんされている。勉強机の上には黒いパソコン、大きな本ほん棚だなには難しそうな本がぎっしりと詰まっていた。

（すごい。お経の本がいっぱ……い…………）

　なんとなく本棚に並んだ背表紙を目で追い、

「……………………」

　要は無言で考え込んだ。

『自分を変える五つの習しゆう慣かん』『本番に強い人の生活習慣』『できる！　その言葉から広がる世界』『仕草で分かる女性の気持ち』

（…………なんだこれ？）

　居並ぶお経の一いつ角かくに自じ己こ啓けい発はつ本ぼんの類たぐいが詰め込まれている。

「お待たせ」

　しばらくして襖が開き、要は慌てて本棚から視線を魔王に戻した。

　魔王母から奪うばい取ってきたのだろう、お茶と和菓子の載のった盆ぼんを手にしている。

　相手に正座で座られては、こちらも正座にならざるを得えない。崩していた足を戻し、要はテーブルを挟はさんで魔王と向かい合った。

　いくらか落ち着いたのか、魔王は表情を引き締しめ丁てい寧ねいに頭を下げた。

「まずは、来てくれてありがとう。正直来ないかと思っていた」

「はあ、あの、行かないことも考えましたが」

　いわば敵同士なのだ。

　正直に言うと魔王はうなずき、もう一度礼を言うと顔を上げた。

「突然家に行って申し訳なかった。俺の叔父の寺が君の家の近くで、聞いてみたら檀だん家かさんだって言われて。ちょうど法事があるっていうから連れて行ってもらったんだ。叔父は君の家の菩ぼ提だい寺じで副住職をしてるんだけど」

「ボ、ボダイジ……」

　寺っぽいことを言われた。ボダイジなど初めて耳にする単たん語ごだ。

「君は俺のことをなんて聞いている？　お猫ねこ様さまからドリームピンクをしろと言われたんだろう？」

「オネコサマ!!　誰のことだ!?」

　全力で叫べば魔王は途と惑まどいがちに首を傾かしげる。

「戦いのとき君と一緒にいた、茶色い毛の」

「まさかと思うけどタマのこと!?」

「タマ？　名前があったのか、知らなかったな」

　魔王に驚かれ、叫びを吞み込んだ要は慌てて座り直した。

「い、いえ、うちの妹が勝手につけたんですけど……。猫、ですか？」

　真ま顔がおのイケメンから聞かされる〝ドリームピンク〟だとか、聞き捨てならぬ〝お猫様〟なる敬けい称しようだとか、ツッコみたいことはいろいろあるが、まずそれが気になった。

　百パーセント猫ではないと思うのだが、魔王は意外そうに目を瞬またたく。

「君には人間に見えているのか？」

「もちろんです。猫に見えるんですか？」

「いや、今は人間に見えるよ」

（今は？）

　しかし要が口を開くより早く、魔王が更さらにとんでもないことを言った。

「そのお猫様が俺のところに来て、君の家と名前を教えてくれたんだ。次の戦いの場は中央公園になるって言って」

「はあっ!?」

　思わず脳のう天てんから声が出た。

「タマが来てって、いつの話ですか!?」

「三日前の夕方頃かな。新しいドリームピンクを見つけたから、七時半に中央公園に集合って」

「コ、コール出しましたか？」

「コール？　……って？」

　魔王に思い切り首を傾げられ、要は内心で拳を握にぎりしめた。

（あんのバカ猫!!　ただの待ち合わせじゃないか────！）

　魔王が現れた、ではなくてタマが魔王を呼び出していたのだ。タマが付きまといの途と中ちゆうで姿を消したときがあったが、そのときに魔王に知らせたに違いない。

　要が怒いかり心しん頭とうに達たつしているとは知らず、魔王は姿勢を正した。

「挨拶が遅くなったけど、俺はこの寺で僧侶をしている藤とう堂どうみ」

「コウメ──────イっ!!」

　なんの前まえ触ぶれもなくスパーンッと音を立てて襖が開き、要は正座したまま飛び上がった。

　魔王もぎくりと身体を強こわ張ばらせる。

「光明！　お前女性を連れて来たそうだな！」

　大だい音おん声じようを上げて部屋に入ってきたのは、藍あい色いろの作さ務む衣え姿のおじいさんだった。体格のいい坊主頭のおじいさんとバッチリ視線が合い、要は慌てて頭を下げる。

「お邪魔しています。えっと、細ほそ川かわ要です」

「要さんといいますか！」

　大おお仰ぎように繰くり返され、要は嫌いやな予感がした。

（あれが来るか！）

　要には、微び妙みように根の深いコンプレックスがある。

　それが「要」という女の子にしては少々珍しい名前だ。どうして男の子の名前を？　変わっている……等々。要が初対面の人と接するとき、よく投げかけられる面倒なやり取りだった。

　しかし正座で迫せまってきたおじいさんは大きくうなずく。

「素す晴ばらしい名だ！」

　魔王もはにかむように微笑んだ。

「本当だ。いい名前だな」

（あ、あれ……？）

　屈くつ託たくなく微笑まれ、要はとっさにまごついてしまった。

「ど、どうもありがとう……ございます……」

　男の名前みたいだと言われたことはあっても、初対面の人から褒められたことはなかった。

　要は自分の名前が嫌きらいではない。いい意味だと思うし、響きも好きだ。だがそれに付ふ随ずいする「男みたい」という言葉にいちいち返事をするのが億おつ劫くうだったのだ。

（ちょ、ちょっと嬉うれしいかも……）

　照れた要をどう受け取ったのか、おじいさんは目に力を込めて迫ってきた。

「要さん。このとおり光明は気もきかんし決けつ断だん力りよくもない優ゆう柔じゆう不ふ断だんで煮にえ切らん男だ。だがな、これだけは覚えておいておくれ。女性を家に連れてきたのは要さんが初めてなのだ！」

「は、はぁ」

「じいさん、ちょっと出てってくれ！」

　真っ赤になった魔王に襟えり首くびを摑つかまれても、「じいさん」は微び動どうだにしない。

「中学高校と男子校、大学はやっと共学になったのに二年間通って女性の〝じょ〟の字も出てこん！　見てくれは悪いわけじゃないのにどうなっとるんだと心配しておったが、要さんのような可か愛わいらしいお嬢じようさんと!!」

「じいさん頼たのむっ、朝の鐘かね撞つきでも塔とう婆ば書かきでも何でもするから出てってくれっ!!」

「ここ数日本堂で経ばっかり読んどるかと思ったら、木もく魚ぎよを叩き回したり床を転げまわったり赤くなったり青くなったりでおかしいと思っとったのだ！　それもこれも要さんという女性に出会ったからだと今分かり」

「出てけ──────────っっ!!」

　魔王の絶ぜつ叫きようにもめげず、「じいさん」は未み練れんがましく要の両手を握り、拝おがむように額ひたいまで持ち上げる。

「なにとぞ光明を！　光明をよろしく頼む！」

　選せん挙きよ活動のようなセリフを残し、魔王によって部屋の外に放り投げられた。

　ゼェゼェと荒あらい息を吐はいていた魔王は、襖を叩きつけるように閉じるなり、要の膝ひざ元もとに飛び込みひれ伏した。額を畳に擦こすり付け頭を下げる。

「ごめん!!　本っ当にごめん!!」

　魔王に土ど下げ座ざされ面めん食くらったが、要は慌てて顔を上げさせた。

「いえ、大丈夫ですから。おじいさんなんですか？」

　おそらくそうなのだろうと声を掛けると、魔王は涙目で顔を上げた。

「祖そ父ふでこの寺の住職なんだ」

（ということは、やっぱりこのお寺は魔王の家……）

　しかも住職が祖父ということは、魔王は未来の跡あと取とりらしい。

　平へい然ぜんとした要に落ち着きを取り戻したのか、魔王は改めて正座した腿ももに手を添え頭を下げた。

「この寺で僧侶をしている、藤堂光みつ明あきといいます」

「みつあき？」

　先ほどから「コウメイ」と呼ばれていたのはなんだったのか。

　そんな疑問が顔に出ていたのか、光こう明めいが微笑んだ。

「僧そう名めいだよ。出しゆつ家けしたときにもらうんだ」

「出家してるんですか？」

　意外だ。要の中では出家者=お坊さん=髪の毛がない、だった。

「一応は。まだ学生だから大学卒業したら修しゆ行ぎように出て、それから本格的に寺の仕事に就つくんだ」

「大学生……！」

　先ほどの住職の話で予想はしていたが、改めて聞くと驚きよう愕がくするものがある。

　悪の魔王は大学生だった。

「細川さんにわざわざ来てもらったのは、例の件で話があって──」

　と、切り出された瞬間、部屋のすぐ外から慌てたような声が聞こえた。

「美み優ゆちゃん、ダメよ！」

「こらっ、美優！　邪魔をしてはいかん！」

　ものすごく近くから魔王母と住職の叫び声が響き、どたんばたんと何かが暴あばれる音。

　呆あつ気けに取られた光明と要が見守っていると、本日二度目の襖スパーンッがこだました。
















　現れたのは制服を着た少女だった。

「美優……！」

　光明が驚いたように膝立ちになる。

　襖の外で盗ぬすみ聞きしていたのだろう光明の母と住職を背後に置いて、仁に王おう立ちした少女は要を睨にらみつける。

　茶色のブレザーにチェックのプリーツスカート。ふわふわとした長いショコラブラウンの髪に、パッチリとした大きな目、白い頰と小作りな顔には桜さくら色いろのアヒル唇くちびる──。

「あ──────────っ!!」

　要の声に、睨んでいた少女もハッと大きな目を更に大きくする。

　見み惚とれるほど可愛い少女と要は互いに指差し合い、大声で叫んだ。




「「ドリームピンク────────っ!?」」




「お、来ましたか」

　その驚きも冷めやらぬうちに、聞き慣れた声が窓まど際ぎわから聞こえた。

　閉ざされていたはずの窓から乗り込んできたのは、見覚えのある茶色い髪の青年だ。

「タマ!?」

　幻まぼろしではない。窓まど枠わくを越えてきたのは、頭に猫耳カチューシャを装そう備びした、正しよう真しん正しよう銘めい光明とは敵であるはずのタマだった。

　タマはのんきに「おかえりなさい、美優さん」と、前ドリームピンクの少女に声を掛けている。

　それだけではない。まるで敬けい意いを表ひようするように光明が座布団から立ち上がったのだ。

「おかえりなさい。早かったですね。俺、今日はもう戻らないかと思ってたんですが」

「光明さんだけで要さんに上う手まく説明できるか心配でしたからね。超特急で帰ってきましたよ」

（ど……！）

「どういうこと!?」

　目の前の光景をただただ凝ぎよう視しし、要は一人混こん乱らんする。

　驚きに口を開くしかない要に、タマはにっこりと微笑んだ。

「いらっしゃい、要さん。ではお話ししましょうか」
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「いろいろなことが重なって、要さんのところに戻るのが遅くなってしまいました」

　要と差さし向むかいに座ったタマは、すみませんと殊しゆ勝しように頭を下げた。

　タマ、魔王である光明と前ドリームピンクの少女、そして要がいるのは、山門から正面に見えていた大抄寺の本堂の中だ。

　濃のう密みつな線香の香りがするそこは、百人ぐらい入ろうと思えば入れそうなほど広い。

　何なん畳じようあるかも分からない畳たたみは、紋もん入りの縁ふちが真っ直ぐに伸び、中央奥には金色の天てん蓋がいが吊つり下げられている。据すえられた木魚も華け瓶びようも燭しよく台だいも、個人の家の倍以上ある大きさだ。

　巨大な観かん音のん開きの厨ず子しの上にも金色の天蓋が掛かり、その前に置かれた大おお壇だんの上には様々な仏具が並べられている。

　慣れない空間に妙に緊張しつつ、要は正面に座ったタマの顔を上げさせた。

「いや、遅くなったとかはどうでもいいけど、何がどうしてこうなってんの？」

　ここにいるのは世界をどうこうするほどの魔王、魔王から世界を守る人物を探すタマ、そして世界を救うドリームピンクに選ばれた少女…………が二人。

「まったくわけが分からん！」

「要さん、心の声出てますよ」

「ピンク二人で、すでにドリーム６なんだけど!?」

「色と数は私の直ちよつ感かんなので、ピンクが二人でもレッドが三人でもなんでもいいんですけどね。とにかく、まずは自己紹しよう介かいを。光明さんはいいでしょうから、要さんと美優さん」

　タマに目を向けられ、きっちり背筋を伸ばして正座していた美少女が不ふ服ふくそうに要を睨んだ。

「光明が女連れて来たって聞いたけど、あんたのことだったんだ」

「それが自己紹介かっ」

　思わずツッコむと、美優の隣にいた光明が焦ったように割って入った。

「美優、失礼なことを言うのはやめなさい」

　父親のような説せつ教きように、前ドリームピンクは面おも白しろくなさそうに唇を尖とがらせる。

「笠かさ井い美優。あんたは？」

「……細川要だけど」

「要？　男みたいな名前」

「うぐっ！」

「こ、こら、美優！」

　さっくりと予想どおりの返しを受けてしまった。

　光明の叱しかるような声こわ音ねもどこ吹く風だ。そっぽを向いた美優にため息をつき、光明が代わりとばかりに頭を下げた。

「うちの親の知り合いの子で、ここで下げ宿しゆくしてるんだ。ごめんな、態たい度どが悪くて」

「……どーいたしまして……！」

　光明の手前なんとかかんとか笑顔を作ると、タマが感心したように拍はく手しゆする。

「要さん、思ったよりも大人ですね。さて、今日はそんな要さんにお願い事が一つ」

「イヤだ」

「やってくれますか、ありがとうございます！」

「話を聞け!!」

　どうせろくでもないことに違いない。

「そもそもなんで魔王とタマが知り合いなの！　敵同士じゃないの!?」

　敵じゃないなら、要は何のために戦わされたのかさっぱり分からない。

　魔王の呼び名に、光明が一気に赤せき面めんする。恥はずかしいのはよく分かる。要が自分を「ドリームピンクです」と名乗るほど恥ずかしい。

「えーと、魔王っていうのは、その……！　お猫様に、分かりやすい悪役になれって言われてやらされているだけで、俺は全然そんなのじゃないんだ……！」

「んじゃタマが悪いわけですね」

「要さん、あなた全ての犯はん人にんを私にしたいんですね」

　当とう然ぜん、と言いかけたとき、興味なさそうに聞いていた美優が口を開いた。

「ねぇ、タマって？　お猫様の名前なの？　名前あったんだ」

「あったというか名付けていただきました。美優さんも呼んでくれていいんですよ」

　にこやかなタマの返事に、要は「ん？」と首をひねった。

（……猫？）

　引っかかったが、美優とタマは普通に会話をしている。光明同様、現在も猫に見えているわけではなさそうだ。

（最初は猫に見えてたってこと？）

　しかしゆっくり考える間もなく、タマが話を戻す。

「それで要さんにお願いというのはですね、光明さんの」

「だからイヤだってば！　だいたい光明は──っと！　すみません！」

　うっかり呼んでしまい、要は慌てて口をつぐんだ。

（名みよう字じなんだっけ!?）

　ど忘れしてしまい焦っていると、光明が優しく笑ってくれた。

「いいよ、そのまま光明で。俺もそのほうが落ち着くから」

「すみません！　ごめんなさい！」

　年上の人にかなり失礼なことをしてしまった。恐きよう縮しゆくし、要は頭を下げる。

「じゃああたしのことも要って呼んでください。で、美優？　だっけ？」

「あんたに名前呼ばれる筋すじ合あいないわよ！」

　吠ほえる小型犬のような美優を制し、要は真顔でタマを見返す。

「まずは、なんであたしや美優が光明と戦わされるのか教えて」

　自分が何をさせられているのかも知らずに、タマのお願いだけを一方的に聞くつもりはない。

「美優はこのお寺に下宿してるんだよね？　光明が無理やり魔王をやらされてるって知って、戦うことになって……って、アレ？　美優は戦いのときまで光明が魔王って知らなかったってこと？」

　一緒に住んでいるのにそれも妙な話だ。頭のこんがらがった要だが、光明も美優もなぜか言いよどむように互いに沈黙してしまった。

「……私が光明と会ったのは偶ぐう然ぜんだから」

「え？」

　きょとんとした要に、美優はやや言葉を選ぶように口を開いた。

「本当は都内の高校に通うために、三月の終わりから親戚の家に住む予定だったの。それで上京したついでに光明に会いに行ったら、途中でお猫様……タマに声をかけられて……」

　なんとなく消えがちになった美優の言葉を引き継つぐように、タマが難しい顔で唸うなった。

「これは私の不ふ明めいと致いたすところですね。お二人が知り合いだと知らずに、美優さんをドリームピンクに選んでしまったんですから」

「知らずに選んだ!?　それって逆にすごくない!?」

　偶然が過ぎて作さく為い的てきだが、タマも光明も美優も真顔だ。

　三人とも噓をついている様子はなく、要は半はん信しん半はん疑ぎでタマを見た。

「じゃあ魔王としての光明に会ってから、美優はこのお寺に移ったの？」

「ええ、そうです。私が街で美優さんをドリームピンクとしてスカウトして、戦いの場に連れて行ったらそこで初めて知り合いだと判はん明めいしたわけですよ。仕方ないので美優さんのステッキは取り上げ、他の人を探すことになりました」

「じゃあ美優が魔王に寝ね返がえったんじゃなくて、タマが勝手にドリーム５から外したってこと？　なんで知り合いだとダメなの？」

「本気の戦いになりませんからねー」

　ため息をついたタマに代わり、美優が答えた。

「私達は練習なのよ。光明の」

「練習？」

「タマに選ばれて光明と戦うの。私達は戦いで平へい常じよう心しんが保たもてない光明の、実じつ地ち訓くん練れん用ように選ばれてるのよ」

「……ということは、光明は別の何かと戦ってる？」

　要達ドリーム５以外の何かと。

　光明はうなずき、居い住ずまいを正した。

「細川さんは物が突然燃もえだす事件のことを知ってるかな？　この町とか細川さんの住んでるところで起こってる……」

「知ってます。犯人はまだ捕つかまってないんですよね？」

　光明の言う発はつ火か事件とは、要の住む湊みなと山やま市しで多た発はつしている原因不明の火か災さい事件だ。

　火事の規き模ぼ自体は大きくない。ゴミ袋が燃えたり、建物や植物に小さな焦こげ目がつく程てい度どだが、その頻ひん度どと特とく異い性せいから全国紙に取り上げられるほどの事件になっていた。

　人が被ひ害がいにあったわけではないのに、なぜ大々的に取り扱あつかわれるのかといえば、犯人とされる人物が全くいないことだった。

　発はつ生せい場所も時間も燃やされる物も全てがランダム。目もく撃げき者しやは一いち様ように、火の元のない無人の空間から、突然火の手が上がったと言っている。

　時じ限げん装そう置ちがついているとか、遠えん隔かく操そう作さだとか、化学物ぶつ質しつの燃焼、集しゆう光こうによる自然発火、果はては心しん霊れい現げん象しよう──などなど、理由は未いまだに解かい明めいされていない。

「事件が取り上げられ始めたのはここ最近だけど、本当は四カ月前から始まっているんだ」

　光明は立ち上がり、簡単な柵さくで仕切られた本堂の内ない陣じんに入っていく。

　何気なくその様子を見ていた要だが、光明が最さい奥おうの大きな厨子を開いたとたん、目を瞬いた。

「……何もない……？」

　暗い厨子の中には、当然納おさまっていると予想した仏ぶつ像ぞうがなかったのだ。ぽっかりと空あいたそこには、虚うつろな暗がりが広がっている。

「この寺の御ご本ほん尊ぞん様さまは不ふ動どう明みよう王おうなんだ。見てのとおり、今はないんだけど」

「不動明王……」

　名前は聞いたことがあるが、どんな仏像かと聞かれると答えられない。おぼろげに姿すがた形かたちがイメージできるぐらいだ。

　そんな要の考えが顔に出ていたのか、光明は一冊の本を持ってきてくれた。

「これが俺の家の御本尊様と一番似た形かな。歴史とかは全然違うけど」

　写真は京きよう都との有名なお寺の仏像だった。

　背中に燃え盛さかる火か焰えんをまとい、半はん裸らの肉体に肩から斜めにたすきのような布を掛け、襞ひだのある腰布を身に着けている。睨みつけるような顔は、要が持っていたイメージどおり怒りの表情だ。右手に剣、左手に光明が戦いの際に使っていたような縄なわを持った、木造の坐ざ像ぞうだった。

　への字のような口くち許もとから鋭するどい牙きばを見せる像に、要はポンと手を叩く。

「あー、見たことあるかも。よく門のところに二人で立ってない？」

「それは金こん剛ごう力りき士し像ぞう！　仁王でしょ!?」

「え、そうなの？」

　違いがよく分からない。我が慢まんできずに入ったらしい美優の訂正に首をひねれば、光明は苦笑しながら説明してくれた。

「どっちも忿ふん怒ぬ相そうだから似てるね。金剛力士は天てん部ぶ……仏ぶつ法ぽうを守しゆ護ごする神様で不動明王は仏ほとけだけど」

「フンヌソウ？」

「怒りを表す顔だよ。金剛力士は敵を退たい散さんさせるため、不動明王は仏の教えに従わない人や悪を懲こらしめるために怖い顔をしているんだ」

「へええ～」

　素直に聞き入れば、光明は笑顔を消した。

「信じられないかもしれないけど、四カ月前、うちの御本尊様が炎ほのおの塊かたまりになってこの本堂から飛んで行った」

「…………」

　自分がドリームピンクでなければ、すぐさま「なんだそりゃ」と答えただろう。

　だがドリームピンクをやらされた今では、ありえないことではない──と思えた。

「四カ月前にお猫様が来て、この寺の仏は危ない、魔ま障しように堕おちるかもしれないって言いだしたんだ」

「マ、マショウ？」

「基本的には仏ぶつ道どう修行者の邪魔をする存在だよ。悪あく魔まの障しよう害がいっていう意味だ」

「ああなるほど、それで〝魔障〟……」

　言葉の意味は分かるが、話の意味は全く分からない。タマが話を継いだ。

「仏像など信しん仰こうの対象となるべく人の手で生み出された物が、長い年月で戦せん火かや悪あく意いなどの穢けがれにさらされ、災わざわいを成なすものに転てんじること。それを私は魔障に堕ちると呼んでいるのです」

「光明の家の不動明王は、その魔障になったからこのお寺から飛んで行った？」

「そう。そして街を徘はい徊かいし、それが原因で火災が起こっている」

「え!?」

　もしやそれが……と問うまでもなかった。光明は真しん剣けんな表情でうなずく。

「いま騒さわがれている事件のことだよ。魔障は普通の人には見えないから、自然発火とされてしまっているんだ」

「……！」

　犯人が見つからないはずだ。ある意味心霊現象の見けん解かいは正しかったといえる。

「人的な被害が出てないからいいってわけじゃない。炎に驚いた人が怪け我がをするかもしれないだろう？　警けい察さつに言おうかと思ったけど、お猫様にそんな暇ひまがあるなら魔障の捕ほ縛ばくに努つとめろって言われて……」

　心苦しそうな光明の言葉に、タマがもっともらしく首しゆ肯こうする。

　確かに、警察だろうが消しよう防ぼう隊たいだろうが自じ衛えい隊たいだろうが、人じん智ちを超えたものに対たい処しよはできないし理解もされ難がたいだろう。

「俺と祖父と父とで市内に結けつ界かいを張はってるし、お猫様が魔障の現れる場所を特定してくれるから、被害は最小限に食い止められているけど」

「タマ何者!?」

「フハハハハ、崇あがめるがいいのですよ！　私こそは神に遣つかわされたこの世の救きゆう世せい主しゆなのです！」

　得とく意い気げに満面の笑みを浮かべたタマに、美優がぼそりと冷めた声でつぶやく。

「だったら魔障も一いち撃げきで片づけてくれればいいのに」

「それとこれとは話が別なので……ちょっ、要さんまで露ろ骨こつに見み下くだすのはやめてください！」

「役に立たないなー。よく考えたらタマよりも光明とおじいさん、お父さんの方がすごいよね」

　悪を片づけられない救世主よりは、市を囲む結界が張れてしまう一般人の方が驚きだ。

　少女二人にいじめられて嘆くタマを、たった一人光明だけが「そんなことないです、お猫様はすごいです」「俺はすごく助かってますから！」と必死で慰なぐさめている。要は密ひそやかに、光明はこうやってタマに騙だまされ魔王をやらされたのだろうと確信した。

　同じ気持ちなのかタマをうんざりしたように見つめ、美優は長い髪をかきあげる。

「私がこのお寺に来たのは四月だからよく知らないけど、最初は誰もタマの話を信じなかったみたいよ。おじいちゃんなんて化ばけ猫ねこ呼ばわりだったっていうし」

「そうなんですよ。誰も彼も寄ってたかって私を追い出そうとして……よよよよ」

　よよよなんて噓泣き以外の何物でもないのに、光明は身の置き所がなさそうに縮ちぢこまる。

「お猫様、本当にあのときはすみませんでした」

「でもそれだけ疑うたがってたのに、なんで信じることになったの？　化け猫、ってことは光明の家の人達には猫に見えてたんだよね？」

　放っておくと、延えん々えんと光明がタマに遊ばれそうだ。要は話を促うながした。

「今は人に見えてるの？」

「ああ。人間の姿で話もしてるよ。でも最初が猫だったし、それがしゃべるもんだから、お猫様の話じゃなくてお猫様自体を信じることができなかったんだ。でもあまりに何回も御本尊様が危ないって言われて、念ねんのため交こう代たいで夜通し本堂に詰めることになった」

（お寺の本堂に夜通し……）

　なんとなくゾクリとするが、光明にとっては自分の家だ。平気なのかな……と思ったが話す光明の顔はやや青ざめていた。

「最初の数日は何事もなかったんだよ。祖父も父もあんまり信じてなかったし、仕事もあるしで、だんだん俺一人が見張りをやらされるようになって……。俺も半分寝ながらやってたら……ある夜、辺りが真っ赤になってて目が覚めた」

「え!?」

「飛び起きたら本堂の中で炎が波打ってて……。厨子の中の不動明王が赤くなっていくんだよ。見る間に動いたかと思ったら、炎を引き連れて障しよう子じをすり抜けて消えていった」

「ひ、ひえぇぇ……」

　自分の家だから平気とか言えるレベルではなかった。完全な怪かい奇き現象だ。

「それで話を信じざるを得なくなって、お猫様に選ばれた俺が力をもらって御本尊様を追うことになったんだけど……」

「タマに選ばれたって強ごう引いんに？　それともこのお寺の人だから？」

　要のように問答無用だったのか、それとも責せき任にんを取ってという意味なのだろうか。

　光明が答えるよりも早く、タマがきっぱりと言い切った。

「両方です。この寺に私の目に適かなう人物がいなければ他を探しましたが、運よく光明さんがいた。捕縛できるだけの力があると見て、私が選びました………………が」

「勝てない、と？」

「ううっ！」

　要がズバリと言えば、光明は頭を抱えて苦く悩のうした。

「今は仏像の修しゆう復ふくと洗せん浄じようっていう名めい目もくで檀家さんに説明してるけど、長引けば怪しまれる。修復用の寄き付ふもお断ことわりしたから、その時点で不思議がられたし……！」

　事件発生からもうすぐ四カ月が経とうとしているのだ。そろそろ限げん界かいだろう。

　光明は心しん底そこ申し訳なさそうにきつく眉まゆ根ねを寄せた。

「せっかくお猫様に選んでもらったのに、がっかりさせてばっかりで……！」

「光明、素直だね……」

　隣でタマが勝ち誇ほこった顔をしているとも知らずに。

　おそらく自分の言うとおり動いてくれる光明が嬉しいのだろう。要に向かって「どうですか！」と言わんばかりに目で訴うつたえてくるのがこの上なくウザい。

（あたしにも見習えってか？　まあ、光明の場合は自分の家の仏様だけど）

　だが魔障捕縛の力をくれるタマは、やはり大抄寺にとって特別な存在なのかもしれない。光明は土下座しそうな勢いきおいだった。

「本当にすみません。俺の力が足りないばっかりにこんなに長引いて……！」

「力が足りないせいではないですよ。あなた本当は強いんですけどね。どうしてここまで本番で力が出せないのか、それをあなたに知ってもらいたいんですが」

「……すみません」

　何も答えられず、光明は恥じ入ったようにただうつむく。

　タマは困ったように微笑むと、ふいに要に向き直った。バッチリと目が合い、要が身み構がまえた瞬間。

「そこでお願いなんですが、要さん」

「イッ」

「光明さんを手助けしてあげてほしいのです」

「ヤ────────ッ！　言うと思った!!」

　嫌な予感はしたのに否ひ定ていが間に合わなかった。

「なんであたしなの！　ドリーム５は他にもいるし、美優だっているじゃん！」

「もちろん、美優さんにも手伝っていただきますよ。一度は美優さんからステッキを取り上げましたが、相談の結果参加していただくことになりました」

　美優は、この話が始まったときからずっと不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。光明を手伝うことが嫌なのではなく、要が加わることに不ふ信しん感かんを抱いだいているのだろう。

（そんな顔しなくても、あたしだってやりたくないっての！）

「美優が手伝うんなら十分じゃない？　話がそれならあたしはもう帰るよ」

「要さん」

　打って変わったタマの落ち着いた声に、要はうっかり顔を上げてしまった。

「先日、光明さんと戦っていただいて確信しました。あなたおかしい」

「失礼な！」

　言うに事こと欠かいて、おかしいはないだろう。

　しかしタマはいたって真剣だ。立ち上がろうとする要を視線で縫ぬいつけるように、ひたと見み据すえる。

「あんなにはっきり五ご鈷こ杵しよを出す人なんていないんです。普通はステッキのままだったり、物質ではない力を出すはずなのに」

「……」

「私がドリーム５として選んだ方々に行うのは、あらゆる力を開くことです。五ご感かんや心、その方が持っている閉ざされた本来の力を解とき放つ。その方々がステッキを使うことによって、人ではありえない力が顕けん現げんされるのです。同じことを光明さんにも行っています。光明さんに与えたものは羂けん索さくですね」

　あの五色の縄だ。

「しかし、同じ力を与えても光明さんとドリーム５には決定的な違いがあります。光明さんは魔障と戦う先せん天てん的てきな力を持ち、ドリーム５にはそれがない。ドリーム５に選んだ方々が持っているのは、環境によって備そなわった後こう天てん的てきな力です。そのため、私が力を開けば人ならざる力を操あやつれますが、魔障と戦うまでではない」

「環境で、後から備わる力……？」

　要は訝いぶかしげに繰り返した。

　要にはそんなものに全く心当たりがない。十七年間何も変わったことをせず、普通に暮らしてきただけだ。

　しかしタマは構わず続ける。

「ドリーム５はあくまで光明さんに実じつ戦せん慣れしてもらうため、そのためだけに、力ある人を私が好き勝手に選んだのです。どんな相手でも戦えるようにと、光明さんの苦手な女性を用意しただけのこと。だから私は美優さんが光明さんの魔障捕縛を手伝いたいと言いだしたとき、ステッキを取り上げたんです。危険ですからね」

「……でも美優ならできるってことになったんでしょ？」

「手伝いはしていただきますが、美優さんは主おもにサポートです。美優さんは攻撃の技を持っていませんし、また、持っていたところで魔障には通用しないでしょう」

　何を根こん拠きよにそう言うのか分からないが、美優は反はん論ろんしなかった。ただ、悔くやしそうに唇を嚙かむ。

「私は過去に数えきれないほどの人々を開いてきました。私には力を持つ人間が分かるし、その直感が外れたことはない。その中で、──要さん」

　真っ直ぐに瞳を向けられ、要は息を吞んだ。

　まだ二は十た歳ちほどにしか見えないその相そう貌ぼうに、不思議な凄すごみを感じたからだ。

「──あなただけが違った。私はあなたのことが知りたい。あなたが何者で、どこまでの力があり、どこまで戦うことができるのかを」

「じょ……っ！」

　とっさに返事のできなかった要は、我われに返り視線を逸らした。

「冗じよう談だんじゃないよ！　あたし帰るから」

　このまま話を聞いていると、いいように説得されてしまいそうだ。

　鞄かばんを持って立ち上がり、要は急いで言葉を足たした。

「タマ、あたしの家族に何かするのは絶対にやめてよ」

　人ひと質じちを取って動かされるのはごめんだ。タマならやりかねないと思ったが、意外にも彼はあっさりとうなずいた。

「もちろんです。魔障との戦いは、光明さんとはわけが違う。危険なこともあるでしょう。だから私も無理強じいはできません」

　この様子なら父ふ母ぼや茜あかねが人質に取られることはなさそうだ。とりあえず言げん質ちを取って安あん堵どすると、タマはどこからかピンクのステッキを取り出した。例によって先ほどまでどこに置いてあったのか、全く見えなかった。

「どうぞ。戦いに参加しなくてもステッキだけは持っていってください」

「なんで!?」

「魔障が現れる可か能のう性せいが高いんです。私が力を解放した以上、あなたはもうステッキがなくても変身できますが」

「ちょっと待て!!」

　さらりとすごい告白をされた。

「ステッキがなくても変身できるってどういうこと!?　聞いてないんだけど!?」

「言ってませんから。あなた方が変身できるのは、ステッキや羂索の力だけではありませんよ」

「え!?」

　要だけでなく、光明と美優も大きく反応する。二人とも初めて聞かされたのだろう。

「したいと思う気持ち、必ずやるという強い意い志しの力があれば、あなた方は戦うことができます。まあ元々の素そ質しつやかなりの精神力が必要になりますので、できない人はどうやってもできませんが。ステッキや羂索はそれを補おぎなう力なのですよ。弱い人を強く、強い人をより強く。私のコレと同じですね」

　タマは頭につけた猫耳をトントンと指で叩く。

「これがあれば、私はそれほど精神力を使わず猫に擬態できる。あなた方の変身や技わざも同じです。強い意志を持たなくても、やりたいことが簡単にできるようになる。なので要さん」

　身じろぎもせず聞き続ける要に、タマは再度ステッキを差し出した。

「持っていてください。ステッキには魔障を寄せ付けない、ある種しゆの結界のような力があります。私が感じたところ、あなたはかなり強い力を持っている。魔障はあなたを狙ねらってくるかもしれない」

「……冗談じゃない……！」

　とんでもないことを聞かされた気がして、要はタマの差し出すステッキを振り払って背を向けた。

「要さん」

「いらない」

　まだ何か言おうとしたタマを切り捨て、要は障子を開く。

「絶対やらないから。お邪魔しました」

　簡かん潔けつに挨拶し、光明の顔を見ないよう本堂を出た。




　強引にわけの分からないことに巻き込まれるのは、嫌だった。
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　感かん覚かく、心、本来持つ力を開く────。




　翌日、下校の電車に揺ゆられながら要はタマの言葉を考えていた。

（アニメ風に言うと、あたしの力《解錠アンロツク》みたいな……!?）

　いやいやいや、と自分にツッコみを入れる。

　そんな問題ではない。昨日の夜中までかなり深しん刻こくに考えていたのに、一周回って変な思考に入ってしまった。そんな問題ではないのだ。

　大だい事じなのは、いつの間にか自分が以前の自分ではなくなっていた、ということだ。

　なる、という強い気持ちさえあれば、ドリームピンクに変身できてしまう。

　そんな日常生活では確実に一いつ生しよう涯がい使わない能のう力りよくを持たされ、なんの予告も相談もなしに五感を開かれてしまった。

（噓、そんなの絶対噓に決まってる！　だってあたしは何も変わってないし……！）

　いくらタマが要の力を解放したと言っても、実際にステッキなしで使える力などない。視力も聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも、何もかもが普ふ段だんどおりだ。

　だから大丈夫だと思いたいのに、タマの妙に真剣な声がこだまする。




　──魔障はあなたを狙ってくるかもしれない。




「って、なんの呪のろいだよ！」

　脳内のタマに手しゆ刀とうを食らわせると、隣に座っていた綾あや香かがびくっと肩を揺らせた。

「なにっ!?　どしたの、要？」

　心の中で毒どくづいたつもりが、言葉に出ていたらしい。夕方の帰宅ラッシュで、電車内はそこそこ混こみ合っている。

　二人の前で吊つり革かわに摑まるサラリーマンからチラリと視線をよこされ、要は慌ててごまかすように咳せき払ばらいした。

「いや、なんでもない。ごめん」

「もう、私の話聞いていた～？　パフェ食べに行くのどうするって聞いたのに」

「ごめん、聞いてなかった。今日はちょっと帰るよ、遅くなったし」

　いつもなら綾香とカフェに寄ったり本やＣＤを見に行くところだが、とてもそんな気分になれない。

　普段どおり平和に学校生活を送り、委員会もこなし、その後友達としゃべり帰き途とについたが、結局一日中タマの話を考えていた気がする。

　疲つかれた顔の要に、綾香は目を丸くした。

「要、今日はずーっとぼんやりしてたね。授業中も目開けたまま寝てるのかと思ったよ～」

「いや、ちょっと呪いを受けてね……」

「呪い？」

　タマのアレは注ちゆう意い勧かん告こくではない、もはや呪いだ。気にしないように努めても、どうしても反はん芻すうしてしまう。

（大丈夫、大丈夫なはずだ。だってあたしがステッキを持たなくなってから何日経つ？）

　美優に奪われ、今日で四日目。その間、自分は平へい穏おん無事に暮らしてきた。

　あんなことを言われるとどうしても気にしてしまうのだが、タマが言ったのはあくまで可能性だ。それに、ステッキを持つのだけは絶対に嫌だった。

（受け取ったら、なし崩し的に手伝わされるに決まってる！）

　短い付き合いだが、タマの強引な手しゆ法ほうは簡単に想像がつく。無理強いはできないと言っていたから人質を取られることはないだろうが、ステッキという関わりのある物体を所しよ有ゆうすることによって、否いや応おうなしに巻き込まれる可能性は大だ。

（そりゃあ……光明が大変そうだなとは思うけど）

　昨日の力を開いたという話には、彼も衝撃を受けたことだろう。少なくとも要は、不思議な力はステッキから送られてくるものであり、自身にはなんの関係もないと思っていた。

　それなのに、違った。

　不思議になってしまったのは自分の方で、ステッキはおまけだったのだ。

（光明、それ以外にも心配事がたくさんあるだろうに……。大々的ニュースにもなってる事件だし）

　事情を聞いただけの要ですら、話を聞くだけ聞いてさよならした罪ざい悪あく感かん……とまではいかないが、申し訳ないという気持ちを持ってしまうほどの不ふ憫びんさだ。

　ため息をつき、要は綾香と並んで駅の改かい札さつを抜けた。

　隣りん接せつした大きな商業施し設せつである駅ビルの前は大勢の人が行き交い、車の通りも多い。寄り道せずに駅を出た要と綾香は、少し離れた駐ちゆう輪りん場じようへ向かう。

　外へ出ればもう太陽は沈しずみ、西の彼方かなたに少しオレンジ色を残すのみだった。

「日が長くなったよね～。もうすぐ六月だもんね」

「だね。もうすぐ夏服だなー」

　あと数日で制服の移い行こう期間に入る。会社帰りや学校帰りの人々が行き交う歩道を歩き、まだ春の名残を感じる空を見上げたときだった。




　視し界かいの端はしを、赤い何かが通り過すぎた。




（え!?）

　ドキリとして、要は足を止めた。

　突然振り返った要に、綾香は不思議そうな声を掛ける。

「どうしたの、要？」

　炎──。

　が、視界をよぎったように見えた。

　見間違いかと周囲に視線を巡らせた要は、ある一点を見つけ悲ひ鳴めいを吞み込んだ。

「なに、あれ……!?」

　駅に面した四車線の大通りには、多くの車が信号待ちのために停てい車しやしている。

　その中を、大きな、人の背せ丈たけほどもある巨きよ大だいな炎がふらふらと揺らぎながら漂っていたのだ。

　目の錯さつ覚かくではない。燃え盛る火焰の熱で辺りが陽炎かげろうのように揺らめき、道路を挟んだ向かいの歩道を歩く人々の姿が滲んでいる。

「あれって？」

　だが声が震ふるえた要に反し、綾香はきょとんとしていた。

　慌てる様子もない綾香に、要は炎から目を離さないまま指を差す。

「あの火だよ！　あの道路のど真ん中にある！」

「道路の真ん中？」

　怪け訝げんそうな綾香が何かを言おうとしたそのとき、車道を漂う炎が倍の大きさに膨ふくれ上がった。

（なに!?）

　炎は、まるで空気を入れ過ぎた風船のようにどんどんと大きくなっていく。

　息苦しいほど動どう悸きが早まり、血ちの気けが引いた要は警けい鐘しようのような自分の声を聞いた。

　────割れる！

　予感したとおり、膨れ上がった炎が一気に弾はじけ飛んだ。

　四し方ほう八はつ方ぽうに飛び散ちった炎は礫つぶてのように歩道へ向かってくる。要は考えるよりも早く綾香の腕を引き寄せていた。

「綾香!!」

「きゃっ！　ど、どしたの!?　要？」

　バランスを崩した綾香が倒れ込むのと同時。

　飛んできた炎の直ちよく撃げきを受け、二人の側そばにあった電でん柱ちゆうが火を噴ふいた。

　歩道に転ころがる二人の側そく面めんで激はげしい火ひ柱ばしらが上がり、拡かく散さんされた炎によって辺りが真っ赤に照らし出される。

　誰かの金切り声と車の甲かん高だかいブレーキ音、激しいクラクションが続けざまに鼓こ膜まくを打ち、きつく目を閉じていた要はむせ返るような熱ねつ風ぷうを浴あびて目を見開いた。

　とたんに視界が赤く染まる。

「ひっ……────────────ッッ!!」

　何が燃えているかを理解したときには絶叫していた。

　黒い制服が燃えている。

　要の視界を染めていたのは、半はん身しんを炎に包まれた綾香の姿だった。

　叫んだはずの声が自分で聞こえない。恐きよう慌こうに陥おちいったように辺りが騒そう然ぜんとし、凍こおりついた要を突き飛ばし綾香の火を消そうと人々が殺さつ到とうする。

「誰か、女の子が!!」

「火を消せっ!!　早く!!」

「救急車を！」

　人だかりに阻はばまれ、綾香の姿が見えなくなる。

「綾香ッ──」

　押しのけられ、なんとか近づこうと立ち上がったとき──。




　要の頭ず上じようを金色の流星が走った。




　通常の天体現象ではありえない。

　あまりに強い光に、要は引かれるように空を見上げた。それなのに、歩道にひしめき合う人々は、誰一人としてその光を見上げようとしない。

　流星は夕暮れも終わろうとする、オレンジと藍の融ゆう合ごうした空の一点へ打ち込まれる。

　矢のように空へ刺ささった黄おう金ごんの光は、四つに分かれ、巨大な駅ビルを囲むように東西南北四方向へ落ちていく。




　直後、大地から天空へ突き刺さるような光の柱が噴き上がった。




　音も何もない。

　駅ビルの裏側から、二車線道路の前方、後方の彼方から、向かいのビルの後ろから。

　立ち上った四本の柱は互いにスクリーンのような一枚の透すき通る壁で繫がり、巨大な方形の空間を造り上げる。

（これは────!?）

　息もできずに見守る要の視界が一いつ変ぺんした。

　夕暮れの街並みが、突然陽ひが陰かげったように薄うす暗ぐらくなったのだ。

　激しい耳鳴りがし、思わず耳を押さえた要の目から人や鳥、生き物の姿が一いつ斉せいに消え去る。

　要の側にいた綾香や火災に巻き込まれた人々、集まってきた大勢の野や次じ馬うま、渋じゆう滞たいする車の中の人々、歩く犬や街の上空を飛んでいたカラス────。

　絶たえ間まなく聞こえていた電車の音や街の喧けん騒そう、街がい路ろ樹じゆを揺ゆらす風の音、その全てが聞こえなくなったのだ。

「なにが……」

　建造物と無む機き物ぶつだけが存在する空間に一人取り残された要は、わけも分からず耳に手を当てたまま辺りを見渡した。

　景色だけは何も変わらないのに、全ての動きが止まっている。

　身じろぎしなかった要だが、ふと前を向いて悲鳴を上げた。

「ひっ……！」

　先ほど、道路を漂っていた炎がこちらを見つめている。

　それはもう炎の塊ではなかった。

　隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋きん肉にくに裙くんを身に着けた半裸の鬼おにで、赤黒い肌が熱に揺らいでいる。

　逃げることも忘れた要の前で、鬼の全身を包む炎が風を受けたかのようにみるみる膨れ上がった。裂さけた口がカッと大きく開き、すくみ上がるような咆ほう哮こうと共に要へと一直線に向かってくる。

（死ぬ──────!!）

　覚悟を決めて目をつぶった瞬間、ものすごい叫び声が聞こえた。

「細川さんッ！」

　聞き覚えのある声に、要は恐きよう怖ふを忘れ目を開いた。

　眼がん前ぜんで黒い衣ころもが翻ひるがえり、五色の縄が要に襲いかかろうとした鬼に絡みつき、その動きを止める。漂った香こうの香りに息を吞めば、要の前には山吹の袈裟をまとった光明が立ちはだかっていた。

（光明!?）

「要さん!!」

　呼ばれると同時にふわりと身体が浮き上がる。

　見上げれば茶色い瞳の青年が険けわしい顔で要を抱きかかえていた。

　黄金の光に囲まれた薄はく暮ぼの空間をものすごい速さで上昇し、タマは端たん整せいな顔を歪ゆがめる。

「私の認識が甘あますぎました！　あなたはどうやら私が思う以上に力を持つようだ！」

　タマはすぐさまその左手に、長い棒ぼうを出しゆつ現げんさせた。淡あわい桃もも色いろの光を放つそれはドリームピンクのステッキだ。

「変身してください、要さん！　新しい力です！」

「ま、待って、綾香が!!」

「すでに外げ界かいで病院に運ばれてます！　早く変身してください！」

「ちょっ！」

「早く！　死にますよ！」

　言うなり中ちゆう空くうに放り出され、要は新しいピンクのステッキを握ったまま悲鳴のようにワードを叫んだ。

「ピンクドリームエクスチェ────────ンジッ!!」

　落らつ下かしながら、要の全身が光を発する。

　眩まばゆいピンクの光の中で着慣れた黒い制服が溶とけて消え、身体にぴったりと沿そうピンクのコスチュームへと変わっていく。剝むき出しの腕や足に風を感じ、変身を終えると同時に落下速度が緩やかになる。

　軽やかに小さなビルの屋上へ着地した要は、激しく脈打つ心臓に手を当てた。

（ま、間に合った────！）

　あやうく墜つい落らく死しするところだ。

　命が懸かかると人間なんでもできるものらしい。腰が抜ぬけそうになったが、すぐさまタマが隣に降り立つ。

「タマ、ここは!?」

「光明さんの張った結界の中です。あの金色の光が見えますか？　あれが境きよう界かいです」

　タマが指さすのは、空へとそびえ立つ透き通る巨大な壁だ。

「時じ空くうを切り取ったんです。一いつ瞬しゆん、いえ、刹せつ那なですね。刹那を切り取り、時間を止める。その空間は次元から切り離され、切り離されたからには経けい年ねん変化を受けない空間になる。要するに平行世界として独どく立りつするんです。もちろんあなた方や外の時間は流れますが」

　結界内を見渡し、要は光明と戦う化け物に目を留とめた。

「まさか、あの赤い鬼が魔障……!?」

「そうです。光明さんにはあれを捕縛し、不動明王の神しん格かくを与え直してもらわなければいけません」

　と、どこからか「要！」という鋭い声が聞こえた。

　突とつ如じよ、周囲を舐なめるように紅い波が広がり、炎に包まれたと気づいた時にはタマと要は輝かがやく楕だ円えん形けいの障しよう壁へきに守られていた。

　二人の前に立ちはだかった光の壁へと、次々に襲おそい掛かる炎が轟ごう音おんを上げて激げき突とつする。

　要はタマに抱かれて大きく後方へ退たい避ひさせられ、そのすぐ側へ光の盾たてで二人を守った美優が降り立つ。

「ぼーっとしないで！」

「美優！」

　鏡のような光で要を守ってくれたのは、ドリームピンクとして変身した美優だった。

　美優はそのまま屋上から飛び降り、一人魔障と対たい峙じする光明の援えん護ごへ向かう。狂くるったように吐き出される炎を美優が光の障壁で防ふせぎ、光明が魔障を拘こう束そくすべく何度も羂索を振るい巻きつけていく。

（光明！）

　美優を追って飛び下りようとした要だが、素す早ばやく背後から腕が回り腰を捕とらえられた。

「いけません！」

「タマ!?」
















　驚いて振り仰あおげば、険しい表情のタマがいる。

「あなたの技では魔障と接せつ近きん戦せんになる！　手伝えと言いましたが、まずあなたがどれだけ戦えるか確認してからです！　今ではない！」

「でも！」

　まだもがく要を抱く手に力を込め、タマは怖ろしいほどの剣けん幕まくでどなり返した。

「何かあってからでは遅い！　あなたを魔障の前に立たせるわけにはいきません!!」

　強い口調に要が言葉を失うしなったとき。

「光明ッ!!」

　美優の切せつ迫ぱくした声に、タマと要が同時に眼がん下かへ目を落とす。

　光明は魔障の腕や脚きやく部ぶはおろか、頭部まで羂索で覆おおい尽くし動きを封ふうじていたが、その拮きつ抗こう状態が今まさに破やぶられようとしていた。

　驚きよう異い的てきな力で羂索を断たち切った魔障は、咆哮を上げ、狂ったように光明に向かっていく。

（危ない!!）

　タマが急きゆう降こう下かしようとするよりも早く。

　美優が光の盾を出すよりも早く。

「光明────────────ッッ!!」

　要は迷うことなく手にしたステッキを投げつけていた。

　直感だった。距離や速さの計算など間に合わない。

　魔障がどの辺りに来るかも考えず、光明のほぼ足元めがけ、ビルの屋上から眼下へとステッキを叩きつけた。

　要の手を離れた力は五鈷杵へと姿を変え、黄金に輝きながら真っ直ぐに落ちていく。

　だが、それは魔障の進む軌き道どうからはわずかにずれている。

（当たらない──!?）

　脳裏をよぎった考えを、要は打ち消すように叫んだ。

「いいや、当たる!!」

　言葉が発された瞬間、五鈷杵が光を帯おびた。

　その様子に、タマが愕然としたように激しく全身を震わせる。

「要さん……!?」

　タマだけではない。五鈷杵を投とう擲てきした要ですら目を見開いた。

　直線の軌道を描いていた五鈷杵が、要の声に応こたえるように旋せん回かいしたのだ。

　それは大きく弧こを描いて魔障の体を貫かん通つうし、ほんの刹那、燃え盛る火焰を搔かき消した。それだけではなく、ブーメランのように空を舞い要の元へと向かってくる。

　炎を分ぶん断だんし、回転しながら戻ってきた物を受け止め、要はぎょっとした。

　五鈷杵だったそれは、いつの間にか掌てのひら大の円形の武器──法ほう輪りんに形を変えていたのだ。

　車輪のような輪は八本の刃やいばが中心から外側へ伸び、それを囲む大きな円から八方向に突き出ている。

「光明さん！　今です!!」

　タマが叫ぶより早く、動きを止めた魔障に向けて光明が羂索を振るっていた。

　真っ直ぐに襲いかかった五色の縄が魔障の全身に絡みつき、幾いく重えにも巻きついていく。暴れまわる炎を抑おさえ込むように、光明が唇を嚙かみしめ力を込めた。

（捕らえた！）

　ギリギリと羂索が軋きしみを上げる。光明の顔が苦しげに歪み、その腕に力が込もっていく。

　だが光明が力を込めていくのと反はん比ぴ例れいするように、魔障の身体はますます膨れ上がっていった。

　締め付けているはずなのに、逆に魔障の全身に力が漲みなぎっていくような、不ぶ気き味みな波は動どうが辺りに満ちる。

　不意に、ゾッと肌が粟あわ立だった。

　要の全身に悪お寒かんが走る。

　ほんの少し前に見た光景が甦よみがえる。限界まで膨れ上がった炎が許きよ容よう量りようを超えたとき、どうなるのか────。

「光明!!」

「──ッ！」

　要が身を乗り出した瞬間、網あみが綻ほころび、槍やりのような火焰が羂索の隙すき間まを縫って噴き出した。

「光明さんッ、結界を解きなさい!!」

　タマの大だい喝かつに、呪じゆ縛ばくを解かれたように光明の全身が揺れる。

　大きく飛び退すさると同時に羂索が消え、両手が解げ界かいの印いんを結んだ。




　刹那、結界内が金色の光に溢あふれた。




　降り注そそぐ光の中で、上方からドミノのように景色が変化していく。

　薄暮の空間は一気に色しき彩さいと生き物たちの音が響く世界へと戻り、そびえ立っていた金色の壁は大地へと消えていく。

　それは瞬まばたきするような時間だった。

　完全に結界が解かれると同時に魔障の姿が消えた。

　いや、正確には鬼の姿形が消え、ひとつの巨大な炎へと変わったのだ。

　囲いのない、色彩の戻ってきた世界の中へ自由になった魔障が飛び去っていく。




　燃え盛る炎が暗くなった夜の中へ消えていくのを、誰も追うことができなかった。
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　取り逃がした──。

（…………ってこと……？）

　閉ざされたビルの屋上に立ち、要は日常に戻った空間で遠くなる炎を見送っていた。

　光明が結界を解き、光の幕が消えたとたん世界に音が戻る。すでに火事は鎮ちん火かされたようで、雑ざつ踏とうの中に騒ぎは聞こえなかった。

　要はまだ治おさまらない動悸を静めるように胸に手を当て、大きく息を吞んだ。

（今のが……！）

　先ほどの怒ど濤とうのような一連の出来事が、光明による魔障の捕縛だということはかろうじて理解できた。

　魔障を見送っていたタマは、懸けん命めいに状況を把は握あくしようとする要の隣に立つ。

「競せり負けました。結界を解いて魔障を逃のがさなければ至し近きん距離にいる光明さんが危ない。魔障は結界を嫌いますから解けばまず逃げます」

　光明の安全のために、タマは当然判はん断だんを下さなければならない。

　結界を解くと同時に屋上へ合流した光明は、糸が切れたように膝をついた。

「駄だ目めだった……！　また……！」

「光明」

　美優が心配そうに寄り添い、屈みこんだときだった。




「なるほど。あれが原因ですか」




　四人しかいなかったはずのビルの屋上に、見知らぬ男の声が聞こえた。

　光明が跳はねるように立ち上がり、美優と要が勢いよく振り返る。

　いつからいたのか、どこから入り込んだのか。

　閉ざされた屋上に忽こつ然ぜんと現れたのは、網あ代じろ笠がさを被かぶった僧侶だった。

　濃のう紫しの衣に黒の略りやく式しきの袈裟、手には先せん端たんに鉄の環わを連つらねた錫しやく杖じようを持っている。丈夫そうな足た袋びを履いたその姿は托たく鉢はつ僧そうのように見えた。

　僧侶は笠を外し、隠された面おもてを露あらわにして光明の前に立つ。引き締まった輪りん郭かくと鋭い眼がん光こうが隙のなさを感じさせる、二十代半なかばの瘦そう身しん長ちよう軀くの男だ。

　男は光明に向け、ゆっくりと一礼する。

「総そう本ほん山ざん有あり原わら宥ゆう鶴かく大だい僧そう正じようより遣わされました。修しゆ行ぎよう僧そう、恵けい翔しようと申します」

「本山から……」

　目を見開いた光明の顔から色が消え、声がかすれる。側にいた美優が息を吞む気配がして、要は視線でタマに問うた。

　猫のように側へ寄ってきたタマは、面倒そうな声音でささやく。

「気づかれましたね」

「どういうこと？」

　つられて小声で問えば、タマはあごをしゃくった。

「ずいぶん前ですが、新聞に書いてあったでしょう？　有ゆう識しき者しやで自然発火の原因解明に当たると。アレに呼ばれた一人が本山の関係者だったんですよ」

　それがいったいどういう意味を持つのか分からない要の前で、恵翔は鋭く光明に視線を留とめる。

「藤堂光明殿どの。ここ半月程あなたの行動を監かん視しさせていただきました」

「なっ……！」

　一斉に身じろいだ光明、要、美優を黙だまらせるように、恵翔は先さきんじて言った。

「大僧正は市の皆様に被害が出ることを憂ゆう慮りよされておられます。こうして事件が大きくなりつつある今、私はあなたの監視だけでなく、場合によっては拘束するよう命めいぜられました」

「──！」

　絶句した一同に向け、冴さえ冴ざえとした声が響いた。

「大僧正はあなたのみならず、大抄寺住職藤堂光こう仁にん殿、副住職藤堂明めい秀しゆう殿の僧そう籍せき剝はく奪だつもお考えです」
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　すでに病院の面会時間を過すぎていたため、電話で綾あや香かの両親に容よう体たいを聞けば大だい事じには至いたらなかったという。念ねんのため入院はするが、ちゃんと意識もあり、消火が早かったため火傷やけどもそれほど酷ひどくはないということだった。

（よかった……！）

　心しん底そこから安あん堵どし、礼を言って電話を切った要かなめはみなが待つ場所へと戻った。

　障しよう子じを開けば、光こう明めいの家である大だい抄しよう寺じの本ほん堂どうには数人の人物が座っている。

「細ほそ川かわさん、お友達の怪け我がは……」

　心苦しさと悔かい恨こんの混まじる声で問いかける光明と、やや不安げな顔をしている美み優ゆに、要は安心させるように優しく答えた。

「入院はするけど、それほど酷くないし意識もあるって」

　もっと互いに話したいことはあったが、ここにいるのは三人だけではない。

　先ほどの戦いのあと、要達は光明の家に場を移していた。

　要と美優は無関係だと光明は庇かばってくれたが、それで解放してくれるほど本山の僧そうは甘あまくない。重要参考人よろしく連れん行こうされてしまったのだ。

　本堂に戻ってきた要が座ざ布ぶ団とんの上に腰を下ろすと、すぐさま声が掛かかった。

「では、話を始めさせていただきます」

　美優、光明、要の正面には、三人の僧そう侶りよが座している。三人の中央、光明の向かいに端たん坐ざしているのは総そう本ほん山ざんの若い阿あ闍じや梨り、恵けい翔しようだ。

「一ひと月つきほど前、大だい僧そう正じようが県けん警けいの要よう請せいに応こたえ湊みなと山やま市しを訪れたとき、すぐにこの市が結けつ界かいで囲まれているのに気づいたそうです。大僧正は市内の寺院に人を派は遣けんし、この大抄寺が関わっていることを突き止められました」

　恵翔はそれからずっと光明を監かん視ししていたらしい。

　恵翔の背はい後ごには、左右に分かれて二人の厳いかつい顔の僧侶が控ひかえている。どちらも光明を前に、露ろ骨こつに胡う乱ろんな目を向けていた。

「すでに大抄寺の住じゆう職しよく殿どのとは、僧そう籍せき剝はく奪だつの件も含ふくめお話をさせていただいております。曰いわく光明殿やそちらのお嬢じようさん方、それぞれが茶トラの猫ねこに選ばれたということですが、その猫はどちらに？」

　タマはこの場にいない。屋上で恵翔が現れたあと、いずこともなく飛んで行ってしまったのだ。

　だが光明は行き先を知っているらしく、特に慌あわてることなく恐きよう縮しゆくする。

「あの、戦ったあと魔ま障しようは力をなくして霊れい格かくを消してしまうので、お猫様はその痕こん跡せきを追って次に現れる地域に目星をつけてくださるんです。いつもそうなので」

「それは毎回的てき中ちゆうしていますか？」

「はい、しています」

（……そういえば）

　そんなことを言っていた気もする。ちゃんと光明の手助けをしていたのかと要が感心すると、恵翔の背後にいた僧侶が舌した打うちしそうな声で吐はき捨てた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。なぜその猫が魔障をおびき寄せる、または都合よく留とどめていると考えないのだ？」

「は？」

　予想外のセリフに、要は思わず物ぶつ騒そうな声を上げていた。

「それ、どういう意味ですか？」

　要はタマが何者かなんて知らない。

　それでも彼を悪あく人にんだとは思っていない。面めん倒どうなことに巻き込まれたとは思うが、先ほどの戦いで要を守り、本気で光明を助けようとしていたタマが悪く言われるのは我が慢まんできなかった。

　黒髪のお淑しとやかそうな少女の物もの言いいに付き人は驚おどろいたようだが、すぐに険けわしい表情になった。

「その茶トラの猫ほど怪あやしいものはない。おそらく魔障の使いなのだろう」

「それはタマが仏ほとけ様さまを魔障に堕おとして、それを戻す手助けしてるってことですか？　なんのためにそんな面倒なことを？　それやってタマに何のメリットが？」

「メリットなど本人にしか分からん。だいたい御み仏ほとけが魔障に堕おちたのも、この寺の人間が何らかの戒かいを犯おかしたからに違いない」

　確かく信しん的てきに言われ、荒あらぶる要を止めようとしていた光明までもぎょっとした。

「ち、違います！　この寺は何も戒かい律りつを破やぶったり後ろめたいことなどしていません。仏が魔障に堕ちるのは年月の中で穢けがれにさらされたせいで、俺の家族が何かをしたわけではありません！」

　懸けん命めいに訴うつたえる光明の隣となりから、高く澄すんだ声が上がった。

「本山の偉えらいお坊ぼうさんだかなんだか知らないけど、勝手なことばっかり言わないで。ここの家の人たちは戒を犯してなんかないし、タマだって魔障の使いなんかじゃないわ。むしろとても清せい浄じようよ」

　臭くさいものでも見るかのように、美優はその綺き麗れいに整ととのえられた眉まゆをひそめる。

「どっちかというと、タマよりもあなた達の方に禍まが々まがしいものを感じるわ」

「無ぶ礼れいな！」

「誰に向かって物を言っているか分かっているのか!?」

　二人の付き人は色めき立ったが、美優は嫌いやがらせで言ったわけではないらしい。ますます訝いぶかしげに恵翔を眇すがめ見る。

「……なんか、おかしな気配がする。あなた自覚はないの？」

「──生あい憎にくとありませんが」

　美優を見返す恵翔の目に焦あせりや怒いかりはない。

　要と光明が間に入ることもできずに、二人は長く視線を合わせ続ける。

　と、突とつ然ぜん本堂の畳たたみに何か、小動物のような軽い生き物が降り立つ音がした。

「光明さん、次はおそらく北部の湊みなと川がわ地ち区くになりますよ。炎ほのおの目もく撃げき情報に注意していてくださいね」

「タマ！」

　障子も開けず、どこからともなく本堂に戻ってきたのはタマだった。

　突然現れたタマに、本山の付き人達は大きく身体からだを震ふるわせる。

「茶トラの猫……！」

　彼らにはそう見えているのだろう。

　二人の付き人は腰を浮かせていたが、恵翔は端坐したままだった。

　しかし、その顔には明らかな驚きが走っている。

　タマは首を傾かしげ、自分が彼らにどう見えているのか理解したらしく、少しだけ微笑ほほえんで穏おだやかに声を掛けた。

「こんばんは。私が噂うわさの茶トラの猫ですよ」
















「ヒッ──！」

　付き人から短い悲ひ鳴めいが上がる。要の目には何も変わらない茶ちや髪ぱつの青年のままだが、タマが彼らに人の姿を披ひ露ろうしたのだということは理解できた。

　目の前で猫が人間に変われば、それは驚くだろう。目を疑うたがうに違いない。

　だが身じろいだものの、恵翔はあくまで冷れい静せいだった。瞬まばたきもせずにタマを見つめ、低い声で問いかける。

「茶トラの猫……。あなたは何者ですか？」

「えー、何者とかいろんな人にいろいろ言われすぎて自分でも分からないんですが」

　タマは猫耳カチューシャをはめた頭を傾げて考え込むが、やがてフッとニヒルに笑った。

「まあ、あなた方の世界では菩ぼ薩さつと呼ばれています」

「うらぁっ！」

　怒りのまま水平に繰くり出した要の手しゆ刀とうは、見事にタマの膝ひざ裏うらに命めい中ちゆうした。心こころ構がまえのない膝かっくんを受け、こけたタマが畳にはいつくばる。

「何するんですか、要さん！　カッコよく決めたのに！」

「誰がこの場面でふざけろって言った!?　菩薩ぐらいあたしだって知ってるわ！　偉えらい仏さまでしょ!?」

　ちょっとでもタマの正体が摑つかめるかも、などと期待した自分が馬鹿だった。

「違うんですよ要さん、菩薩って仏じゃなくてね」

「説明はどーでもいい！　じゃあなに、タマは菩薩として魔障に堕ちた仏ぶつ像ぞうとか救ってるってわけ!?」

「そうですよ？」

　文もん句くをたたみかけようとしていた要は、あっさりとした肯こう定ていに毒どく気けを抜ぬかれ言葉をなくした。

「正確には私は菩薩ではありませんけどね。ただ、この世界の行く末すえを見み極きわめるために来たことは確かです」

　タマは不思議なことを言い、よっこいせときちんと正せい座ざをする。

「というわけで恵翔さん、私を信じろと言っても無理があるのは分かります。あなたが大僧正の信しん任にん厚あつい僧だということも知っています。でも、光明さんに猶ゆう予よを与えてあげてほしいのです」

　要とタマのやりとりに恵翔ですら度ど胆ぎもを抜かれていたようだが、すぐさま平静を取り戻した。

「……納なつ得とくしかねます。私がこの半月で見た限かぎり、光明殿は魔障を捕とらえることができないようだ」

　光明は打たれたように身体を硬こう直ちよくさせたが、タマは軽く肩かたをすくめただけだ。

「それでもできるのは光明さんだけなんです。そりゃ、あなたにできるようならあなたを選んでますよ」

「なんだと!?」

　どなったのは恵翔ではなく、控えていた付き人達だった。

「この化ばけ猫ねこが……！　まだ修しゆ行ぎようすら始めていない僧にできて、こちらの恵翔阿闍梨には無理と……!?」

「何が足たりないというのだ！」

　二人の僧侶の怒りは激はげしかったが、タマは全く頓とん着ちやくしない。

「あえて言うなら敬けい虔けんさ、でしょうか」

「馬鹿な……！」

「それなら恵翔阿闍梨が引けを取るはずがない！」

　猫人間への恐きよう怖ふも忘れて食って掛かってきた二人に、タマはうっすらと微笑み、言い添そえた。

「では、謙けん虚きよさで」

　恵翔の眉が少しだけ上がる。

　二人の付き人はもう言葉も出ないほどの怒りに震えていたが、恵翔は違った。

　言葉の真意を測はかるような長い沈ちん黙もくが降り、やがて付き人達を抑え、うなずいたのだ。

「──承しよう知ちしました。まずは大抄寺と藤堂光明殿の監視を。ですが市民に危険があると判はん断だんした場合は、やむを得ず手荒な手段を取らせていただきます」

　そして、僧侶とは思えない、凄すご味みのある声で言った。

「この寺の皆様が本山から良い感情を持たれてはいない、ということはお忘れなく」
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　湊山市に隣りん接せつする東ひがし湊みなと市し──。

　この市には地域を統とう括かつする支し部ぶとして認にん定ていされた、紅こう龍りゆう寺じという寺がある。現在問題となっている藤堂家の大抄寺も末まつ寺じとして登とう録ろくされており、修行者の受け入れも行う大だい規き模ぼな寺じ院いんだ。

　もう日が変わろうとする夜中だったが、紅龍寺の境けい内だいでタクシーを降りた恵翔を、大おお勢ぜいの僧侶達が出迎えた。

「おかえりなさいませ」

　僧侶達は一いつ斉せいに両手をあごの前で組み、頭こうべを垂たれる。

　総そう出でで迎えられ、紅龍寺住職の前に立った恵翔は苦笑した。

「遅くなると連絡はいきませんでしたか？　迎えは不ふ要ようと申し上げたはずです」

　光明の監視のために湊山市の寺にやっかいになっていたため、この紅龍寺へ入るのは半月ぶりだった。

　ふくよかな紅龍寺住職は「とんでもない」と大げさに身体を仰のけ反ぞらせ、恵翔を庫く院いんへと案内する。

「総本山にまでご迷めい惑わくをお掛けしているのですから、これぐらいはさせていただきませんと。さあお部屋へご案内いたします」

「特別な部屋は遠えん慮りよいたします。皆と同じ僧そう坊ぼうで結けつ構こうですから」

「そうはいきません。大僧正様に直接ご指示をいただいたのですから、おもてなしさせていただきますよ」

　住職は丁てい重ちように恵翔を促うながし、広い僧そう堂どうへ入っていく。

　その剃そられた頭に汗が浮いているのを見て、恵翔は気づかれないようため息をついた。

（……保ほ身しんに忙しいことだ）

　管かん轄かつ寺じが世間を騒さわがすような問題を起こし、焦っているのだろう。

　言っても聞かない住職はもう無む視しすることにし、恵翔は背後の二人に語りかけた。

「藤堂光明殿の監視は私が行う。大抄寺には監視役を二人ほど連れて行くが、お前達はここに留とどまり本山と連絡を取ってくれ」

　付き人達は恭きよう順じゆんの意を示したが、不ふ満まんそうな声は隠かくさなかった。

「恵翔様。先ほどはなぜ監視を申し出たのですか？」

「そうです。あの場で例の羂けん索さくを取り上げれば早かったのに」

　例の羂索、とは藤堂光明の持つ法ほう具ぐのことだ。

　彼にそれを与えたのはどうやらあの茶トラの猫のようだが、魔障の炎をいとも簡単に打ち消し、動きを封ふうじることができる。

「もうあの青年の力は見たではありませんか」

「身の丈たけに合わぬ力を持たされたとしか思えません。使いこなせていないでしょう」

　付き人達は口々に言い募つのる。

　この二人だけでなく、恵翔を含め、本山から来た八人の僧侶はいずれも光明を力不足と判断した。

　だが恵翔は強ごう引いんな手段を取らなかった。

「……あの猫が気になったのだ」

　総本山の阿闍梨恵翔ではなく、藤堂光明にしかできないと言い切った茶トラの猫。

　思い出したのか、付き人達はぶるりと身を震わせた。

「あの猫……！　本当に人に姿を変えました……」

「いや、まやかしだったのだきっと！　最初から人間で、猫に見せていたのではないか？」

「しかしどこから入ってきたのかも分からなかったぞ？」

　背後で言い合う二人の言葉を聞くとはなしに聞き、恵翔は静かに思し索さくにふける。

（最初から人間ではなかった。確実に猫だった）

　そして、恵翔達に姿が見えていないと確認し、人へと変わった。

　見えないのか、とでも言うかのように首を傾げ──。

（──っ！）

　怒りが湧わき上がりそうになり、恵翔は即そく座ざに歪ゆがみかけた表情を戻した。

（落ち着け。怒りに身をまかせるな）

　大抄寺の住職に聞いた話では寺の誰もが──藤堂光明も最初は猫だと認にん識しきしたという。

　ならば思い惑まどうことはない。

　藤堂光明もあの猫の正体を見み抜ぬけなかった。そのことを嚙かみしめるたび、怒りが和やわらぎ平静を取り戻せる。

　正直なところ、こうして直じかに会話をし、対面するまで恵翔はタマを信じていなかった。

　半月ほど光明の行動を見守り、さすがに付き添う茶トラの猫がただの猫でないことは分かった。光明の振るう力にも、明らかな仏ぶつ性しようを感じる。だが本山の僧が操あやつる力とはあまりに異い質しつなため、疑いを強めていたのだ。

　やはり魔障の手先なのではないか？

　しかしその疑いが一いつ変ぺんしたのは、先ほどのことだった。

　猫が人の姿へ変わったとき、まざまざと感じたのだ。

（あの猫、明らかに──）

「恵翔様、どうお思いですか？　あの猫について」

　突然思し考こうを破られ、恵翔はハッと我われに返った。

　背後の二人が返事を待っているのを感じ、わずかに乱れていた心を鎮しずめる。何でもないことのように、考えの一つを述べた。

「……《人智の果てアビージユナー》というものを知っているか？」

「アビージュナー？　聞いたことがありません」

「私も。申し訳ありません、勉強不足で」

　途と惑まどう二人に、恵翔はいやと首を振った。

「あまり知られていないものだから気にするな。仏ぶつ法ぽうの超自然的な力の総そう称しようだ。その中の一つに、思いのまま姿を変える力がある」

　見えないものを見る力、全ての生物の言葉を聞く力、どんな事じ物ぶつも認識する力、歴史や未来に対する人ならざる知ち識しき、他者を操り、考えを読む力。

　それらは人を超えた者が持つ力だ。

（あの茶トラの猫は自分を菩薩だと言った）

　普通なら失しつ笑しようものだ。あの黒髪の少女も冗じよう談だんと受け取り怒おこっていたが。

「あの猫がそのアビージュナーだと仰おつしやるのですか？」

「そういうわけではない。ただ、私はあの猫に邪じや気きを感じなかった。可か能のう性せいは全て視し野やに入れておいた方がいい。今はまだ藤堂光明殿の監視で十分だろう」

　声こわ音ねに動どう揺ようが表れないよう、恵翔は細さい心しんの注意を払はらった。

　あの猫に感じたのは、邪気どころではない。

　恵翔が恐おそれを抱いだき、おとなしく言葉に従したがったのはそのせいだ。

（──あれは、明らかな神しん性せいだった……！）

　ならば、その猫に選ばれた青年は〝本物〟ということになってしまう。

　恵翔は濃のう紫しの衣ころもの中で固く拳こぶしを握にぎりしめた。

　それはいけない。

　それだけは許してはならないのだ。

（何の実じつ績せきもない、修行前の僧侶にやすやすと魔障を捕ほ縛ばくさせてはならない）

　総本山という組織を代表して派遣された僧として。

　そして、日々厳しい修行に励はげみ、あらゆる大阿闍梨から力量を認められた恵翔個人として──。

「さあ、こちらへどうぞ」

　紅龍寺住職が足を止める。案内されたそこは、旅館のような美しい部屋だった。

　嫌いや気けがさしたが、断ことわったところで聞きやしないだろう。礼を言って住職を下がらせると、恵翔の荷を運んだ二人も畏かしこまって伏した。

「それではごゆっくりお休みください。近く、大僧正様より恵翔様に魔障捕縛の命めいが下りましょう」

「今日の戦いを見る限り、大抄寺が音ねを上げるのも近い。そのときには恵翔様が」

「あまり過ぎた事を言うな」

　先走る年長の付き人達を諫いさめ、恵翔は落ち着いた声で諭さとした。

「誰が任にん務むを命めいじられるかは我々が考えることではない。大僧正様が相応ふさわしい方をお選びになるだろう。私達は与えられた仕事を着実にこなすだけだ」

　顔を上げた二人は笑っていた。

　その通りです、と笑っていた。

　この事件のために本山から派遣された僧は八人。いずれも高こう僧そうだ。

　しかし実じつ質しつの指し揮きは年若い、大僧正の覚えもめでたい恵翔が執とっている。

　考えるまでもなく、全員が分かっていた。

　世間を騒がせた魔障を捕縛し、大僧正の期待に応こたえるのは。

（おそらく私になるだろう）

　恵翔は心の中で確信していた。
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　翌日の放課後、要は駅からほど近い県立病院を訪れていた。

　事前に教えてもらった六人部屋に入り、奥の窓まど際ぎわのカーテンを開くと綾香が笑顔で両手を差し伸べてくる。

「いらっしゃーい、要。プリン買ってきてくれた？」

　女の子らしい巻き髪は、燃もえて短くなっている。肩につくぐらいまで切りそろえられた髪に要は一瞬息を詰つめたが、無理やりに笑顔をつくった。

「きたきた。病室って携けい帯たい使っていいんだね、びっくりしたよ」

「外げ科かはＯＫだよ～」

　プリンの入った紙袋を受け取り、わーいと無む邪じや気きに喜ぶ綾香は元気そのものだ。

　パジャマからのぞいた左の首くび筋すじや左手にはところどころ白いガーゼが貼はられているが、どれも重じゆう傷しようの火傷やけどではなかった。

　綾香の左手の甲こうに触ふれ、要は全身で息を吐く。

「痕あとが残らなくてよかった……」

　目の前にあったせいか炎は大きく見えたが、実際にはそれほどでもなかったらしい。また往おう来らいであり、消火や応急処置が早かったことも幸いした。

　心底からほっとした要に、綾香は布ふ団とんをのけてにじり寄ってくる。

「私も心配してたんだ。あのあと、要と別れ別れになっちゃったから。大丈夫だった？　要は火傷とかしなかった？」

「──！」

　覗のぞき込むように目を合わせ、心の込もった声で言われ、要は呼吸を止めた。

「救急車の中で目が覚めて、友達はどうなりましたかって聞いたんだけどみんな知らなくて。困っちゃった」

「綾香……」

　大丈夫だったよ──。

　そう言ったつもりなのに、言葉がのどの奥で詰まった。出そうとするのに出てこない。

　息を吸すい込み、何度も瞬まばたきをして、やっと要は口を開いた。

「……大丈夫。あたしは大丈夫だったよ」

「なんで要が泣くの!?」

　綾香にぎょっとしたように言われ、要は初めて、膝の上に置いた手の甲が濡れていることに気づいた。驚いて瞬けば、次々と涙が頰ほおを流れ落ちていく。

「な、泣いてない……！」

「泣いてるよ!?」

　パジャマの袖そでで要の頰を拭ぬぐい、綾香は慌てたように明るい声を上げた。

「そうだ！　私、要に会ったらお礼を言おうと思ってたんだ。あのとき腕引いてくれてありがとう。要が引いてくれなかったら全身燃えてたかもしれないもんね」

　違う。

　それは違う、と言わないといけないのに言えなかった。

「ごめん、綾香……」

「な、なんで謝あやまるの？　大丈夫、要？」

「ごめん。大丈夫」

　涙が止まらなかった。

　なぜ綾香が怪我を負おうようなことになってしまったのか。

　要はそれを知っている。

「ごめん。綾香が無事で、嬉うれしかったんだ」

　乱らん暴ぼうに涙を拭い、心配そうな綾香に微笑んだとき。

　何の前まえ触ぶれもなく、要の隣に人ひと影かげが現れた。

　病室の仕切りとして存在する白いカーテンは、わずかも揺ゆれていない。

　音も立てずに唐とう突とつに出しゆつ現げんした人物に、要は椅い子すから腰を浮かせた。

「タマ!?」

「ね……っ！」

　猫ちゃん、と叫さけびかけた綾香は慌てて口を押さえる。

　タマは要に向かって、笑顔で唇くちびるに人差し指を当てた。

（タ、タマ──！）

　要は涙も引っ込み、怒ど鳴なろうとした口をつぐむ。本物の猫ではないとはいえ、病院にいるところを見つかれば大目玉をくらうのは要の方だ。

　タマは綾香の短くなった髪を丁てい寧ねいに撫なで、その耳元に唇を寄せる。綾香は猫にすり寄られたときのように、くすぐったそうにしていた。

　綾香の火傷に触れたタマは、慈いつくしむように、柔やわらかに声を掛ける。

「私達のせいで迷惑を掛けてしまいましたね。大丈夫、綺麗に治なおりますよ」

　要は微かすかに目を見開いた。

　タマの声など聞き慣なれている。それなのに、不思議と全く別人のように聞こえたのだ。

　それは清せい流りゆうを思わせるような美しい声だった。

　祝福や祈いのりのような、清きよらかで神しん聖せいな雰ふん囲い気きを感じさせる声────。

「要さん、プリンの紙袋を私に被かぶせてください」

　ハッと意識を戻した要に、タマが空の紙袋を指差す。言われるままに要は立ち上がり、タマの頭からそれを被せた。

　一呼吸する間もなくタマの肉体の手ごたえが消え、要の目の前には何もなくなる。

（消えた……！）

　非常識なことにはある程てい度ど免めん疫えきができたつもりだったが、さすがに紙袋を閉じる手が震えた。

　タマが袋に身を隠したと思ったのか、綾香は大きな息をついて胸を撫でおろす。

「びっくりしたぁ……！　要、嬉しいけど見つからないようにね!?」

「う、うん。ほ、ほんと、勝手について、きちゃって……」

「結局要の家で飼かってるの？」

「え!?　えーと、そうなる、かもしれない……？」

　まともに思考が働かず、つっかえながら返していると看かん護ご師しが検けん温おんにやってきた。

「じゃ、じゃあ綾香！　今日はもう帰るね！　また来るから！」

「う、うん！　ありがと、要！　バイバーイ！」

　要は単たん純じゆんに動揺だが、綾香はタマの存在が看護師にバレてはいけないと思ったのだろう。お互いにそそくさと手を振り、要は空の紙袋を持って病室を後にした。




　急いで病院を出ると、要を待っていたのはタマだけではなかった。

　出入り口の脇わきにあるベンチから、背の高い青年が立ち上がる。

「光明……」

　病院の入り口前で要を待っていたのは、大学からの帰りらしい光明だった。

　それだけではない。制せい服ふく姿すがたの美優もいる。

　ぽかんとしてしまった要に、光明は優しく、労いたわるように微笑んだ。

「おかえり、細川さん」

「た、ただいま……。美優まで、どうしたの？」

　偶ぐう然ぜんではない、要を待っていたのだろう。美優はむっとしたように唇を尖とがらせる。

「あんたの友達が怪我したっていうから……。私がきちゃダメなの？」

「いや、そんなことないよ！　ちょっと、びっくりして……」

　関係者である光明はともかく、美優は綾香について責せき任にんを負う立場ではない。それでも気き遣づかってくれたのが意外で、失礼ながら驚いてしまったのだ。

　光明は要に向け、深く頭を下げる。

「細川さん。──ごめん、こんなことに巻き込んで」

　罪つみの意識を感じているのは要だけではない。

　光明だって要と同じぐらい、いや、それ以上に辛つらく思っているのだろう。

　だが要は息を吸い込み、首を振った。

「違う。光明のせいじゃないよ」

　綾香の怪我に関して、光明を責せめることはできない。

　要は真まっ直すぐにタマを見上げた。

「タマ、昨日の戦いのときは何も言わなかったけど、あたしのせいで綾香が火傷したんだよね？」

　タマはあのとき、認識が甘かった、要は思った以上の力を持つようだ──と言った。

　それがどういう意味だったのか、深く考えなくても分かる。

　戦いの場で要を悲しませ、狂きよう乱らんさせないように黙もくしていたタマは、本当はこう言いたかったのだ。

「──魔障はあたしに引き寄せられて現れた、ってことなんだね」

　ステッキが結界のような力を持つならば、それを持たない要は格かつ好こうの餌え食じきだっただろう。

　綾香はそれに巻き込まれ、あんな怪我を負った。

　タマはじっと要を見下ろしていたが、おもむろに口を開いた。

「……要さんのせいではありませんよ。私があなたを侮あなどっていた。そこまでではないと勝手に判断した。ステッキを持たないなら、私が守らなければならなかったんです」

「違うよ。あたしが信じなかったことや、タマの話を軽く考えてたことが原因だ」

　忠ちゆう告こくを無視して、面倒に巻き込まれたくないと逃にげたから。

　要は学校指定の鞄かばんからはみ出した、布でくるんだピンクのステッキに触れた。

　どの程度魔障を寄せ付けない効こう果かがあるのか分からないため、昨日から目の届く範はん囲いに置き続けていた。

「こんなことになるなんて思ってなかったんだ」

　ドリーム５だなんて、十分非現実なことが起こっていたのに。

　火事を起こす魔障だと説明されても、それがどれだけ危険かなんて考えもしなかった。知ろうともしなかった。

　タマに言われたときは、現実味など何もなくて。

「正直怖いよ。ステッキがあっても……。家にいるのも怖いし、外に出るのも怖い」

「要さん……」

　常つねにない弱気な声に、タマだけでなく光明や美優も黙だまり込む。

　ステッキにどれだけの効果があるのか。本当に持っているだけで大丈夫なのか、もしも魔障が現れたら一人で戦えるのか。

「眠ってしまって大丈夫なのか考えるほどだよ……。もうこんなの嫌だから……」

「……要さん。あなたがそう思うのは当然のことです。ですが私は」

「だから────」

　タマを遮さえぎり、要は拳を握りカッと目を見開いた。

「元を叩たたき潰つぶすのが手っ取り早い!!」

「……………………」

　全力で叫べば、タマのあごが落ちた。

　拳を握りしめたまま、要は固まったタマにずいと攻せめ寄る。

「タマ、あたしも光明を手伝うよ！　人にやってもらうの待つよりも、自分で狩かりに乗り出した方がごちゃごちゃ悩なやまなくて済む!!」

　ステッキを持ってビクビク魔障の影に怯おびえて暮らすよりも、精神的に楽に決まっている。

「襲おそわれるのを待つぐらいならこっちから襲う！　タマ、次はいつごろ魔障が現れそう？　毎日出るわけじゃないんだよね？」

　矢や継つぎ早ばやに問いかければ、絶ぜつ句くしていたタマは盛せい大だいに感かん嘆たんの息を吐いた。

「相変わらずあなた竹割ってますね～……。特に心配することもなかったですか」

「心配してくれたの？」

「一応は。綾香さんは大事なお友達でしょうから」

　要は腰に手を当て胸を張った。

「大事だから早く決めないといけないんだよ。一日考えたら長すぎる方だ。ほんと、戦いのあとすぐ手伝うって言えばよかった」

「あの魔障を見たあとでよくそんな即そつ決けつできますね。まあ決めてくださったのなら遠慮する理由もありませんが」

　そう言って、タマは微笑んだ。

「あなたの力が魔障に通用するということは、昨日しっかりと見せていただきました。接近戦をしなくて済む技わざも使えるようですし、私からもぜひお願いします。光明さん、美優さんはどうですか？」

　てっきり要の申し出を喜んでくれると思ったのだが、光明は複ふく雑ざつそうな顔をしていた。

「細川さん、本当にいいのか……？」

「もちろん。どこまで役に立てるか分からないけど、頑がん張ばるよ」

　本気で決意を表明したつもりだが、光明はますます黙り込んでしまう。

　と、美優が声を上げた。

「私は賛成だわ。あの魔障を捕つかまえるなら戦える人数は多い方がいいもの」

　実は、彼女には反対されるのではないかと不安だった要は驚いた。

　予想を裏切り、美優が妙みように真しん剣けんな顔で歓迎してくれたからだ。要が加わることに不満そうだったこの間とは、ずいぶん印いん象しようが違う。

（なんだろ？　昨日、武器ブン投げたことで使える奴やつだと判断されたとか？）

　だが、そんな単純な理由ではなかった。

　タマが笑顔から一転し、表情を引きしめる。

「美優さんの言うとおりです。要さんが手伝ってくれるならかなり心強いです。少し、──いえ、かなり難しい捕り物に変わってしまいましたから」

「どういうこと？」

　よくよく考えれば、以前は要に手伝ってほしそうだった光明が、あまり乗り気ではなさそうに見える。

　病院の玄関口で立ち話も迷惑なので、タマに誘さそわれた三人は裏手の公園へ入った。




　四阿あずまやのベンチに腰を下ろすと、タマは木のテーブルに一枚の地図を広げる。

　それは湊山市の詳しよう細さいな拡かく大だい地図であり、紙面には赤ペンでいくつも丸印がつけられていた。

「美優さんと要さんには初めて見ていただきますが、これは光明さんのおじいさんとお父さんが調べてくださった、ここ数日で起きた小ぼ火やを表しています。自然発はつ火かとして届けるべきか迷うような、ごく小さな火ものです」

「小火？」

　美優が怪け訝げんそうに目を上げた。

「魔障とは関係ない、ただの火事ということ？　場所が全部バラバラだけど」

　赤丸は市内に満まん遍べんなく点てん在ざいしている。丸の中には日にちが書き込まれてあり、同日で市の端と端で発生しているものもあった。

　日を追うごとに丸の数が増えており、昨日は三件も起こっている。

　日付と場所を見て取り、要は首を傾げた。

「昨日起こってるってことは、魔障じゃないんだよね？　だって魔障が現れたのは中央区の駅前だったし……。それとも市内中を走り回ってる？」

「いいえ、大だい抄しよう寺じの不ふ動どう明みよう王おうは中央区にいました。そして今は北部にいる。それは間違いありません」

「なんで分かるの？」

　やけに確信に満ちた言い方だ。

「魔障が先日のように外がい界かいに影えい響きようを及およぼすには強い力が必要です。光明さんの羂索には魔障の霊格を削そぐ力があり、この霊格が衰おとろえると自然と力は弱くなります。昨日の戦いによって魔障は霊格を消しました」

「じゃあやっつけたってこと？」

　普通に考えるとそうなるが、タマはすぐさま否ひ定ていした。

「いいえ。時間とともに復活します。本当の意味でやっつけるなら、完全な破は壊かいか、捕縛して不動明王の神しん格かくを戻すかのどちらかしかありません」

「……捕縛しない限りは復活するのか」

　事件として扱あつかわれているのは、その力がピークに達たつしたときなのだろう。

　納得した要に、タマがうなずく。

「そうです。そして、霊格が消えるということは存在していないも同然なんです。存在しないものが動いたりなんてできません。霊格を戻すまでは必ずその近辺にいます。私と光明さんが十日前に魔障と交こう戦せんしたのは中央区でした」

「ってことは？」

　すでに話を聞かされている光明は、要の問いかけに絞しぼり出すように答えた。

「……考えたくないけど、違う魔障が現れている」

「違う魔障!?」

「待って、同日に小火が起きている所もあるのよ？　ならその数だけ魔障がいることにならない？」

　それはありえない、と言いたげな美優に、しかしタマは苦にが々にがしげに吐き出した。

「ですが実際に存在しているのです。おかしいと思ったんです。要さんを襲い、綾香さんに火傷を負わせた魔障は明らかに力が強くなっていました。弱い魔障を取り込んで強くなったに違いありません」

　三人が一斉に口を閉ざす。

　要は地図上に記された無数の赤い丸を見つめ、ゾクリとした。

（だったら……）

「……時間が経たてば経つほど強くなる、ってことにならない？」

　もしも次の捕縛に失敗し、西や南へ逃げられれば、魔障はまた新たな魔障を取り込んでしまうかもしれない。

「確実にそうなります。私達は次で必ず不動明王を捕とらえないといけない」

　光明の肩が微かに揺れた。

　隣に腰かけていたためその表情は見えなかったが、強い緊きん張ちようだけは伝わる。

　タマは大おお仰ぎように肩を落とした。

「私は長期戦でもいいと思ったんですよね。魔障を取り逃がしたとしても、少しずつ力を削いでいけば十分だと。現に四月の初め頃までは事件とすら扱われなかった。それがこんな大事になって、ドリーム５探しで遊んでいる場合ではなくなってしまいました」

「タマ、遊んでたの!?」

「冗談です。で、新しく現れた魔障の件なんですが」

　明らかに不自然に話題を変えようとしたタマを、美優が遮った。

「そんなもの、魔障を作った本人に聞けばいいわ。小火が多発しはじめた日付からして、総本山が関わってるに決まってるもの」

「美優！」

　思わず制せい止しした光明だが、美優は怯ひるまなかった。

　ベンチに腰かけたまま、背後を振り返ったのだ。

「どうせついてきてるんでしょ。出てきたらどうなの？」

　突然の美優の行動と呼びかけに呆あつ気けに取られていた要は、「あっ！」と声を上げた。

　四人のいる四阿のすぐ側そば、まるで滲にじみ出るように男の姿が浮かんだのだ。

「……驚きました。気づかれていたとは」

　現れたのは僧そう服ふく姿すがたの恵翔だった。驚きましたというわりに、その冴さえ冴ざえとした表情は全く動いていない。要と光明の動揺の方がすごかった。

「なにこれ!?　透とう明めい人間になる方法とか普通にあんの!?」

「恵翔さん！　俺の後をついてきていたんですか!?」

「隠おん形ぎようは基本の行ぎようです。光明殿、私は半月前からあなたを監視していたと言いましたが」

「うっ!!」

　あまりに堂どう々どうと答えられ、要と光明は同時に呻うめいた。なぜだろう。恵翔の声は淡たん々たんとしているのに、「馬鹿なことを今いま更さら聞くな」と言われている気分だ。

　恵翔はショックを受けた二人など無視し、美優に視線を合わせている。

「……あなたを選んだ猫殿は伊だ達てではないらしい。なぜ私に気づいたのですか」

「ちょっといいですか恵翔さん、その言い方だと私より美優さんの方が格かく上うえになる気がするんですが。私だってちゃんと気づい」

「恵翔って言ったわよね。あなた本当に心当たりがないの？　そんなに穢れがまとわりついてるのに」

　タマすら無視し、恵翔と美優は静かに睨にらみ合う。

「……私に穢れがあると？」

「あるわよ。本山の優秀なお坊さんのくせに自分のことは分からないの？　それとも私達を騙だますために白しらを切ってるの？」

「み、美優！」

　頭から恵翔を疑ってかかっている美優に、光明が慌てて間に入ったとき。

　無視されていじけていたタマがぽんと手を打った。

「そうだ。ちょうどいいです、恵翔さんにもついてきていただきましょう。これから新たな魔障が現れた地区に行こうと考えていたんですよ。全員でぞろぞろ行っても無む駄だですし、光明さんと要さん、私と美優さん恵翔さんで二手に分かれましょう」

「イヤよ！　私は光明と行くわ！」

「私の監視対象は藤堂光明殿なのですが、猫殿はそこを理解しておいでか？」

　間かん髪はつ容いれずに反対意見が上がり、タマはうんざりしたように顔をしかめた。

「単純に力のバランスと、見てもらいたい物が違うからです。光明さんと要さんは北部の様子を見て来てください。さすがに昨日の今日で不動明王の霊格が戻るとは思えませんが、念のため」

　もしも何かあったとき、捕縛のできる光明がいないと意味がない。

　光明と要がうなずくと、タマは嚙みついてきそうな美優を見下ろした。

「美優さん。あなたには新たな魔障の正体を摑む手助けをしてもらいたいのです。恵翔さんの隠形に気づかなかった要さんでは役に立たない」

「そりゃどーもすみませんねぇ、鈍どん感かんで！」

「分かった。行くわ」

　要の笑顔は引きつったが、美優はころっと機き嫌げんを直した。要をだしに上う手まく美優を動かしたタマは、満足そうにうなずく。

「最後に恵翔さん。美優さんに疑われて心しん外がいでしょう。一いつ緒しよに新たに生まれた魔障の正体を暴あばきませんか？　光明さんの位置情報なんてどうせ把は握あくしてるんでしょう？」

「ＧＰＳで分かりますが」

「まさかの衛えい星せい電でん波ぱ!?　透明人間にまでなっておきながら!!」

「最っ低!!　人の個人情報探るなんて！」

　要の渾こん身しんの叫びと美優の辛しん辣らつな一言にも、恵翔は全く動じない。

「光明殿は探られて困るような行動はされていません。真ま面じ目めに勉学に励み、ご学友と行く場所と言えば健けん全ぜんな場所ばかり。先せん輩ぱいに飲み屋へ連れん行こうされてもまだ二は十た歳ちになってないからと飲いん酒しゆを断り、近づいてくる女性とは必要以上に言葉を交かわさず。非常に清せい廉れん潔けつ白ぱく、むしろこれで本当に大学生かと少し心配になったほどです」

「──────っっ!!」

　なんにも知らずに過ごしていた光明は、木のテーブルに額ひたいをぶつける勢いきおいで突つっ伏ぷす。

「こ、光明────！　しっかり！」

「そうよ！　光明はちょっと真面目で面白味がないだけじゃない！　恥ずかしがることなんて何もないわよ!?」

　要はともかく、励ましかトドメか分からない美優の言葉に、耳まで赤くした光明は完全に頭を抱かかえ込んでしまった。顔が上げられないらしい。

「はいはいー、じゃあ美優さん、恵翔さん、さくさく行きますよ。光明さん、要さん、集合は八時に大抄寺の本堂で」

　タマが強引に場を静め、気づかわしげな表情の美優を促す。

　恵翔はまだ迷っているようだが、思い直したらしい。結局はタマについて行ってしまった。

　二人残され、要はそっと光明に声を掛ける。

「光明、だ、大丈夫？」

　あまりの不ふ憫びんさに憐あわれをもよおすが、やっと落ち着いて顔を上げた光明は、健けな気げにも微笑みながら立ち上がった。

「大丈夫だよ……。い、行こうか」

「あんまり気にしない方がいいよ？　ていうか訴えたら勝てるよ？」

「大丈夫、本当に大丈夫だよ。……なんていうか、もう自分が情けなくて……」

「いや、光明が情けなく思う要よう素そは全然ないんだけどね」

　絶対的に恵翔が悪い。

　市の北部に行くために駅へ向かい、要は光明の気を紛まぎらわせようと引っかかっていたことを聞いてみた。

「さっき美優が言ってたケガレって何？　普通に汚よごれっていう意味でいいの？」

　美優は、本山が魔障を作ったと言い切っていた。

「よくないものなんだよね？」

「ああ。美優が言うのは目に見える汚れじゃなくて、もっと……なんていうか、魂たましいとか精神的なものにつく汚れなんだ。俺達は垢く穢えって呼ぶけど、細川さんには不ふ浄じようって言った方が分かりやすいと思う。悪いことをしたり、それこそ魔障に触れたりするとたまっていく」

　要はうなずいた。なんとなく分かる。

「美優にはそれが分かるの？　ドリームピンクで五ご感かんを開かれたから？」

「いや、子供の頃からだよ。大人になれば妙な力も消えるだろうって言われたけど、未いまだに消えてないみたいだな」

　懐なつかしむような声に、要は小首を傾げた。

「光明と美優って子供の頃からの知り合い？」

「俺の母の実家と美優の家が隣同士で、物心ついたときから定期的に会ってたんだ。俺は高校の頃母の実家に下げ宿しゆくしてたし、本当に妹って感じだよ」

「そうなんだ」

　どうりで、と要は納得した。

　なぜ女性に慣れていない光明が、かなりの美少女である美優に反はん応のうしないのか。その理由がよく分かったのだ。

　光明は昔を思い出したのか苦笑した。

「昔はすごいいじめっ子だったな。だから俺の頼たよりなさが気になって、今回も手伝いを申し出てくれたんだと思う。言うことはキツいけど悪い子じゃないんだ」

　ならばいじめられていたのは光明か……と思ったが、プライドに関わるだろうしつつくのはやめにした。

　病院に一番近い駅の改札を抜け、要は微笑んだ。

「あたし、美優のこと嫌きらいじゃないよ。はっきりした子は好きだし」

「ありがとう。女の子の友達が少ないのは気になってたし、細川さんが美優と仲良くしてくれたら嬉しいよ」

「光明、保ほ護ご者しやすぎる……。あ、あと要でいいよ」

「え？」

　足を止めた光明につられてホームで立ち止まり、要は何なに気げなく言った。

「あたしは光明って呼んでるのに、光明は細川さんって呼ぶから。なんだかんだで美優も名前で呼んでくれてるし」

　なので、とりあえず美優に嫌われてはいないのだろうと思っている。

　本当はずっと光明との距きよ離り感かんが気になっていたのだ。名前で呼んで下さいと申し出たのに、呼ばれないのは単純に寂さびしい。

「名前で呼んでくれればあたしは嬉しい。嫌だったら仕方がないけど」

「い、嫌じゃないっ！　嫌じゃないんだ!!」

　全力で叫ばれ、辺りにいた電車を待つ人々が何事かと振り返る。

　慌てて身を竦すくませると、光明は「ごめん！」と真まっ赤かになった。

「嫌じゃないよ。その、えーと……」

　口ごもりつつ、ますます赤くなる顔を隠すように大きな手で覆おおう。

　その隙すき間まから、困り果はてたような声が聞こえた。

「その、美優以外で女の子の名前なんて呼んだことがないから……。俺みたいなのに呼ばれたら嫌がられるんじゃないか、とかいろいろ考えて……」

「思わないよ、そんなこと！」

　うっかり吹き出してしまい、要は笑顔のまま促した。

「どうぞ」

「う……っ」

　泣き出すんじゃないかと思うほど潤うるんだ黒い瞳ひとみが、逃げるように右に左に泳ぎ──。

　やがて、光明は深しん呼こき吸ゆうすると、意いを決けつしたように要を見下ろした。

　おもむろに開かれた唇から、低い、ささやくような声がもれる。

「……要」

（────っ!!）

　優しい響ひびきに、なぜか要のほうが赤せき面めんしてしまった。
















　勝手に心しん拍ぱく数すうが上がり出し、とっさにうつむく。それを追うように、また低い声が聞こえた。

「要」

「は、はいっ！」

「要──……」

　向かい合い、真っ赤になってうつむく二人の耳に、駅員の笛ふえの音とプシューッという空気音がこだまする。

「……その、電車が…………」

「…………………………だね…………」

　二人が顔を上げたときには、乗るはずの電車はホームから走り去ってしまっていた。
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　約十分のタイムロスを経へて、要と光明は市の北部へ到とう着ちやくした。

　同じ市内に住んでいるといっても、全く訪れたことのない場所もある。要にとって市の北部はそういう場所だった。

　小さな駅を出れば買い物帰りの主しゆ婦ふや子供達の声が聞こえ、住宅のひしめき合う様さまは下町の雰囲気がする。町工場のような建物も多く、市内では人口が密みつ集しゆうした場所だ。

「どこに行くの？」

　要には地理がさっぱり分からない。夕暮れの商しよう店てん街がいを歩きながら、光明はアーケードの終わりを指差した。

「魔障が出現する場所ってだいたい人の多いところなんだよ。この先に大きな公園があって、北部では過去三回そこに現れている。霊格が消えてるとお猫様でも探せないから、まあ見回り程度で行ってみよう」

「へえ。やっぱり詳くわしいね」

「市内なら何でも聞いてくれていいよ……。俺、この四カ月で市内のあらゆるところに行ったから……」

「違う違う！　今のは褒ほめ言葉で!!」

　決して戦いが長引いていることを責めたわけではないのだが、落ち込ませてしまった。慌てて話題を変える。

「えーと、光明って魔障がいたら感じ取れたりするの？　あたしは見えただけで何も感じられなかったんだけど」

「いや、俺も見えるだけだよ。たぶん居場所を特定できるのはお猫様だけだ。美優もそこまでではないし……」

　と、大きな公園に足を踏ふみ入れたとき。

（えっ!?）

　視し界かいをよぎったものに、要は思わず二度見してしまった。

　錯さつ覚かくではない。もう一度目を開いてしっかり見ても、幼よう児じほどの背せ丈たけの炎が公園の中をふらふらと漂ただよっている。

　要と綾香が襲われたものと規模は違えど、この自然ではありえない炎は──。

「光明」

　新しい魔障が発はつ生せいしている。

　静かにシャツの袖を引けば、光明は無む言ごんのままうなずいた。

　要は息を詰めて炎を目で追う。

（まさか、こんなにすぐ見つかるなんて……！）

　小火として表に現れていないだけで、魔障は予想以上に発生しているのかもしれない。

　もうすぐ陽ひが落ちるとはいえ、広い公園にはまだまだ多くの子供や歩く人々の姿が見える。あまり目立った行動はできない。

　要の見守る前で、光明は臆おくすることなく炎と距離を詰めると、鞄の中から五色の糸が縒より合わされた羂索を取り出し短く握った。

　そして辺りの注意を引かないよう、素す早ばやく尖った鏃やじりのような半はん独とつ鈷こ杵しよがついた縄なわを振るったのだ。

　それはほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　意思を持つかのように羂索が自みずから動き、炎に突き刺ささる。魔障は一度だけ大きく燃え上がったが、やがて激しく震えながら消えていった。

　あとにはもう何も残っておらず、光明は事も無げに羂索を鞄に戻す。

（──早い……っ！）

　目を見張ったまま固まった要の腕をやや強引に取り、光明は足早に歩き出した。

「来たばっかりだけど戻ろう。お猫様たちと合流した方がいい」

「う、うん。分かった……！」

　いつもの優しい雰囲気は消え去り、表情は緊きん迫ぱく感かんに満ちている。何やら尋じん常じようではないことが起こっているようだが、それよりも要は光明の一いち撃げきの方が衝しよう撃げきだった。

（ものすっごい平然としてるんだけど……！）

　さすがに四カ月間あの不動明王と戦ってきただけはある。この程度の魔障など敵ではないのだろう。

「すごいね、光明。あんなに簡単に……」

　尊そん敬けいをこめて言ったのだが、光明は少しだけ目を見開くと、振り切るように歩き出した。

「すごいとか……言われる資し格かくないよ、俺は。ずっと負けっぱなしで、お猫様をがっかりさせてばっかりだから」

「いや、十分戦えてるよ！」

　要と綾香が襲われたあのときも、光明は果か敢かんに戦っていた。あの戦いを見て詰なじる者はいないだろう。

　だが光明自身は納得していないらしい。

「……さっきの魔障いただろう？」

「うん」

「俺の家の御ご本ほん尊ぞん様さまも、最初はあの大きさだったんだ」

「え!?」

　先ほどいとも簡単に、一撃で倒たおした魔障と同じ大きさ──。

　沈黙した要に、光明は自じ嘲ちようしながら振り返った。

「でもお猫様に選ばれたときの俺は全然戦えなくて、ここまで来てしまった。なんで最初のうちにできなかったんだろうって後こう悔かいするし、今思い返しても情けなくて嫌になるよ。……なんで、俺みたいなのが選ばれたんだろう。俺が戦いに慣れても魔障はさらに先を行く。もう追いつけないんじゃないか、っていっつも思うんだ」

「そんなことないよ！」

　他になんと言えばいいのか分からず迷った要は、ふと既き視し感かんを覚えた。

　いったい何に引っかかったのかを考え、ああ、と納得する。

（──俺みたいなの、って言葉だ）

　名前を呼んでほしいと言ったとき、光明に言われた言葉だ。

　あまりに自己評価が低い気がして、要は力を込めて言った。

「光明は自分を弱いみたいに言うけど、あたしは全然そう思わないよ」

　未だに弱い魔障も倒せないなら問題だが、先ほど見た限りでは光明は着ちやく実じつに強くなっている。

「それに次の捕縛はあたしと美優とタマがいるし、お願いすれば恵翔さんや本山の人達だって協力してくれるかもしれない！　魔障が先を行ってても、人数揃そろえればいけるよ、きっと！」

　人の個人情報まで探ってるくせに、これで本山が無視するなら本気で訴えてやる！　と拳を握れば、あ然としていた光明がふいに相そう好ごうを崩くずした。

「要は前向きだな」

　眩まぶしいものでも見るかのように目を細める。

「ありがとう」

　光明の優しい声に応えようとしたとき────。

　突とつ如じよとして要の全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だった。




（──え!?）




　激しい悪お寒かんが走り、要は自身の身体を抱きしめる。

　止めようもなく身体が震え、要は唾つばを吞み込み辺りに視線を巡めぐらせた。

（なに、これは!?）

　何か音が聞こえたわけでもないし、視界に何かが映ったわけでもない。

　公園の中は変わらずのどかで、暗くなりつつある空には少しも慌てることなく飛ぶ鳥の姿がある。

　それなのに、頭の中を爆ばく風ふうが吹き荒れたような奇き妙みような感かん覚かくに襲われたのだ。

「光明……！」

　不安のままに見上げれば、光明は険しい顔で要の腕を摑んだ。

「こっちへ！」

　てっきり公園を出るのかと思ったが、光明は木こ立だちの中に走っていく。

　暗がりに入ったとたん、羂索を握った光明の全身が一瞬にして変化した。

　七しち分ぶ袖そでのシンプルな白シャツにブラックジーンス、肩から横掛けの鞄を提さげた普通の大学生の姿が、あっという間に墨すみ染ぞめの衣と山やま吹ぶきの袈け裟さの僧侶へと変わっていく。

「ごめん、ちょっと我慢しててくれ！」

　驚きよう愕がくに固まった要を抱き寄せ、光明は地面を蹴ける。

（うわ────っ！）

　このぐんぐん上じよう昇しようしていく感覚はタマでおなじみだ。

　とにかく光明の胸にすがりつき、風ふう圧あつに耐たえる。何度か空間を跳ちよう躍やくする気配があり、目を開いたときには予想どおり空の高みにいた。

　だが要の第一声は光明への文句でも問いかけでもない。

「火事だ……！」

　要達のいる公園から北方に数キロメートル。

　かなりの広範囲にわたって、赤い炎が燃え盛さかっていたのだ。

　途惑い動きを止めた光明に、要はすぐさま声をかけた。

「行ってみよう──！」

　原因が何であるかは、行ってみれば分かる。

「あ、ああ──！」

　我に返り、光明は慌ててうなずいた。







　遠くからサイレンの音が聞こえる。

　夜空を渡り、要と光明が駆かけつけたときには辺りは火の海だった。

　有ゆう刺し鉄てつ線せんで区切られたそこが廃はい工こう場じようだということは分かったが、要も光明もただただ眼がん下かの光景に立ち尽つくす。

　それは、今まで事件として取り上げられた火か災さいの比ではなかった。

　工場の建物だけでなく、広大な空あき地ちに置かれた廃はい材ざいまでもが火を噴ふき上げ、赤い炎を揺ゆらめかせている。

　あまりに大きな火災状況に、光明の腕に支えられた要は訝しげに眉を寄せた。

（これは、魔障とは関係ない本物の火事？）

　もはやそう考える方が自然だ。要と綾香が襲われた炎など比べものにならない。

　しかし。

「要ッ!!」

　鋭するどい声に、炎に見入っていた要は弾はじかれたように顔を上げる。

　要を抱いたまま光明が宙ちゆうを蹴り、同時に要はステッキに手を触れていた。

（変われ!!）

　ワードを詠えい唱しようする余よ裕ゆうがなかった。

　全身全ぜん霊れいで念じた要の全身を光の渦うずが巻き込み、瞬きする間に制服や鞄、身に着ける全てが溶とけて新たな形へ変わっていく。

　素早くドリームピンクに変身した要は、反はん射しや的てきに襲い掛かってきた「何か」を寸前で躱かわした。光明の羂索が唸うなりを上げてそれを貫つらぬく。

　断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げる敵を見て、要は驚愕した。

　二人に襲い掛かってきたそれは赤い、揺らめく炎だったのだ。

（また別の魔障──!?）

　だが、光明の攻こう撃げきによって消えようとする炎を見つめ、要は目を眇めた。

　炎の中心に、燃えて灰はいになろうとする薄うすい紙のようなものが見える。

　炎に浸しん食しよくされて黒く燃えていくその紙には、要には理解できない文字のようなものが描かれていた。

（お札ふだ……？）

　だが、悠ゆう長ちように炎の行方ゆくえを見ていられたのはそこまでだ。

　突然地じ鳴なりのような響きが聞こえ、要と光明はとっさに背中を合わせる。

　足元に広がる炎の海がまるで命を持ったかのように胎たい動どうし、ひとつの姿を象かたどっていったのだ。




（これは──────ッ!!）




　身み構がまえたときにはすでに遅く、鼓こ膜まくを破るような咆ほう哮こうが響いていた。

　渦巻く灼しやく熱ねつの轟ごう炎えんを切り裂さき現れたのは、炎の龍りゆうをまとった半はん裸らの鬼き神じん。

　昨日の今日で不動明王の霊格が戻るとは思えない────。

　そう予よ測そくしたタマの言葉を容易たやすく打ち破り、現れた魔障は真っ直ぐ光明に襲い掛かる。

「光明ッ!!」

　すかさず投げた要の法ほう輪りんが魔障に命中するが、勢いは消しきれない。

　間かん一いつ髪ぱつ躱した光明が羂索で拘こう束そくするが、魔障はそれをものともせず紅ぐ蓮れんの炎を放出する。

　辺りを熱ねつ波ぱが満たし、たまらず二人が後方へ跳躍した瞬しゆん間かん──。

　それを読んでいたかのように、要の目の前に鬼おにの姿が迫せまった。

（しまっ────！）

　危き機きを察さつ知ちした脳が、逃げろと叫ぶ。

　それなのに要は動かなかった。

　いや、動かなかった、ではなく動けなかったのだ。

　鼻先に迫った魔障の赤黒く濁にごった眼めが要を捕らえ、その大きく開いた口が耳まで裂ける。

　本ほん能のう的てきな恐怖に足が竦み、全身が凍こおりつく。

　焼けつく高熱を感じたときには逃げることも叶かなわず、視界が赤一色に染まっていた。

（熱い────────！）

　死ぬかもしれない──、ということすらどこか置き去りにされた思考の中で、誰かの絶ぜつ叫きようが響く。

「要────────ッッ!!」

　腕がもげそうな力で引きずられ、思わず我に返った。

　腕に絡からみつくのは五色の縄。

　羂索に勢いよく引っ張られた要は、真っ直ぐに黒い衣の胸に庇い込まれる。

　息が止まるかと思うほど抱きしめられた瞬間、辺りを灼熱の旋せん風ぷうが吹き荒れた。

（光明ッ!?）

　叫ぶ暇ひまさえない。

　時間にして、たった一秒。

　狙ねらわれた要を即座に炎の中から救い出した光明は、要を庇ったまま自らの身体を盾たてにして魔障の攻撃を防ふせぐ。

（どうして──！）

　なぜ。

　魔障が明らかに桁けた違ちがいの強さに変わってしまったことは分かるのに。逃げた方がいいということも分かるのに。

（なんで庇ったりなんか──…………ッ!!）

　光明に全身を抱きすくめられていてもなお感じる、猛もう烈れつな紅こう焰えんに意識が薄れる。

　ぐらりと平へい衡こう感覚が狂くるうのを感じ、炎の直ちよく撃げきを受けた要と光明は折り重なって吹き飛ばされた。

　地面に叩きつけられ、衝撃と炎の熱さに呼吸が止まる。

　かすむ視界に炎をまき散らしながら飛び去る紅あかい龍、そして火の粉こを噴き上げる夜空が映り────。




　それを最後に要は意識を失った。
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「何事だ！　これは……！」

　タマに運ばれ夜空を飛んできた恵けい翔しようは、見知った僧そうを見つけるなり声を震ふるわせた。

　常つねに冷れい静せい沈ちん着ちやくな恵翔が激はげしく狼ろう狽ばいしている。

　恵翔と美み優ゆが駆かけつけたときには、廃はい工こう場じようの周囲は人で溢あふれ返っていた。

　消火活動の続く工場から少し離れた空あき地ちには、数人の僧達が集まっている。

「要かなめ！」

　側そばには黒い制せい服ふく姿すがたの少女が横たわっており、美優は急いで駆け寄った。

「要!?　要！」

「落ち着いてください、美優さん。気き絶ぜつしているだけです」

　小さな呻うめき声を上げた要にほっとし、タマはその身体からだを抱き上げた。気を失うしなってから時間が経たっているのか、変身が解とけている。

　赤い炎ほのおを噴ふき上げる工場を呆ぼう然ぜんと見ていた恵翔は、二人の僧そう侶りよに目を留とめた。

「……お前達、なぜここにいる……？」

　二人は、恵翔が大だい抄しよう寺じを訪れたときに付き人としていた僧侶達だ。

「紅こう龍りゆう寺じで本山からの連絡を待てと言ったはずだ。なぜこんな場所にいる？」

　僧侶達は揃そろって高こう揖ゆうし、口々に言った。

「北部にて大だい規き模ぼな火か災さいがあったと連絡を受け、急ぎ駆けつけた次し第だいでございます」

「魔ま障しようが現れ、その力が暴ぼう走そうしたようです」

　よどみなく答えられ恵翔が言葉を止めたとき。

「光こう明めいはどこ!?」

　美優が恵翔を押しのけ詰つめ寄った。

「なんで要しかいないの!?　光明はどこ!?」

「藤とう堂どう殿どのは魔障の攻こう撃げきを受けて倒たおれられました。すでに安全な場所に運んでおりますのでご心配は」

「するに決まってるでしょう!?　なんであんた達のところに運ばれないと駄だ目めなのよ！　返して、今すぐ光明をここに連れて来て!!　あんた達のせいでこうなったんでしょ!!」

　僧侶は露ろ骨こつに面めん倒どうそうな顔で美優を遮さえぎった。

「藤堂殿が目を覚まされればお帰りいただく。この場では危険があるためお移りいただいただけで」

「だったら要も連れて行きなさいよ。下へ手たに宗しゆう派はに関係ない女子高生連れて行って訴うつたえられたらまずいとでも思ったの？」

　凍こおりつきそうな声で一息に言い、美優は二人の僧侶を瞬まばたきもせずに見上げた。

「──あんた達、呪じゆ符ふで核かくを作って人じん為い的てきに魔障を作ってたでしょう。消える瞬しゆん間かん、札ふだが見えたわ」

「何を根こん拠きよに」

　呆あきれたように鼻で笑われ、美優は怒いかりを込めた視線で睨にらんだ。

「確かにあのやり方なら証しよう拠こなんて残らないわよね。でも私にはあんた達から出る瘴しよう気きが分かる……！　魔障を作ってここまでことを大きくしたのはあんた達二人よ!!」

　美優が叩たたきつけたとき、新たに消しよう防ぼう車しやのサイレンが聞こえた。

　ものすごい速さで近づく音に、タマが素す早ばやく美優の腕を摑つかむ。

「美優さん、いったん退ひきましょう！　恵翔さん、光明さんをお願いします!!」

　事情聴ちよう取しゆなどされてはやっかいだ。

　この中で敵ではないと判はん断だんできた恵翔に後を託たくし、タマは片腕で要を担かつぎ、もう片方で暴あばれる美優を強ごう引いんに捕つかまえ空へと上がる。

　眼がん下かの恵翔は顔色をなくし、ただ呆然とタマを見上げていた。
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「絶対あいつらが犯はん人にんなの!!」

　目覚めたばかりの頭に高い声が響ひびき、要はこめかみに手を当てた。

　美優の拳こぶしが叩きつけられたため、茶ちや卓たくに置かれた湯ゆ吞のみが跳はねる。熱いお茶が零こぼれ、光明の母が慌あわてて布ふ巾きんで拭ぬぐった。

「あの恵翔とかいう坊ぼうさんが手て下した使って魔障を作り出してるのよ！　本当よ、おじいちゃん！」

　光明の祖そ父ふである住じゆう職しよくは腕を組み、無言のまま目を閉じている。

　大抄寺の茶の間には住職、光明の父ふ母ぼ、タマ、美優、そしてあのあとすぐに目覚めた要が顔を揃えていた。

　あれだけの炎に包つつまれ墜つい落らくまでしたのに、驚おどろいたことに要は無む傷きずだった。変身している間はあらゆる肉体的損そん傷しようが軽けい減げんされるらしいが、光明が庇かばってくれたことも大きかったのだろう。

（光明……）

　要はぐっと制服の胸に手を当てた。

　あのあといったいどうなったのか。光明は怪け我がなどしていないだろうか。

　本山の僧と美優のやり取りや、廃工場が無人であったため人の被ひ害がいがなかったことは聞けたが、肝かん心じんの光明が無事であるかどうかは分からずじまいだった。

　焦あせりは同じらしく、美優は座ざ卓たくに身を乗り出す。

「タマだって鬼き神じん招しよう請せいの呪符を見たでしょ!?　恵翔って人、白しら々じらしく驚いてたけど絶対知らないはずないんだから！」

「ちょっと待った美優、あのお札の文字読めたの？」

　要は慌てて話を止めた。

　要の目には何か書いてある、程てい度どにしか見えなかったが、美優にははっきり見えたらしい。

「読めるに決まってるじゃない。『来たれ大鬼神よ　破は壊かい者しやよ　此こ処こに止し住じゆうし　身しん命めいを害がいせよ』で呪のろいの言葉よ」

「なんか四文字ぐらいの呪じゆ文もんに見えたんだけど、そんな長いの!?」

「一ひと文も字じでいろんな意味があるの」

「なんで読めんの!?」

「なんでって……知ってるからに決まってるじゃない」

　むしろ読めない要に途と惑まどうような反はん応のうだ。

　要はへぇ……と感かん嘆たんの息を吐はいた。

「やっぱ、お寺の人と子供の頃から関わってきたから？　すごいね、美優」

　魔障の正体を探るのに、タマが美優を連れて行ったわけがよく分かった。これは確かに要では役に立たない。

　重ねて褒ほめればやや気分が良くなったのか、美優は照れ隠かくしのようにぷいと顔を逸そらす。

　その隙すきを狙ねらい、タマが口を開いた。

「ですが美優さん、恵翔さんは黒くろ幕まくではありませんよ。彼は本当に身に覚えがないようでしたから、彼の部下が独どく断だんで行動したと考えた方がいいでしょう」

　仮にも本山の高こう僧そうであり、若くして大だい僧そう正じように仕事を任まかされるほど優秀な人物だ。

　タマは恵翔を信用しているようで、要は不思議に思いつつ辺りを見回す。

「そういえば、本山の人達ってどこにいるの？」

　見たところ、この場に本山の監かん視し役やくの姿はない。

「東ひがし湊みなと市しに私達の宗派で〝紅こう龍りゆう寺じ〟という大きなお寺があるんだよ。そこに本山から来た方々はお世話になっているそうだ」

　要の疑問には、光明に年をとらせ、少しだけ頼たよりがいをプラスしたような穏おだやかな光明父が答えてくれた。寺の仕事以外に副職を持っているそうで、髪があるせいか光明によく似ている。

「じゃあ光明はそこに……？」

　連れて行かれたと考えるのが自然だろう。光明父がうなずけば、美優が素早く立ち上がった。

「紅龍寺ね、行ってくる！」

「早っ！　ちょっと美優待って……」

「美優。待ちなさい」

　声を上げたのは、今まで一言も発しなかった住職だった。

　住職は組んでいた腕を解とき、迷うような顔でタマを見上げる。

「お猫ねこ様さま。我われ々われはどうすればいいのでしょうか」

　光明が紅龍寺に連れて行かれたということは、拘こう束そく目的だろう。単なる保ほ護ごなら大抄寺に連絡が来る、もしくは要も連れて行くはずだ。

　意見を求められたタマはしばし目を閉じる。

「あちらも本気のようですね。いつまでも光明さんを紅龍寺に閉じ込めておけるわけはありませんし、今夜中に決着をつけるつもりかもしれない」

「決着って……」

　誰とだ、という要の疑問にタマは肩かたをすくめた。

「魔障とですよ」

「光明しか捕ほ縛ばくできないんじゃなかったの？」

　だからこそ、光明を頑がん張ばらせてきたのではないのか。

「そうですが、本山はそれを信用していません。それを承しよう知ちで光明さんを連れ戻すなら、私達は牢ろう破やぶりも同然ですね。本山の魔障捕縛を邪じや魔まする者として、ますます睨まれるでしょう」

「では……」

　うなだれた住職に、だが、タマはくぎを刺さした。

「でもね、もうどちらにしろ同じなんですよ。この寺は総そう本ほん山ざんの審しん判ぱんに掛かけられるしかない。恵翔さんに良心があれば不ふ問もんでしょうが、今のままではこの大抄寺が全ての犯人にされるかもしれない。ただ、私が光明さんを救出したいのはこの市のためです。廃工場の火災を見るからに、魔障は大きくなりすぎている。光明さんが捕とらえられたままなら、この市は近いうちに焼け野原になりますよ」

「────！」

　全員そこまでは想像していなかったのだろう。

　誰もが絶ぜつ句くしたため、茶の間は水を打ったように静まり返った。

「本山の僧が余よ計けいなことをする前なら、長期戦になったとしても特に被害なく終われたでしょう。でももう遅い。魔障は呪符を取り込み力をつけてしまった。捕縛できるのは光明さんだけなんです」

　タマの真しん剣けんな声こわ音ねに、光明母は「ああ……！」と指先で口くち許もとを覆おおった。

「あ、あの子にそんな大たい役やくが……！　幼よう稚ち園えんからずっと文化祭では裏方しかしてこなかったのに……！」

「す、鈴すず子こさん、今そんな話は……！」

　光明母の名は鈴子と言うらしい。焦った夫に止められ、鈴子は震えながら詰め寄る。

「でも、あなた！　あの子はこういう「ここ一番！」にとてつもなく弱いんですよ!?　受験のときも食べられないわ眠れないわで本当に苦労しましたもの！　そんな緊張しがちでプレッシャーに弱い子がこんな大事に……！」

「う、うん、まあ、確かに。親の私が言うのもなんだけど草そう食しよく系けいな子だからなぁ……。自分から何かを選んだりしないし、争あらそいごとも苦手だし。買い物に行ったら、店員さんの押しに負けて買いたくもない物買って帰って来るし……」

「そして後こう悔かいが長い！　期待を寄せられることにも弱いしのー。子供の頃は、檀だん家かさんの家で経きようを読ませたら、必ずと言っていいほどとちっとったな。落ち着いてやればできる子なんじゃが……」

　心配は祖父である住職も同じらしく、難しい顔で唸うなる。

「そんな子が強くなった魔障相手にどれだけ戦えるもんなんか……」

「おじいちゃん心配しないで、私も頑張るから！　光明にできなくてもちゃんと助けるから……！」

「いいえ、美優さん。光明さんならできますよ」

　さらりと言ったタマに、全員が注ちゆう視しした。

　タマは気き負おうことなく、当然のことのように続ける。

「私が選んだのです。できない人間を私は選んだりしません。光明さんは強いのに、光明さん自身がそれを信じていないのです。──要さん」

　呼びかけられ、一同の視線が要に向かう。

「あなたはどう思っていますか？　光明さんに魔障捕縛は無理だと思いますか？」

（あたし──？）

　要はうろたえ、束つかの間ま口を閉ざした。

　要が光明と出会って、まだ数日しか経っていない。実じつ質しつ五日もないのではないかと思う。

　一人の人間を知るには短すぎる時間だ。家族や、子供の頃から付き合いのある美優の方が彼をよく知っているに違いない。

（でも……）

　目を閉じ、要は考える。

　タマが光明に与えた力と、彼の戦いぶりを。

　光明の行ってきた魔障捕縛は、はたして「失敗」なのだろうか？

（──いいや）

　要は意識を失う直前、自分がワードを唱となえずに変身したことを思い出していた。

　切せつ迫ぱくした危き機きを感じ、「変われ」と強く願うことでドリームピンクに変われたことを。

「……タマ。あたしが光明と初めて戦ったとき、飛べると信じれば飛べるって言ったよね？」

「ええ。言いましたよ」

　自信に満ちた声が答える。

　飛べると信じれば飛べる──。

　タマは噓うそでも誇こ張ちようでもなく、ただ真実を言っただけなのだ。

（光明の戦いは〝失敗〟じゃないんだ。きっと）

　俺なんか、という光明の声と、タマの「光明が強いことを光明自身が信じていない」という言葉がかっちりとかみ合った気がして、要はゆっくりと目を開いた。

「──あたしは、光明ならできると思っています」

　家族を前に遠えん慮りよして、お世せ辞じを言ったわけではない。これは要の偽いつわりのない本心だった。

　無条件の信しん頼らいだった。直ちよつ感かんといってもいい。

　美優が、光明の父母が目を見張る。

「要さん……」

　住職の声音には驚きと喜びが混まざり合っていた。

　各人各様、それぞれの感情に静まった茶の間でタマが切り出す。

「光明さんを助けるなら要さんと美優さんで乗り込むのが早い。こちらの住職やご両親が何度紅龍寺を訪ねて行っても無意味でしょう。光明さんを助け出したその後は、おそらくすぐに魔障捕縛になりますが──」

　タマは言葉を区切り、真まっ直すぐに要を見つめた。

「要さん。あなた動けますか？」

　心情を慮おもんぱかった的てき確かくな言葉に、要は息を詰めた。

　タマの瞳ひとみに浮かぶのは不安ではなく心配だった。

　本当に役に立てるのか、ではなく、魔障に襲おそわれたすぐあとに戦いの場に赴おもむいても大丈夫かという。

　炎に包まれたときのことは、実のところあまりよく覚えていない。

　光明が守ってくれたし、肉体的な衝しよう撃げきなら落らつ下かのときの方がはるかに強かったからだ。

　それなのに、目を閉じたとき瞼まぶたの裏に映るのは墜落の情じよう景けいではない。

　要の意識に強きよう烈れつに残ったのは、赤い目だ。

　要を凍りつかせた、あの魔障の赤黒く濁にごった眼────。

　きっと炎のことは〝覚えていない〟のではなく、心が無意識のうちに思い出さないようにしているだけなのだ。

（──実際に魔障の前に立てば動けなくなるかもしれない）

　それが無意識の力であり、恐きよう怖ふを感じれば身体は心の動きに従したがってしまうだろう。

「要さん。むちゃくちゃなこと言うとるのは承知の上じゃ」

　身じろぎしない要に、住職はおもむろに深く頭を下げた。

「あの子を助けて、一緒に戦ってやってくれんか？　一人じゃない、美優もお猫様も、要さんもおるならあの子も踏ふん張ばれるかもしれん」

　光明の父も母も、同じように手をつく。

「要……」

　ぎゅっと手を握にぎられ、見れば美優が泣きそうな顔で要を見つめていた。

「お願い……。力を貸して」

　うつむいた美優の声が震える。

（美優……）

　しゃくりあげるように小さな肩が上下し、要はそっと美優のふわふわとした髪を撫なでた。

「バカ、なんで泣くの」

「……泣いてないもん！　光明頑張ってるのに、おじいちゃん達も悪くないのに、悪者にされるのがイヤなの……！」

「うん、そのとおりだ」

　藤堂家と家族のように過すごしてきた美優には、当然の悔くやしさに違いない。

　しかし、それは付き合いの浅い要でも同じこと。

（もう深くまで関わってしまったんだ）

　魔障は怖いし、自分がどこまで動けるか分からない。だがそんなことをこの場でいくら考えても時間の無む駄だだ。

（動けるか動けないか、やってみりゃ分かる！）

　ここで無関係だからと光明や大抄寺を見捨てては女がすたる。

「今いま更さらやらないなんて言うわけないじゃん。ここまできたのに」

　美優の涙を拭い、要は妹にするようにニッと笑った。

「あたしも手伝うよ。一緒に行こう！」

「要！」

　ぱっと顔を輝かがやかせ飛びついてきた美優を抱きしめ、要はまだ心配そうな住職に向き直った。

「あの、あたし二回しか魔障と戦ってないんですけど、確かに怖かったです」

　いくら変身していればあらゆる攻撃を軽減できると聞かされても、怖いものは怖い。それは肉体的な苦く痛つうではなく、精神的なものだ。

「でも、光明はそれとずっと戦ってきたんですよね」

　最初は魔障も弱かったと言っていた。

　やっと戦いに慣なれて、それなのに魔障の力が強くなっていって、追いつけないのではないかという恐怖と焦りを感じて。

　人外のものに対し、身動きが取れなくなったこともあるだろう。最初はずっとそうだったのかもしれない。

　最後に見た光景が脳のう裏りに浮かぶ。

「──それなのに、炎の直ちよく撃げきからあたしを庇ってくれたんです」

　人間は危機に陥おちいった時に本性が現れる。

　光明にはもう何回庇ってもらったか分からない。おそらく、彼の根底には人を守るという意識が絶たえず流れているのだろう。

　要は真っ直ぐに住職、光明の父母を見つめた。

「タマの言うとおり、あたしも光明が弱いはずないと思っています」

　言い切った瞬間。

「要ちゃあああんんん!!」

　光明母の感極まったような悲ひ鳴めいが響いた。突とつ然ぜん背はい後ごの長持ちを手早く探り、何かを取り出す。

　あ然とする要に向け、光明母は手にした物を突きつけるように開いた。

「はいこれっっ!!」

　光明母が力強く開いた半紙には筆ふでで力強く「嫁よめ！」と書かれていた。

　どう反応すればいいのか分からず固まった要の前に、スライディングのように光明父が僧衣を翻ひるがえして滑すべり込んだ。「嫁！」半紙を背中に隠し、笑顔で詰め寄ってくる。

「ちょ、ちょっとこの人は置いといて……！　要さんは何も気にしなくていいからね!?」

「そ、そうじゃ！　鈴子さん、急せいては事ことを仕し損そんじると言うじゃろがっ！」

「お義と父うさん！　私、毎日願がん掛かけのつもりでこれを書いてきましたのよ!?　ここで使わずにいつ使うのです!?」

　あーだこーだと言い合う藤堂一家に、美優が頰ほおを膨ふくらませて立ち上がった。

「まったくもう、鈴子さん気が早すぎ。私もいるのに」

「え？」

「なんでもなーい」

　さっきまで泣きついてきたはずの美優は、つーんとそっぽを向く。その頰にもう涙の痕あとはないようで、要はなんだかほっとして美優の手を取った。

「よし。じゃ、行くか！」

「ちょっと、なんであんたと手繫つながないとダメなのよ!?」

「はいはい、美優さん行きますよ」

　ぶんぶんと手を振り払はらおうとする美優をなだめ、タマも笑いながら立ち上がる。

　もう迷う時間も考える時間もいらない。

　要は美優の手を取ったまま、住職や光明の父母に敬けい礼れいした。

「では、光明を助けに行ってきます！」
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　どこかから落下するような浮ふ遊ゆう感かんに襲われ、光明はびくりと体を揺ゆらして目を開いた。

　辺りは薄うす暗ぐらくぼんやりしている。

　仰あお向むけのまま視線だけをさまよわせれば、見たこともない木の天てん井じようだった。

（夢……？）

　何かに襲われ、落ちていく夢を見たらしい。汗をかいていたのか、背中が冷たかった。

　音は何も聞こえない。時間の感かん覚かくもあやふやで、雰ふん囲い気きからして夜中のようにも思えた。

　部屋の隅すみには灯とう台だいのような小さな常じよう夜や灯とうが置かれ、ぼんやりとしたオレンジの光が零れている。

　そこは古めかしい六ろく畳じようほどの和わ室しつだった。

　出入り口は障しよう子じ、窓には格こう子しが下ろされているが光は全く入ってこない。夜にしても不自然なほどの暗さだ。

　いつのまにか光明は白い単衣ひとえを着せられており、身につけていた服はおろか、持っていた鞄もなくなっている。

（そうだ、要……っ！）

　辺りの様子が分かると同時に最後に見た記き憶おくが甦よみがえった。

　寝ている場合ではない。

　さすがに炎の直撃を浴あびたせいか身体は重かったが、跳ね起き、障子に勢いきおいよく手を掛ける。

「あッ!!」

　だが電流のような痛みが全身を走り抜け、もんどりうって布ふ団とんの上に転ころがった。

「痛ッ──……っ！」

　四し肢しが痺しびれ、視し界かいがかすむ。三さん半はん規き管かんがやられたのか、眩暈めまいと吐き気がして、うずくまりながら何度も唾つばを吞のみ込む。

　息を整ととのえ、涙を拭った光明はようやくその障子の異様さに気がついた。

「──これは……！」

　なぜ不自然なほど部屋が暗いのか分かった。

　格子窓と障子、明かりを入れるその二つの表面を覆うように、びっしりと札が貼はられていたのだ。一ひと筋すじの光すら入らないように、部屋を囲むように外側から隙間なく。

　何の目的で書かれた札なのか、先ほどの電流で考えなくても分かった。

「目覚められましたか」

　すぐ外から声が聞こえ、光明はあやうく声を上げそうになった。

　思わず正せい座ざになると、あっけないほど簡単に障子が開き鈍にぶい光が漏もれる。

「ご無事で何よりでした。藤堂光明殿」

　端たん坐ざし、薄暗い木目の廊ろう下かから光明を見つめているのは、本山の僧、恵翔だった。

「恵翔さん、これはいったい……っ」

　なぜ自分が結けつ界かいの中に閉じ込められているのか。混こん乱らんする光明に恵翔は淡たん々たんと口を開く。

「あの火事の折、私の付き人達があなたを連れて来たようです。あなたに勝手な行動をされては困りますので。──申し訳ありませんが、私が魔障を捕縛し、戻るときまでここにいていただきます」

「どういうことですか!?　あの魔障は!?　逃にげたのなら早く追わないと、俺あんまり戦えなかったから……！」

「知っています」

　大変なことになる、と必死で弁べん解かいしようとしていた光明は、落ち着いた肯こう定ていに驚いて動きを止めた。

　恵翔は正座をしたまま、深く頭を下げた。

「光明殿にはお詫わびをいたします。私の連れて来た者が事件を早く片づけようと、鬼神招請の呪符で魔障を作り出していました。監視のためだけに、大僧正の信頼厚あつい私が遣つかわされるのが不満だったのでしょう。あなたの手に負おえないほど事件を大きくして、それを私が解決すればいい、と」

「そんな……！」

　光明は驚きよう愕がくに震えた。

　美優がそう疑っていることは知っていた。

　他ならぬ自分も呪符を見た。だが光明の中では、総本山の僧である彼らがそのような行いをするはずがない、という気持ちの方が強かったのだ。

　その気持ちは恵翔も同じだったに違いない。

「その者達はすでに拘束しておりますし、このことは大僧正に包み隠さずお話しします。彼らの破は門もんだけでなく、私にも責せき任にんがかかるでしょう」

　未いまだ頭を上げず、低てい頭とうし続ける恵翔の声は呻きのようだった。

「現在、魔障は私の呼んだ本山からの応援によって抑おさえられています。ですがそれも時間の問題だ」

　恵翔は静かに面おもてを上げた。

　その切れ長の目には、並なみ々なみならぬ決意の色が湛たたえられている。

「──汚お名めいを雪そそぐには結果を出すしかない。今夜、魔障を破壊します。あなたの羂けん索さくをお借りいたします」

「!?　恵翔さん！」

　立ち上がった恵翔の手には、光明にとって馴な染じみのある羂索が握られていた。

　追おうというそぶりを見せた光明を、恵翔は目だけで押さえつける。

　あまりに鋭するどい眼がん光こうに、光明は本ほん能のう的てきにたじろいだ。

「……藤堂光明殿。あなたは、本当に選ばれた方なのでしょう。あのお方が側にいるのですから」

「あのお方……？」

「猫殿です。あの方は自由に姿を変え、見えないものを見る。《人智の果てアビージユナー》をお持ちの方を疑うたがうことはできません」

「アビー……ジュナー……？」

　わけが分からず繰くり返すと、歯を食いしばった恵翔の顔が歪ゆがんだ。

「なぜあなたのように何も知らない者が選ばれるのか……」

　血の滲にじむような声には、剝むき出しの敵意がある。

　恵翔は切れ長の目に怖ろしいほどの憎ぞう悪おを浮かべ、ただただ目を見開く光明を睨みつけた。

「あなたに代わり、私が魔障を捕らえてみせる──。あなたにはもう任せられない。あのときに限かぎらず、あなたは全てにおいて戦えていない。どれだけ挑戦しても、臆おく病びようなあなたにあの魔障を捕らえることはできない」

　全身に冷や水を浴びせかけられた気がして、光明は凍りついた。

「なぜ猫殿に選ばれてから四カ月もかかったのですか？　その間あなたはいったい何をしていたのですか？　選ばれたのがあなたでさえなければ、事件はもっと早く片がついていた。私の付き人達は確かに悪い。だが、あなたさえしっかりしていればこんな大事にもならなかった──！」

　たまっていた物全てを吐き出すように言い切り、恵翔は忌いま々いましげに目を閉じる。

　そして、肩で息をつくと光明に背を向けた。

「なぜ私ではなく、あなたが猫殿に選ばれたのか分かりません」

　背後に控ひかえた二人の僧を見張りとして置き、恵翔は静かに障子を閉ざした。

「恵翔さんッ！」

　思わず障子に触ふれてしまった光明は悲鳴を上げ、再び布団に転がる。

　同じことを二度繰り返して悶もん絶ぜつしていると、目の前が涙で滲んだ。




　──あなたさえしっかりしていれば……。




　恵翔の言葉の全てがぐらぐらする頭の中でこだました。

（そんなこと……）

　自分が一番よく分かっている────。

　……と、遠くなる意識の中で返したとき。

「寝ないでくださいよ、光明さん」

　やけに間近で聞こえた声に、光明は仰ぎよう天てんして跳ね起きた。

　幻げん聴ちようでも幻まぼろしでもない。タマがひょうひょうとした顔で身を屈かがめ、寝転がる光明を上から見下ろしている。

「お猫様!?」

　驚きのあまり裏返った叫さけび声に、札で黒くなった障子の向こうから警けい戒かいした声が聞こえた。

「藤堂様、何かございましたか？」

　見張りの僧が動く気配がする。耳を澄すませ、中をうかがっているようだ。

「い、いえ。なんでもありません。結界に触れてしまっただけです」

「……あまり抵てい抗こうなさいませんように。怪我だけでは済みませんから」

　あけすけな脅おどしに返事をする気も萎なえる。

　黙だまった光明に満足したのか、二人の僧も元のように障子から離れ正座する気配がした。

　その間にも結界を破らず現れたタマは格子を手でノックし、障子をしげしげと眺ながめている。

「えらく厳げん重じゆうですねー。でもこんなもの、私には効ききませんから」

　タマの声は外に聞こえていないのだろう。ひそめることなく、普段どおりにタマはしゃべり続ける。

「恵翔さんが魔障退たい治じに出発しましたよ」

　知っている。

　うなずくと、タマは肩をすくめた。

「やけに落ち着いてますね。あれだけの魔障が集まって、恵翔さんやこの町が無事でいられると思っているんですか？」

「！」

　とっさに腰を浮かせた光明に、タマは少しだけ微笑ほほえんだ。

「危ないとすれば、あなたはどうしますか？」

　問いかけに、全身が強こわ張ばった。

「あなたが行くというなら、私はいますぐにこの場の封ふう印いんを解いてあげましょう」

　出られる。そう思っただけで身体は喜ぶどころか汗が滲み、足が竦すくんだ。

　タマの言うことは噓ではない。

　知っている。自分は、タマが造ぞう作さもなくこの部屋の封印を解いてしまえることを。

　四カ月間一緒に戦ってきたからではなく、これは直感的な確かく信しんだった。

　タマはこんな結界など軽かる々がると払ってしまうだろう。それなのに。

　──出してください、という言葉がどうしても口から出てこなかった。

「……お猫様……」

　外の見張りを意識したわけでなく、吐き出された声は消え入りそうなほど微かすかだった。

「お猫様は……どうして俺を選んだんですか？」

　ずっと心の中に抑えてきた問いを、光明は初めて口にした。

　頑張らないといけない。選んでもらったのだから、力を出さなければいけない。

　──でも。

「何回やっても上う手まくいかない。やればやるほど駄目になる気がして、もうできるような気がしないんです」

　光明はうなだれたまま、ささやいた。

「きっと、俺なんかじゃ駄目なんです…………」

　ずっと、言おうとして言えなかった。

　なぜ、よりにもよって自分のような弱い人間が選ばれてしまったのか。

　自分以外の人を探してほしい。もう終わりにしてしまいたい。弱いと罵ば倒とうして見切りをつけてほしいと何度も思い、それでも頑張ってきたが、もう限げん界かいだった。

　光明は黙もくしたまま、じっとタマの返事を待つ。

　長い沈ちん黙もくがあり、やっと聞こえたのは深いため息だった。

「……まったく。私がなぜ恵翔さんや本山の人間を操あやつらなかったか分かりますか？」

「え……？」

　思わぬことを言われ、光明はぽかんとした。

　そんなことは考えたこともなかった。発想が突とつ飛ぴすぎて、操ってどうするんだと思ったが、少し考えて監視の件や大抄寺に関わってきたことかと悟さとった。

　光明はおずおずと口ごもりながら答えた。

「あの、恵翔さんが高僧で……お猫様の洗せん脳のうが掛かりにくいから、ですか？」

「言いましたね光明さん、私が恵翔さんを操れないと？　あなたと恵翔さんにドリームピンクの衣装着せて大学に登校させても構かまわないんですよ私は」

「すみません、間違えましたッッ!!」

（あ、危ないっ……！）

　平へい伏ふくしながら冷や汗が出た。プライドを刺し激げきしてしまったらしい。そんなことになってしまったが最後、自分は退学を選ぶだろう。

（でも、お猫様が恵翔さんを操らなかった理由って……）

　必死でタマのプライドを傷つけない理由を探すが、先に述のべた理由以外では特に考えつかない。しいて言えばモラルの問題かと思うが、タマがそのあたりを気にするかと言われると微び妙みようだ。……失礼ながら。

　頭を悩なやませていると、上からまたため息が落ちた。

「あなたに自分で気づいてもらいたかったからですよ。なぜ、自分が本来持っている力を出せないのかを」

「俺は、力なんて何も……」

　タマは光明の返事などどうでもいいように、そうですかと流した。

「本当にここはとても不思議なところですね。誰もが目に見えて信しん仰こう深いわけじゃないのに、超ちよう越えつ的てきな存在に疑いを抱いだかず真っ直ぐな人がいる」

「……お猫様……？」

　ここ、というのがこの部屋のことだと思っていた光明は途惑い、目を瞬またたく。

　タマは微かに笑い、視線を落とした。

「信じるものなどないよ、と言いながら真しん摯しで敬けい虔けん。自分のことだけを考える人にまやかしの強さがあるのはどこでも同じですが、自分のことより他人のことを考えられる人に心の強さが伴ともなわない。余よ所そでは誠実であればあるほど強いことが普通なのに」

　意味はよく摑めなかった。

　ただ、なんとなく「お前は弱い」と言われている気がして、光明はうなだれる。

「──だから私はここへ来たんですけどね」

　苦笑交じりの声がして、光明は顔を上げた。

　見下ろす茶色い瞳と目が合い、とっさに逸らす。

「あなたの気持ちは分かりました。ではここで待っていなさい」

　その一言を最後に、タマの姿は光明の前から消えてしまった。

　別れの言葉も何もない。

　しんとした部屋に一人座り込み、光明はただタマの消えた空間を見つめていた。

（恵翔さんのところへ……行ったのか…………）

「お猫様……」

　全身の力が抜ぬけていく。

　四カ月にわたり、見捨てず戦いに付き合ってくれた人に、光明は静かに頭を下げた。

　早く自分のことは見限ってほしい。

　そうしてほしいとずっと望んでいたのに、そのときが訪れた今──。

　なぜか、涙が滲んだ。





[image: ]






「ダブル!!」

　紅龍寺に忍しのび込んだ要と美優は、並なみ居いる僧らに向けて同時に足を踏ふみ出した。

「ピンクドリ──ム・テンプテ────ショ────ンッ!!」

　幾いく重えにも重なるオーロラの波が二人の身体を包み、ふんわりと可か憐れんな一輪の花のような美優と、コスチュームの色は愛らしくとも、真っ直ぐな黒髪とスレンダーな肢し体たいが凜り々りしさを際きわ立だたせる要の姿が輝く。

　アイドルばりにポーズを決めた瞬間、その場にいた全ての者が動きを止めた。

　恍こう惚こつとしたように立ちすくむ僧侶達の間を、要は火を噴きそうなほど赤い顔をしたまま走り抜ける。

「恥はずかしいいいいいいっ！　想像した以上にこの技わざ恥ずかしいっ!!」

「恥ずかしいと思うから恥ずかしいのよ！　この調子でガンガン行くわよ！」

「これ美優の技じゃないの!?　あたしがやって意味あんの!?」

「一人一人倒していくより効こう率りついいでしょ!?　私ほどじゃないけど要もそこそこなんだから二人でやれば威い力りよく倍ばい増ぞうよ！」

「くっ……！　さすが美優！」

　完全に自分が美少女だという自覚があるらしい。堂どう々どうとテンプテーションを使いこなす女はやはり一味違う。

「でもこんなに人がいるなんて聞いてないんだけど!?」

　出会う僧侶に片かたっ端ぱしからテンプテーションを浴びせかけ、要と美優は僧そう堂どう内ないを駆け抜ける。

　寺の職員と遭そう遇ぐうするにしても、せいぜい二、三人だと予想していたのだ。それなのに堂内に忍び込んだとたんわらわらと人が集まり、大おお騒さわぎになってしまった。

（もともと警戒されてたってことか！）

　この守りの厳重さは、確実に忍び込んでくる誰かを防ふせぐためだ。

　物静かに光明を探したかったのに、すっかり殴なぐり込み状態になってしまった。

（これはいったん寺の外に出た方がいいかも……！）

　そんな考えが頭をよぎったとき、誰かが要達の前に降り立った。

「タマ！」

　猫のようにくるりと回転し、高い天井から飛び降りてきたのは別行動をしていたタマだ。素早く美優の手を取る。

「美優さん、あなたの可か愛わいさをおとりに使っていいですか!?」

「もちろん！」

　何気にタマは美優の使い方をよく心こころ得えている。上じよう機き嫌げんで了りよう承しようした美優の手を引き、タマは要に指示を飛ばす。

「要さん！　その廊下の一番奥に光明さんがいます！　ぶん殴って連れて来てください！」

「あたし一人で!?　足止めが攻撃技しかないけど会う人倒しても大丈夫!?」

「死にゃあしません！」

「やれってことか！」

　目と目でうなずき合い、要と美優は二手に分かれた。

　タマが教えてくれた寺院の奥は、明かりも届かないような暗い廊下だ。真っ直ぐに続くその最さい奥おうからは、ぼんやりとした光が零れている。

（あそこか！）

　一人になると妙みように心細いが、要は振り切るように全く人の気配がしない廊下を走った。

　美優とタマが派は手でに動き回っているのか、遠くから大おお勢ぜいの騒ぐ声が聞こえる。おかげでこちらはノーマークのようで、行き止まりとなる奥の障子前にいたのは二人の僧侶のみだった。

　表の騒ぎが聞こえていなかったのか、僧侶達がぎょっとしたように立ち上がる。すかさず要は右手を振りかぶった。

「死なないでよ！」

　要の手から投とう擲てきされた五ご鈷こ杵しよはあっという間に法ほう輪りんへと姿を変えて、二人の僧侶をなぎ倒す。

「光明！」

　昏こん倒とうする僧侶達を乗り越え、障子に手をかけたとき。

「────ッ!!」

　要は悲鳴を上げて壁まで勢いよく飛び退すさった。

　不ふ快かいな札が貼りたくられた障子に触れたとたん、電流のようなものが全身に走ったのだ。

「うっ……っ！」

　頭が殴おう打だされたかのように激しく痛み、頭の中が真っ白になる。

　要の悲鳴が聞こえたのか、障子の向こうで光明が立ち上がり駆け寄る気配がした。

「要!?　障子に触るな！」

（光……明……っ）

　切迫した呼びかけに、遠のきかけた意識が戻る。

　壁にもたれかかり、なんとか呼吸を整えた要は頭を振って目を開いた。

「光明、無事なんだね……！　待ってて、いま出してあげ──」

「要、いい！　開けなくていい！」

　はっきりとした声に、思わず手が止まった。

　意味を考えようとした要の耳に、薄うすい障子を挟はさんだすぐ向こうにいる光明の声が聞こえた。

「俺のことはもういいんだ──。お猫様や美優と一いつ緒しよに恵翔さんを助けに行ってほしい。要達がいれば、恵翔さんはきっと魔障を捕縛できる」

（え？）

　とっさに、返事ができなかった。

　光明が何を言っているのか、よく分からなかったのだ。

「俺なんかより……恵翔さんなら確実に成なし遂とげられるはずだから…………」

　呆然と沈黙し続ける要の耳に、何かを堪こらえるような、低い声が響いた。

「俺のことはもう、いいんだ──」
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　要の目を見て言う勇気は持てなかった。

　障子の向こうで立ち尽つくしているであろう少女に向け、光明は感情を押し殺したまま淡々と告つげる。

「──もうお猫様には伝えてある。恵翔さんを助けに行ってほしいって」

　こうして何かを隔へだてていなければ、きっと耐たえられなかっただろう。要の怒りや呆れ、軽けい蔑べつの表情には。

　障子の向こうは静まり返り、要が身動きする気配もない。

「今まで、迷めい惑わく掛けてごめん──。巻き込んで、友達まで怪我させて危ない目に遭あわせて……」

　挙あげ句くの果はてに、こんなところまで来てもらって────。

（最初から断ことわっていればよかったんだ……）

　選ばれたからには頑張ろうなんて分ぶん不ふ相そう応おうなことは思わず、自分の実力をわきまえていればよかった。

（駄目な奴やつが足あ搔がいて、結局余計に迷惑掛けて）

　結果、他の人なら簡単に片づけられたできごとを、最悪の事じ態たいまで持っていってしまった。

　障子の外は完全に静まり返っている。

　要はもう自分を見捨てて立ち去ってしまったかもしれない。

　それでも、光明は真っ暗な障子に向かって深く頭こうべを垂たれた。

「俺なんかじゃ無理なんだ……！　ごめん。もう終わりにしたい……！」

　申し訳なさに苛さいなまれながらも本心を告げたとき、誰かが息を吸すい込む気配がした。

　要がまだそこにいてくれたことに驚き、同時にああ、どなられるかもしれないと覚かく悟ごした瞬間。

「ピンクドリーム──」

　押し殺したような低い声と共に。

「クラッシャ──────────ッッ!!」

　ピンクの閃せん光こうが、轟ごう音おんを立てて光明の真横を走り抜けた。

　わずかにかすめた左肩の単ひと衣えが小さく裂さけ、力ずくで破られた畳たたみの藁わらや井い草ぐさが容よう赦しやなく足の甲こうに降りかかる。

　全てを叩き斬きるような一いつ閃せんだった。

　光は立ちすくんだ光明の真横を稲いな妻ずまのように通り抜け、部屋の格子を破壊して外まで突き抜けていく。

　風通しのよくなった部屋で、粉こな微み塵じんにされた結界札が雪のように舞った。

　何が起こったのか。

　爆ばく風ふうに煽あおられ、片側から風を受けたホストのような髪型になった光明は、身動きもできずに凍りついていた。

　部屋のまん真ん中に立っていれば、確実に瞬しゆん殺さつされていたであろう一いち撃げきだ。

　中央から破られた障子は無む残ざんに砕くだけ散ちり、足元の畳には一直線に刀かたな傷きずのようなものが走っている。

「──分かった」

　もうもうと上がる爆ばく破はの名残なごりの中から、長い黒髪の美少女がゆらりと姿を現した。

　もともと生命の危機に凍りついていた光明だったが、その夜や叉しやのような姿に完全に呼吸まで止まってしまった。

　美人が怒おこると怖い……とよく言うが、まさにそれだろう。コスチュームは可愛らしいのに、怒りのオーラが全く相そう殺さいされていない。
















　吊つりあがった綺き麗れいな眉まゆや黒い瞳、怒りに染まった頰の表情だけでなく、全身から激げき怒どの波は動どうが発されていた。

「──なんで光明が勝てないのか、今頃になってやっと分かった」

　地を這はうような声で言い、要は瞬きすら忘れた光明の前に立つ。

　後ずさりたかったが、情けないことに身体が動かない。

　反はん射しや的てきに殴られることを予感し身を竦めた光明だが、次に聞こえたのは思ったよりも静かな要の声だった。

「あたし、光明のおじいさんやお父さん、お母さんから話聞いたよ。……でも誰よりそう思ってたのは光明だったんだね」

「そ、そう……って……？」

　なんの話をしているのか分からずおそるおそる目を開くと、要は黒い瞳を上げた。

「光明が負けるのは力が足たりないせいじゃないよ」

　見つめ合い、言葉をなくした光明に要は言った。

「光明が自分じゃ勝てない、絶対に負けるだろうと思って戦ってるからだ」

「──！　違う、俺の力が足りないからで……」

「あたし、光明を弱いなんて思ったことないよ」

　いつか言われた言葉がまた繰り返され、我知らずうつむきかけていた光明は慌てて落ちそうになる首を止めた。

「光明がどうして自分を弱いと思うのか分からない。魔障を閉じ込める結界が張れて、あれだけ戦えて、危ない時には自分よりも他人を庇うことのできる人が弱いはずがない。あたし達がタマからもらった力は、できると思えばできる力なんだ！　光明が負けるだろうと思って戦ってるなら、タマからもらった力を全然使わずに戦ってるようなものだよ！」

「──！」

　誰からも、そんなことを言われたことはなかった。

　祖父も、父も母も美優も、そして自分自身も疑わなかったのだ。

　力が足りないから負けるのだろう、と。

　しかし要は一歩踏み込み、光明に迫せまった。挑いどむような目で見上げてくる。

「タマが一言でも言った？　光明は弱いって」

「……そ、れは……」

　言われて初めて光明は考えた。

　なんとなくイメージ的に呆れられ失しつ望ぼうされていた気がするが、実際に「弱い」と言われたことがあっただろうか。

「ない……ような……」

「ほら！」

　要は我わが意いを得えたり、というような得とく意い気げな顔で微笑んだ。

　そして、唐とう突とつに言った。

「光明、今ここで戦いの格かつ好こうに変身して」

「え!?」

　突然の無茶ぶりに目が点になったが、要はいたって本気のようだ。

「ここで変身して。それで、変身できたなら自分の力を信じて」

「いや、い、今は羂索が……」

　ないから、と言いかけ、口を閉ざした。要が「だからこそ」というようにうなずく。

「不思議な力があるのは羂索じゃない。光明自身だから」

　羂索がないことは変身できないことではない。その理由はタマから聞いている。

（でも、俺には……）

　うつむきかけたとき、右手を取られた。

（え？）

　状況が把は握あくできない内に、要は神様に祈いのるような真摯な表情で光明の手に細い手を合わせる。

「一人で無理ならあたしが力を分けてあげるから」

　自分の節くれだった指に白く細い指がするりと絡からまり、口から心臓が飛び出そうになった。

「か、要!?」

　声が裏返ったが、気にする余よ裕ゆうがない。慌てて外そうとしたが、要は逃のがすまいとぎゅっと指を折る。

「集中して！」

（無理だ!!!）

　全力で返事をしたが、残念なことに実際の口は無理だの「む」も言うことができなかった。いくら叫んでも心の中では伝わらない。

　大騒ぎする光明の内心には一向にかまわず、要はますます手に力を込める。

「光明ならできるよ。絶対できる──！」

　心臓がうるさい。

　意識しないように気をつければつけるほど、自分のものではない細い指を感じてしまう。

（ど、どうしようどうしようどうしようこれはど、どうすれば…………!?）

　重なり合った指先から本当に何かが流れ込むような感覚に襲われ、頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

　力が込もってしまうような、逆に抜けていくような、よく分からない感覚に身体が傾かしぐ。

　力を与えるなんて無理に決まってるじゃないかそれでなくても俺にはそんな力はないし弱いし何度も失敗して羂索があったってできないのに絶対無理なのに──。

　いろいろな感情がぐるぐると頭の中を巡めぐったが、ふいに渦うず巻まく混こん沌とんの中に、何かが撃うち込まれたようにひらめく感情があった。

（もし……）

　もしも。

　もしも変身できなければ、俺は要を失望させてしまうのだろうか────。

（────！）

　それは過去に覚えたことのない感情だった。

　今まで生きてきた十九年間、何かにつけて強く願うということをしなかった光明の、初めてと言ってもいいほどの強い拒きよ絶ぜつだった。

　────嫌いやだ──！

　思し考こうがその一点に集中された瞬間、全身が光に包まれた。

　羂索を持ったときのように黄おう金ごんの光が光明を包み、瞬く間にその姿を変える。

　頼りない単衣が白衣に変わり、上からは墨すみ染ぞめの一ひと繫つなぎの衣ころも、そして山やま吹ぶき色いろの袈け裟さが重なる──。

　要がハッとしたように寄り添っていた身を離し、光明は目を瞬いて自身の姿を見下ろした。

（で──!?）

「で、き……たっ!?」

　あっという間に僧そう服ふく姿すがたへと変わった自分に呆然としていると、視界に輝くような笑顔が映った。

「ほら、できた！」

　思わず、息が止まった。

　嬉うれしさのせいで距きよ離り感かんを失しつ念ねんしたのか、抱きつくような近さで要が光明を見上げていたのだ。繫ぎ合った右手にぎゅっと力が込もる。

　体温を感じるほどの近さに、動どう悸きがめちゃくちゃに速まった。

　空いた左腕がひとりでに動き、要の細い背中に回る。

　掌てのひらに感じる自分よりも格かく段だんに細い腰や、温かく柔やわらかな脇わき腹ばら。

　ああ、このまま抱き寄せてしまえたら……と思ったときには思考が途と切ぎれ、気がつけば腕が勝手に動いていた。

「要────!!」

「なんですか光明さん、結局戦うんですか？」

「うわあああああああっ!!」

　不意打ちで至し近きん距離から聞こえた声に、光明は派手な声を上げて飛び退った。

　大げさに驚く光明に、いつの間にか背後に忍び寄ったタマが肩をすくめる。

「すみませんね、お邪魔して。しかしあなたが羂索なしに変身できるのは予想どおりでしたが、本当にしましたね」

「おおお、おねっ、お猫様!?　恵翔さんの加か勢せいに行ったんっ、じゃ……！」

　バクバクと心臓が跳ね、光明は抜けそうになった腰を支えるように壁に背をつける。

　てっきり自分を見限って恵翔を選んだかと思っていたのに、タマはこれ以上ないというほど呆れた顔をした。

「行きませんよ、あなたにしかできないと何回言わせる気ですか。まったく、私の説得は聞かないくせに要さんの励はげましは聞くんですから」

「ちち、ちっ、違います！　そんなんじゃ……！」

　いったいどの辺りから見られていたのか赤せき面めんすると、威い勢せいのいい声が戸口から聞こえた。

「いた──！　光明！」

「美優！」

　突とつ進しんするように抱きついてきた美優を受け止めれば、要は勇いさましくステッキを振り下ろし空くうを切る。

「よし！　じゃあ行くよ！」

　変身した光明、準備万ばん端たんな美優、要を見渡しタマは微笑んだ。

「では、光明さんの羂索は現場で返してもらうとしましょう！」

「お猫様、あの……！」

　このまま魔障捕縛に向かうつもりだと知り、光明はとっさに声を上げる。

　本当に自分でいいのか。勝つことはできるのか、ここで失敗すればどうなるのか──。

「光明さん」

　この期ごに及およんで二の足を踏む光明を、タマはやや強い口調で遮った。

「言っておきますが、あなたが行かないとこの市が危ないというのは本当ですよ」

　脳裏に火の海となった廃工場が浮かぶ。

　魔障に嬲なぶられ、これまでの比ではない火災となったあの光景が。

「行こ？　光明」

　美優が手を引く。

　大きな目にはやや不安そうな色が浮かんでいるが、その隣となりから全てを吹き飛ばすような力強い声が聞こえた。

「光明、大丈夫！　次は絶対勝てるよ！」

　要の笑顔には弱気な影が微塵もない。

　光明、美優、タマへの揺ゆるぎない信頼を確信した、圧あつ倒とう的てきな笑顔だった。

　負けるのは力が足りないからではなく、勝てると信じなかったから──。

　要の言葉を思い出し、光明はきつく目を閉じて深しん呼こ吸きゆうした。

（俺が行かないと、あの火事以上のことが起こる──）

　これまで大した被害もなく魔障を追いかけて来たが、次こそは犠ぎ牲せいが出てしまうかもしれない。──いや、あの廃工場以上の火災が起これば確実に死者が出るだろう。

　それだけは食いとめなければいけない。

　常に励ましてくれた祖父や両親、こんなところまで助けに来てくれた美優と要、そして何度負けても見捨てず側で援えん護ごしてくれたタマを。

（裏切りたくない────！）

「さあ。行きますか？　光明さん」

　ぐずぐずと迷う時間は終わりだ。

　タマの問いかけに目を開き、光明は力強くうなずいた。




「──行きます！」
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　縦じゆう横おう無む尽じんに吐はき出される炎ほのおの波に吞のまれ、僧そう達が悲ひ鳴めいを上げる。

「押し返せ！」

　結けつ界かいに囲まれた空間で、恵けい翔しようは声を限かぎりに叫さけんだ。

　恵翔と共に派は遣けんされた七人に加え、新たに本山から来た僧そう侶りよ、総そう勢ぜい二十名が張る結界内には炎が龍りゆうのごとくうねりを上げている。

　大だい規き模ぼな火か災さいとなった廃はい工こう場じようから西へ数十キロ。炎をまとって飛ひ翔しようする魔ま障しようを追い込み、真夜中の工場地帯に封ふうじたのはついさきほどのことだ。

　それはもう魔障と呼べるものではなかった。

　不ふ動どう明みよう王おうであった神しん格かくは地に堕おち、数々の呪じゆ符ふを取り込んだその姿は、天てん魔まとも呼べる存在へと変化していたのだ。

「結界が破やぶられます！」

「外の僧は何をしている!!」

　あらゆる箇か所しよから悲鳴が上がり、恵翔の背を汗が伝った。

（こんな────！）

　これほどとは思わなかった。

　羂けん索さくを握にぎりしめる手が震ふるえる。

　このままではいけない。この天魔の力を削そがない内には、結界を解とくわけにはいかないのだ。結界が割れれば最後、この湊みなと山やま市しは炎の龍に蹂じゆう躙りんされ焼け野原となるだろう。

（光こう明めい殿どのが対たい等とうに戦っていたのはいったいなんだったのだ──!!）

　恵翔が羂索を振るっても魔障を捕とらえることはおろか、撒まき散らされる炎を払はらうほどにしかならないのだ。

　光明が戦っていたのは呪符を取り込む前の魔障だったとはいえ、その戦いを見るだけでも恵翔との力の差は歴れき然ぜんとしていた。

「恵翔様!!」

　絶ぜつ叫きようが聞こえる。我われに返った恵翔は愕がく然ぜんとした。

　僧達の張った透とう明めいの結界に、無数のヒビが走っている。

（結界が────!!）

　全身の血が下がった、そのとき。

「オンキリキリバザラバジリホラマンダマンダウンハッタ！」

　恵翔の頭ず上じようを、黄おう金ごんの流星が流れた。

　それは封じられたはずの空間へ何の障しよう害がいもなく入り込み、空の一点へ突き刺ささる。

　次ついで、一いつ喝かつするような大だい音おん声じようが響ひびいた。

「オンサラサラバザラハラキャラウンハッタ!!」

　天上に打ち込まれた橛くいが、東西南北の四方向へ落ちていく。

　突とつ然ぜんのことに目で追うしかできなかった恵翔の前に、荘そう厳ごんな黄金の柱が屹きつ立りつした。

　天高くそびえ立った四本の柱から光が平行に奔はしり、破れかけた結界が見る見るうちに修しゆう復ふくされていく。

（これは……！）

　息を吞んだとき、恵翔を襲おそおうとしていた炎が楕だ円えん形けいの光の壁に阻はばまれ弾はじけ飛んだ。

「ぼけっとしてるんじゃないわよ！」

　高く澄すんだ叱しつ責せきが響ひびき、結界に気を取られ、天魔の存在を失しつ念ねんしていた恵翔は驚おどろいて背はい後ごを振り仰あおいだ。

　堆うずたかく階段状に積まれた鉄てつ鋼こうの上。華はなやかな衣装に身を包んだ、二人の少女が並び立っていたのだ。息つく間もなく作られる光の盾たてと、投げられた法ほう輪りんが炎の波を押し返していく。

　たちまち新たな結界が構こう築ちくされ、恵翔は突とつ如じよとして現れた人々に瞠どう目もくした。

「君達……！」

「恵翔さん！　羂索を!!」

　光明が修復した強固な結界に囲まれ、恵翔を守った要かなめと美み優ゆは一いつ斉せいに高みから飛び降りた。

「何を……！」

「光明!!」

　途と惑まどう恵翔にかまわず、要は羂索を奪うばい取ると光明に向けて放り投げる。

　結界を立て直した光明は羂索を受け取るやいなや、僧達を取り囲む炎に向けてそれを振るった。

　本来の主あるじの手に戻り、羂索がまるで生き物のようにうねりながら炎を消し去る。

　まだ呆ぼう然ぜんとしている恵翔へ、タマが叫んだ。

「恵翔さん！　結界維い持じを頼たのみますよ！」

「猫ねこ殿……!!」

「光明さん！　結界は恵翔さんに任まかせなさい!!」

「──はい!!」

　一いつ瞬しゆんの迷いを振り切るように、光明は解げ界かいの印いんを結ぶ。

　それを見た恵翔は、考えるよりも早く結界印を取った。光明一人が抜けることによって、維持されていた結界が歪ゆがむが、恵翔ほか、何が起こったのかを理解した僧達が次々とそれを立て直していく。

　恵翔の力は決して弱くない。結界に専せん念ねんできるなら支えるには十分なはずだ。

　魔障の反はん撃げきを法輪で防ふせぎ光明を援えん護ごしながら、要は全身に力が漲みなぎるのを感じた。

（いける！　今度こそできる!!）

　一歩も退ひく様子のない光明に、要は自分の考えが間違っていないことを確かく信しんした。

　光明を縛しばっていたものは、自分は弱いという思い込みだ。

　ならばそれを変えてやればいい。本当に実力のある人なら、それだけで自分が本来持っている力が発はつ揮きされるはずだ。

　だからこそ要は「力を分け与える」という、実際には効こう力りよくを持たない儀ぎ式しきを行った。

　光明が信じられないものを、信じられるようにする。そのきっかけとなるように。

　一人では無理だと思えることでも、二人になればできるようになることが、この世界にはたくさんある。

（だから、絶対に勝てる────!!）




　ただの思い込みでも、意識が変われば人は変わる──！




　僧達に結界を、美優とタマに防ぼう御ぎよの全てを任せ、要と光明は連続で法輪と羂索を天魔の炎の中に叩たたき込む。

　誰も、何も確認しなくても、自分の役割を全まつとうしていた。

　新たな次元として切り離された工場地帯を、天魔は容よう赦しやなく破は壊かいしながら暴あばれまわる。

　降り注そそぐ鉄てつ骨こつや舞い上がる粉ふん塵じんをかいくぐり、光明は天魔の中ちゆう核かくを捕らえようと羂索を振るい続けた。

　法輪と羂索の連れん携けい攻こう撃げきを受け、さすがに少しは効きいたのか天魔が後こう退たいする。

　なおも追いすがろうと二人が宙ちゆうを蹴けったときだった。

　要の目の前が揺ゆらいだ。

（え!?）

　陽炎かげろうのような赤い光の中に、口の裂さけた鬼おにの姿が浮かび上がる。

　後退して見えたのは炎の熱による幻まぼろしだ。敵を誘さそいこんだ魔障は、光明ではなくその背後にいる要の眼がん前ぜんに現れたのだ。

（──!!）

　深く考えないよう、動き回ることで恐きよう怖ふ心しんをごまかしてきた要の足が止まった。

　回かい避ひか退たい避ひ。

　頭が命令を下しても、身体からだが動かない。

　要────!!　という光明の叫び声がやけに遠く聞こえる。美優が目を見開き、タマが手を掲かかげる。

　全ての動きがスローモーションのように奇き妙みようなほどゆっくりと流れていき、赤く濁にごった眼めに射い抜ぬかれ四し肢しが強こわ張ばった。

　逃げられないなら戦わなければいけない。だが、めまぐるしく回転する頭の中で制止の声が響く。

　接せつ近きん戦せんになってはいけない、離れないといけない────！

　真っ白になった脳のう裏りにタマの声がこだまする。

　──あなたを魔障の前に立たせるわけにはいきません──！

　が──！

（できるっつったらできる──────!!）

「やったもん勝ちだあああああ────────っっ!!」

　全身を襲った恐怖心を吹き飛ばすように叫び、要は考えるよりも早く、五ご鈷こ杵しよへと姿を変えた武器を渾こん身しんの力で振り下ろしていた。

「ピンクドリーム・クラッシャ────────ッッ!!」

　気合と共に、ぶった切る勢いきおいで魔障の脳のう天てんから足元めがけ振り切った。

　炎が真まっ二ぷたつに寸すん断だんされ、魔障の断だん末まつ魔まのような絶叫が響く。

　タマの「不動明王相手に────っ!?」という驚きよう愕がくの叫びがこだましたが、要は無む視しして叫び返した。

「光明!!」

　最大のチャンスに間かん髪はつ容いれず光明の手から五色の羂索が放たれた。もがく天魔から狂くるったように上がる炎を、美優が連続で出しゆつ現げんさせた光の障しよう壁へきで相そう殺さいしていく。

　渾身の力で羂索を引き絞しぼった光明を援護するように、要は全身全ぜん霊れいで叫んだ。

「閉じろ──────────ッ!!」

　その声に応こたえるように、光明が裂れつ帛ぱくの気合を込めて吼ほえる。




　直後、空一面に奔ほん流りゆうのような金色の光が広がった。




　羂索に封じられた魔障を中心に、放ほう射しや線せん状じように延のびるその光は、要には読めない不ふ可か思し議ぎな文字を描きながら巨大な環わを形成していく。

　太陽のように金色の波をうねらせる環は、魔障の炎よりも強い灼しやく熱ねつの劫ごう火かだった。

　光明の作り出す光に圧おされ、炎の龍を形作っていた、数あま多たの鬼き神じん招しよう請せいの呪符が粉こな々ごなに散っていく。

　赤い呪符が火の粉このように結界の中を舞い、陣を描き続けた羂索が光明の手から完全に離れた。

　その中心に残るは、巨大な龍ではなく一体の鬼だ。

（捕とらえた────!!）

　もがく魔障を中心に置き、光明は完成した円えん陣じんに向けて素す早ばやく両の人差し指と中指を立て組み合わせた。

「ナウマクサンマンダバザラダンセンダマカロシャダソハタヤウンタラタカンマン！」

　結んだ剣けん印いんを反転させ、真まっ直すぐに環の中の魔障に投じる。

　すぐさま堂どう々どうと辺りを払うような光明の声が響き渡った。

「三世十方に遍へん満まんする金こん剛ごう部ぶ諸しよ尊そんに礼したてまつる！　暴ぼう悪あくなる大だい憤ふん怒ぬ尊そんよ！　砕さい破はしたまえ！　害がい障しようを破は摧さいしたまえ！　速すみやかに諸しよ魔まを降ごう伏ぶくし、一切の法門のために如によ来らいの教きよう令れいを成なしたまえ!!」

　一瞬の呼吸の後────。

　光明の黒い瞳ひとみがカッと見開かれた。
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　発された言葉は衝しよう撃げき波はのように光円全体に広がり、全てを輝かがやかせる。

　幾いく重えにも張り巡めぐらされた円陣全てが閃せん光こうのような光を放ち、中心の魔障へ向けて急速にその幅はばを狭せばめていく。

　結界内を凄すさまじい突とつ風ぷうのような風が吹き荒れ、要はたまらず腕で目を庇かばった。

　赤い炎が徐じよ々じよに金色の光へと吞み込まれ、塗ぬり替えられるように同化していく。

　その一つになる光に向かって、光明は静かに両手を合わせた。




「────合がつ掌しよう────！」




　低く、穏おだやかに響く声に送られ、黄金の円陣は霧きりのように中ちゆう空くうに溶とけて散っていく。

　燃もえ盛さかる炎が黄金の光になって消える様を、目を開いた要はただただ息を詰つめて見つめていた。

　やがて消えた光の中から新たな姿が浮かび上がる。

　長い、襞ひだのある裙くんが風に煽られはためき、力強く踏ふみ出す足にまとわりつく。

（不動明王──!?）

　現れた見事な体たい軀くを持つ仏ほとけに、要は大きく息を吞んだ。

　光明の寺で見せてもらった仏ぶつ像ぞうそのままの姿。ただ、ひとつだけ違うものがある。

　それは硬かたく無む機き質しつな像ではない。

　圧あつ倒とうされるような清せい浄じようさに満ちた、生きた明王の姿だった。

　揺らめく光こう炎えんをまとい、忿ふん怒ぬの形ぎよう相そうをした仏は音もなく中空で膝ひざを折る。

　そして、凜りん然ぜんと立つ光明の前にうやうやしくひざまずいたのだ。
















　光明はうなずき、おもむろに指を組む。

　組んだ両手の指は外側に。金剛外げ縛ばくの印を結び、二本の中指を立てる。

　その指先に、真っ白な花びらが現れた。

「オン　バザラ　サトバ　ボク」

　厳おごそかな真しん言ごんが聞こえ光明の指先から花が放たれたと同時に、不動明王の姿が薄らぐ。

　その姿は舞い散る白い花びらに囲まれ、ゆっくりと隠かくされていく。




　そして、頭こうべを垂たれたまま、花びらが風にまかれるように静かに消えていった。
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　幕が下りるように、結界となっていた光が大地へと姿を消していく。

（や、った…………！）

　徐々に世界に音が戻り、汗にまみれた身体を夜明けのひんやりとした風が撫なでていく。

　鳥のさえずる声や白しらんできた東の空を目に映し、要はやっと現実世界に戻ってきたことを知った。

「やった………」

　ガクンと足から力が抜ぬけ、倒たおれ込みそうになるところで抱きとめられた。

「要!!　大丈夫か!!」

　血けつ相そうを変えて支えてくれたのは、巨大な魔障を封じたばかりの光明だ。

　それなのに、全く疲ひ労ろうはなさそうに見える。

（ああ、やっぱり──）

　強いんじゃないか……、と思うとなんだか笑ってしまった。

「大丈、夫……。や、やっぱりちょっと怖かったのかも…………！」

「当たり前だ!!」

　なぜだか分からないが怒ど鳴なられた。

　気弱と取られるほど優しい人だが、怒おこることもあるらしい。

　座り込んだ要を追うように膝をついた光明は、その腕に力を込める。

「無事でよかった……！　心臓が止まるかと思った……！」

　泣き出しそうなほど震える低い声が耳じ朶だに触れ、要はドキリとして閉じかけていた目を開いた。

　無意識なのか苦しくなるほど僧そう服ふくの胸に抱き寄せられ、戦いによる恐怖と疲労が一気に吹っ飛ぶ。

「あ、あの、光明……!?」

「要……！」

（ち、違う──っ！）

　耳元でささやかれ頰ほおの火ほ照てった要は心の中で叫んだ。

　決して名前を呼んでもらいたかったわけではない。だがますます僧服の腕の中から抜け出せなくなり焦あせったとき、ベリッと音がしそうな勢いで二人は引き剝はがされた。

「こらー！　なにしてるのよ──っ！」

　のっしと間に割り込んできたのは、目を吊つり上げた美優だ。

　引き離され、初めて自分がどういう状態だったか気づいたらしい。光明は一瞬にして真まっ赤かになると、勢いよく要から飛び退すさった。

「ごご、ごめんっっ！　要!!」

「う、うん、大丈夫！」

　とにかく心配してくれたのだろう。気持ちはとても嬉うれしい。

　赤くなった頰を冷ましていると、タマが要の目の前に膝をついた。

　どこか放心したような顔で、瞬まばたきもせずに要を見つめる。

「驚いた……。あなた、よく動けましたね……！」

「怖かったよ。でも動かないと危なかったし、逃げるより戦った方が早いと思ったんだ。タマの言いつけ破って接近戦しちゃったけど」

「できたからよかったですけど、本気でヒヤッとしましたよ……。寿じゆ命みようが縮ちぢむってこういう感かん覚かくなんですね……」

　妙みようなことを言い、大きく息を吐きながら立ち上がる。

　誰かの足音が聞こえ、平へい常じよう心しんを取り戻した光明もゆっくりと立ち上がった。

　恵翔を筆ひつ頭とうに、二十名ほどの本山の僧侶達が光明の前へと並ぶ。

　向かい合った二人はしばし無む言ごんだったが、やがて光明が深々と頭を下げた。

「恵翔さん。ご迷めい惑わくをお掛けし、本当に申し訳ありませんでした」

「────」

　沈ちん黙もくが降り、やがて静かな怒ど気きに満ちた恵翔の声が答えた。

「……なぜあなたが謝あやまるのか」

「俺が……不ふ甲が斐いないばかりにこんなことになったんです。いつまでも弱気で、自分を信じることができなかったから」

　恵翔の言うとおり、本当ならもっと早くに事件は鎮しずまっていた。廃工場の火災も起こらず、綾あや香かが巻き込まれることもなかっただろう。

「恵翔さんにはっきりと言われ、目が覚めました」

　本当は心のどこかで待っていたのかもしれない。

　誰かが「お前のせいだ！」と言ってくれるのを────。

「だから、恵翔さんは悪くありません。本当に……ありがとうございました」

　光明の噓うそ偽いつわりない本心だったが、恵翔は怒いかりに満ちた顔で視線を逸そらした。

「謝しや罪ざいしなければならないのは私の方だ。──起こった全てのことは大だい僧そう正じようにありのまま申し上げます。私の付き人達が魔障を作り出したこと、私が仏に選ばれたあなたを拘こう束そくし、その力を奪ったこと。そして、あなたがそれを取り戻し魔障を捕ほ縛ばくしたこと」

「恵翔さんが俺に喝かつを入れ、本山の皆さんが結界を張って魔障捕縛に協力して下さったこともです」

　恵翔を庇ったわけではない。光明は真ま顔がおで付け加え、全員に向けて頭を下げた。

「お猫様、美優や要、それ以外にもたくさんの方に迷惑を掛けました。自分は、今後もこの市のためにできることをしていきたいと思います。俺の方からも、祖そ父ふに話をして本山に事件のあらましを書いた書状を提てい出しゆつさせていただきます」

　実際に魔障を作り出した僧達がどうなるかは分からないが、真ま面じ目めに修しゆ行ぎようを積んできた恵翔の道がこんなことで絶たたれるのは間違っている。

　恵翔はあ然としたように光明を凝ぎよう視ししていたが、観かん念ねんしたように目を閉じた。

「あなたという人は……」

　全身で大きな息を吐く。

「……嫉しつ妬と、羨せん望ぼう、侮あなどり。私は修行者として一番大切なものを見失っていたようです。猫殿が敬けい虔けんさと謙けん虚きよさが大切だといった意味が、ようやく理解できました。自分が本山の高こう僧そうであるという慢まん心しんを、あなたはすでに見み抜ぬいていらしたのですね」

　タマは微笑ほほえんだだけだったが、恵翔は満足そうに一礼した。そして光明に手を差し伸べる。

「本山への修行は？」

「大学を卒業したら……入りたいと思っています」

　遠えん慮りよがちな光明の返事に、恵翔は鋭するどい目を和なごませる。そして、見たこともないような穏やかな顔で微笑んだ。

「あなたが来る日を楽しみにしていましょう。──猫殿。この市の被ひ害がいは本山に報告して、我々も損そん害がいの賠ばい償しように関わらせていただきたいと思います」

　タマに向き直った二十名の僧達は恵翔に従したがい、一斉に挙きよ手しゆ高こう揖ゆうし礼れい拝はいする。

　要と美優は顔を見合わせ、どちらからともなく笑顔で寄り添った。

「よかった……！　これで終わったんだ……！」

　これで、全てが終わった。

　思いもかけず巻き込まれてしまった、とても不思議なできごとが──。

　胸の中に清すが々すがしい風が吹くような心地ここちがして、要は朝あさ陽ひの中で握あく手しゆを交かわす光明と恵翔をいつまでも見守っていた。










[image: ]










　チーンと澄すんだ音が鳴なる。

　静かに正せい座ざして合がつ掌しようしていた要かなめは手を解とき、目の前の大きな厨ず子しの中を見上げた。

　大だい抄しよう寺じの本ほん堂どう内ない陣じん、立りつ派ぱな厨子の中には怒いかりの表情を見せる不ふ動どう明みよう王おうが鎮ちん座ざしている。

（ほんとに戻ってる……）

　いなかったことなど忘れたかのように、どっかりと居い座すわる様さまになんだか苦笑してしまった。結けつ構こうな苦労をさせられたのに、まるで知らんぷりだ。

　要が光こう明めいや美み優ゆ達と魔ま障しようを捕ほ縛ばくし、日常生活に戻って五日。

　世間を騒さわがせた火か災さい事件はぴたりと止やみ、その話題が新聞やニュースに出ることもなくなった。総そう本ほん山ざんと警けい察さつ、上じよう層そう部ぶでどんなやり取りがあったのかは、要の知るところではない。

　こうして大抄寺に御ご本ほん尊ぞん様さまが戻ってきた、ということだけでもう十分だった。

「要、もう来てたの？　はやーい」

　庭へと続く南側の障しよう子じが開き、可か愛わいらしい声が聞こえる。玄げん関かんを通らず直接本堂へ上がって来たのか、制せい服ふく姿すがたの美優が鞄かばんを持ったまま入ってきた。

「おかえり、美優。だってあたし学校市内だし」

「そっか。光明は？」

　もうすぐ来るよ、と言おうとしたとたん、慌あわただしく別方向の障子が開いた。

「ごめん、要！　じいさん達がなんかめちゃくちゃな話してっ……美優！　ちゃんと玄関から入りなさい！」

「だって本堂に集合って聞いたも──ん」

　謝あやまったり叱しかったりで忙しい光明は、先ほどまで本堂にいた住じゆう職しよくや光明の母を追い出してきたところだ。大抄寺を訪れるのも五日ぶりである要は、住職や光明母から絶たえ間ない賛さん辞じと礼を贈おくられていたのだ。世間話からなぜか要の家庭事情、具体的には父親の職業や二人姉し妹まいの長女であることに話が及および、見かねた光明が追い出しにかかったのである。

「お、みなさん揃そろいましたね」

　とんっと軽やかな音がして、タマが中ちゅう空くうから前まえ触ぶれもなしに訪れた。

　もう今いま更さら誰も驚おどろかないのが怖いところだが、集合をかけた本人の出しゆつ現げんに光明と美優も寄り集まり腰を落ち着ける。

　タマは集まった三人を笑顔で見渡し、まずはぺこりと頭を下げた。

「お疲つかれ様でした。みなさんのおかげで、大抄寺の本尊は無事に救われました」

「お猫ねこ様さま……。俺の方こそ、ありがとうございました」

　タマが仏ほとけを救うためではなく、光明こそタマに力を貸してもらい、本尊を助けることができたという気持ちの方が大きいのだろう。

　深々と感謝の意を表す光明に、タマは優しく労ねぎらいの言葉をかけた。

「いいえ、光明さんは本当によくやってくれました。本当に、あなたでなければできなかったと思いますよ」

「美優と要が手を貸してくれたからです。ありがとう、二人とも」

　改まって礼を言われ、要と美優は目を合わせてはにかむ。

　なんだか大変なことに巻き込まれたが、終わってみればいい思い出だ。

　きっとこれからの人生の中で、こんなことはもう起こりえないだろう。

　変わり映ばえのない日常の中、鮮せん烈れつな思い出を残してくれたタマはしかし、少しだけ目を伏せる。

「ですが、今世界では同じようなことが数多く起こっています。この一件を片づけても、いずれまた新たな魔障が現れるでしょう」

　どこか憂うれいを帯おびた声に、要はタマを見上げた。

　タマは柔にゆう和わな笑みをたたえていたが、その目はどこか遠くに向けられている。

　なぜかいつものタマとは別人のような気がして、要はああ、と内心で吐と息いきをもらした。

（綾あや香かの病室で、タマの声を聞いたときと同じ感かん覚かくだ）

　────数えきれないほどの人々の力を開いてきた──。

　初めて光明の家に行ったとき、タマはそう言った。

　きっと、タマの中ではまだ終わっていないのだろう。

「……タマはこれからも戦うの？」

「そうですよ。手を取り合える人々を探し、この世界の行く末すえを見み極きわめるため」

　たった一人孤こ独どくに世界を渡り、その町々で力を持つ人間を見つけだして────。

（あたしの役目は終わったんだ）

　要はおもむろに、自身の鞄からピンクの杖つえを取り出した。

「タマ、これを──」

　あの戦いが終わったとき、返しそびれていたドリームピンクのステッキだ。

　受け取り、タマは驚きよう愕がくに茶色い目を開く。

「要さん……。いいんですか？」

　やけに驚かれ、要は少しだけ笑った。

「いいも何も、もうあたしには必要ないじゃ……」

「ステッキ以外だとリボン型髪飾り、ハート型ブローチ、ビーズで飾られたコンパクト、あとはあなたの制服にもぴったりな金の変身ベルトになっちゃいますけど」

「どれも嫌いやだよ!!　なんであたしが持つこと前ぜん提てい!?」

「え、だってステッキはイヤなんですよね？」

　ものすごく当然のことのように言われ、表情が凍こおりついた。

「ちょっ、ちょっと待って……！」

　気がつけば、同じようにステッキを返そうとしていた美優が動きを止めている。ステッキを胸に抱きしめ、要の出方を固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「ちょっと待ってよ？　タマ、まずは落ち着いて……！」

「私はとっても落ち着いてますが」

　ごくりと唾つばを飲み込み、要はおそるおそるタマを見上げた。

「……終わったんだよね？」

「光明さん家のですか？　終わりましたよ？」

「だ、だよね！　なぁんだ、びっくりした……」

「それで要さん、次の魔障のことなんですけどねイタタタタタ、ギブギブ！　ヘッドロックはやめてください！　動物虐ぎやく待たい反対!!」

「冗じよう談だんじゃない！　あたしの役目はもう終わりだ!!」

　脇わきに挟はさんだ猫耳頭を更さらに締しめ上げれば、タマは驚いたように綺き麗れいな茶色の目を瞬またたいた。

「え、でもほら、あなた方三人は潜せん在ざい能のう力りよくがとてつもなく高いですし。私が力を開いたからには魔障がガンガン寄ってきますよ？」

「は？」

「え？」

「なに……っ!?」

　愕がく然ぜんとした美優、光明、要にタマは輝かがやくような笑顔を向ける。

「いや～、正直私もここまでの人材に出会うとは思ってなかったんですよねー。いまこの世では魔障に堕おちる神や仏が後を絶たちません。光明さんは精神的に不安定、美優さんも素そ質しつはあれど開花していませんし、要さんも発展途と上じよう。ですが三人寄ればなんとやら！　いいチームができましたよ！」

　凄すさまじく晴れやかな顔で勝手なことを言い、開いた口がふさがらない要の肩かたにぽんと手を置いた。

「私の本当の姿が見えるあなたと、早々にお別れするのはもったいないですからね！　まさに名は体たいを表す！　要さん、あなたが中心になって引っ張ってください！　さあ皆さん、助けを待つ仏や神々を救うため、これからも頑がん張ばりますよ！」

「な……っ!!」

　凍りついた三人は仲良く絶ぜつ句くし────。

「なに────────────っっ!?」

　声の限かぎりに叫さけんだ。

「はああッ!?　ちょっと待ちなさいよ!!」

「お猫様それはどういうことですか!?」

　詰つめ寄る美優と光明を押しのけ、要はタマの襟えり首くびを力ちから任まかせに摑つかむ。

「どういうこと!?　まだまだってなに!?　魔障ってまだいんの!?　ていうかあたし達が戦うの!?」

「何言ってんですか、当たり前じゃないですか。でもあんな大物はそうそう出ませんし、あれを倒たおせたら他の魔障なんて余よ裕ゆう余裕！」

「余裕余裕、じゃない!!　冗談じゃないよ、あたしもうやらないから!!」

「え、でもほら、私あなたを開きましたから」

「開いたんなら閉じろっ!!　今すぐ閉じろ──────────────ッッ!!」

　不動明王の見守る本堂には、要の絶ぜつ叫きようと「ええぇ、無理ぃ」というどこか嬉うれしそうなタマの声が響ひびいた。
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

　このたびは数ある書籍の中よりこの本をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　自分でプロットを提出したくせに、いざＯＫが出ると「おい、本気でこれを書くのか……!?」と思った新作です。ついに本になってしまいました。なんてこった。




　このご時世に現代ラブコメ魔ま法ほう少女戦隊バトルでヒーローが坊ぼうさんです。

　プロットを出した当初、私の担当さんは少々アレな人なので、担当さんで止められることはないだろうと思っていました。まぁ編集部のプロット会議で９９・９％止められるだろうな～……と高たかをくくっていたらこんな結果に。ビーズログ文庫編集部はそんな無茶はしないだろうと思っていましたが、実はそうではなかったようです。怖いぐらいにチャレンジ精せい神しん旺おう盛せいでした。

　前作の『恋こいする王おう子じ』が受賞したときは「だ、大丈夫ですか……？」と聞いてしまいましたが、今作のＯＫには「ホントに大丈夫か!?」と聞きたい気持ちでした。実際ちょっと聞いた。

　なにはともあれ、書きたいものを書かせていただけるのは嬉うれしいことです。本当にありがとうございました。次はめちゃくちゃなコメディではない王道乙女おとめ系を目指しますので、今回はめちゃくちゃしておきます。




　さて、あとがき四ページです。一ページ半を長めの謝しや辞じで埋うめるとして、残り約一ページ分語ります。

　今作のヒロイン、要かなめは二人姉し妹まいの長女です。私自身は長女でも末っ子でもない中間子なんですが、友人に長女が多いのでその辺りを参考に書きました。

　しっかりしていて面めん倒どう見みが良くて、なんだかんだと文もん句く言いながらも頼たのみごとを聞いてくれる。弟てい妹まいたちの面倒事になぜか巻き込まれ、親からは頼りにされてしまうという若じやつ干かん苦く労ろう性しようなイメージです。まあ私の独どく断だんと偏へん見けんですし、いろんなタイプの長女がいると思いますが、要はそんな感じの子になりました。可か哀わい想そうですが頑がん張ばってもらいたいと思います。

　ヒーローの光こう明めいは一人っ子長男で僧そう侶りよです。余よ談だんですが、髪の毛って乙女系を書く以上とても大切なものですよね。お坊さんの話を書くんだ、と言ったらいろんな人に「髪の毛は？」と聞かれました。やはり最重要事じ項こうはそこなのかと思った次第ですが、ここは無ぶ難なんに髪有りを選びました。無しは無しで面白かったかもしれませんが（笑）。

　それと、今回は舞台が現代です。前回と違って、使ってもいい言葉がめじろ押しでびっくりしました。物の長さや距離をどう表現しようかと考え、ふと「メートルとセンチが使えるじゃないか……!!」と気づき目から鱗うろこが落ちました。他にもいろいろ、現代物でないと使えない言葉やできごとを書くことができて、とても楽しかったです。




　それではそろそろ謝辞を。

　イラストの明あ咲さきトウル先生。お忙しい中を本当にありがとうございました。登場人物の美しさはもとより、コスチュームの可か愛わいさにもびっくりです。表紙の光明がイケメン過すぎてビビりました。ええ、分かりますよ。真ま面じ目めで優しいここまでのイケメンなのに、彼女いない歴十九年というところが現代ファンタジーなのですね。分かりますよ……！

　校正様。今作では表記統とう一いつに関して多大なお手数をおかけしました。本当にありがとうございます。Ｐ19の「にゃーん」が「にやーん」と大文字になっていたことは、あなた様のご指し摘てきによって初めて気づきました。危なかったです。ありがとうございました。

　デザイナー様。素す敵てきなロゴとスワロフスキーのステッキをありがとうございました。内容が内容だけにどんなデザインになるんだろうと思っていたので、見たときは「乙女系ライトノベルになった……！」と感動しました。デザインやイラストの力はやっぱりすごい。

　印刷所様。面めん倒どうな文字を印刷させてしまい、本当にすみませんでした。せっかく組んでもらった字も再校で変えたりと、いろいろお手数をおかけしたと思います。おかげさまでイメージ通りにできました。ありがとうございました！

　担当Ｉ様。ここまで根気よく併へい走そうしてくださり、本当にありがとうございました。正直とてつもなく難むずかしい作品でしたが、納なつ得とくいくまで書けたのは担当さんのおかげです。この作品を書け上げられたことは、私にとって大きなプラスになりました。

　そして編集部の皆様、営業部の皆様、お話を聞かせてくださった住じゆう職しよく様、その他本作の出版に関わっていただいた皆様に深く御おん礼れい申し上げます。ありがとうございました！

　最後に読者の皆様へ。

　楽しんでいただけましたでしょうか？　「ライトノベルを書く」ということと、「前作がおとなしかったと言われるようなものを書く」という二本の柱を打ち立てここまで来ました。楽しく、勢いきおいよく、真まっ直すぐに。これが私の思うライトノベルです。

　上う手まく伝わっていればいいな、と思います。

　ここまでお読みいただき、本当にありがとうございました。

　それでは、またいつかお会いできる日を楽しみにしております。


小椋春歌　　　
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12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

やりたいことをやりたいようにやらせてもらったらこんな物語になりました。

前作は「幸」という文字をテーマに掲げて書いてきましたが、今作は「楽」です！

乙女系ライトノベルらしい元気の良さ、真っ直ぐさを感じていただければ幸いです。

どうぞよろしくお願い致します！
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ただの猫だと思っていたのに実は人間に変身できたら！




どうなるのか考えてみました。

私の飼い猫は、人間年齢で18歳くらいとまだ若いメスですがおっさん顔の持ち主で毎日渋く香箱座りをしています。







…人間になったらどうしよう…。
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